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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　彼は人とは異なる生き物であった。

　彼は腹を空すかせていた。

　獲え物ものは目の前にいる。

　舌なめずりをしながら、彼は獲物ににじり寄っていく。

「く、くるな！」

　警けい棒ぼうを握りしめ、獲物は震ふるえていた。地元の駐ちゆう在ざいだ。

　自転車でのんびり夜の巡回をしていた駐在は、獲物を求めて浜辺を歩いていた彼を見つけ、自分から声をかけてきたのだ。

　彼が飢えた魔ま物ものであることも知らずに。

　男はあまり美味うまくはないのだが、空腹に耐え兼ねた彼は、駐在を獲物と定めた。

「くるんじゃない！」

　駐在が、また言った。だが彼は止まらない。人間の言葉など、彼には通じない。

　通じたところで、腹を空かせた彼が止まるはずもないのだが。

　彼は砂を蹴けって飛んだ。

「ひっ！」

　駐在が警棒を振りかぶったが、彼の速さは人間に捉とらえられるものではなかった。

　目にも止まらぬ速さで駐在の手から警棒を叩たたき落とした彼は、そのまま駐在にしがみつき、右手を動かした。

　彼の指が、駐在の喉のどの肉を削そぐ。

「……うえっ」

　小さな声を出すと、駐在は白目を剝むいた。刹せつ那な、喉の傷から血が吹き出した。

　返り血を浴びるのを嫌がった彼は、駐在から身を離した。

　駐在が仰あお向むけに倒れる。ドクドクと溢あふれる血が砂浜に染みていく。

　彼は指についた血を綺き麗れいになめ取ると、ゆっくりと駐在に近づいていった。

　そして、その夜の彼の食事が始まった。




　冬の名残の潮しお風かぜが、潮しお騒さいを伴って吹き抜けていく。

　痛いほどに冷たい潮風の中、彼は砂浜に横たわる二人を、冷ややかな目で見下ろしていた。

　一人は、まだ子供だ。パジャマ姿で、猫ねこのように身体からだを丸めて規則正しい寝息を立てている。

　子供の傍らに眠るもう一人だが、こちらは子供のように寝息を立ててはいなかった。息そのものを、していない。

　子供の傍らに横たわる人影は、骸むくら。

　それも、干からびきった──ミイラだ。

　肌は土色になってヒビ割れ、髪は真っ白になっている。喉に大きな傷が見受けられた。これが致命傷だ。

　殺された後で、吸われたのだ。

　精気を。

　死体そのものを見ただけでは、男女の区別もできなくなっているが、服装で死体が男性であることはわかる。

　死体が身につけていたのは、警けい官かんの制服。地元の駐ちゆう在ざいだろう。

　砂浜に横たわる、ミイラ化した駐在の死体と、そして子供。

　異様な光景だが、見下ろす彼は顔色一つ変えてはいない。

　黒のスーツに同色のコートを身につけた、秀しゆう麗れいな顔立ちの男である。

　月つき森もり静しず馬まというのが、彼の名だ。

　冬の海を撫なでつけ、風が吹きすさぶ。

　静馬はコートの襟えりを立てて、メガネのずれを直した。

　眉み間けんには、かすかな皺しわが刻まれていた。




　月の輝かがやきを浴びることによって、その身を獣けものに変える能力を持つ者たちがいる。

　彼らは獣じゆう人じんと呼ばれている。

　静馬は、狼おおかみに身を変える獣人、すなわち人じん狼ろう族ぞくであり、『院いん』に身を置く戦士でもあった。

　人狼族をはじめとする全すべての獣人を束ね、管理する。それが『院』である。

　役割の一つとして、『院』は人に害をなす魔ま物ものや妖よう魔まの討伐を行っていた。

『院』が生まれた戦国の世に比べ、魔物と呼ばれる存在は激減し、極めて稀まれなものとなってはいたが、それでも魔物が人を襲おそうという出来事が、年に一、二回は起きていた。

　魔物を相手にした経験を持つ者は、『院』の中にも少ない。

　静馬が魔物の討伐を命じられるのは今回で七度目になるが、これはかなり多い方といえるだろう。

　魔物が現れたのは、とある地方の小さな海沿いの町であった。

　この土地の人狼族が、人間の精気を吸い殺す魔物が現れたと『院』に報告してきたのが、一カ月前の二月の後半。

『院』は彼に魔物の調査と討伐を命じたが、十日前を最後に彼からの定期連絡は途と絶だえてしまった。

　返り討ちに遭ったと考えられる。

『院』は、魔物の調査と討伐を静馬に命じた。

──到着早々、犠ぎ牲せい者の骸むくろで歓かん迎げいされるとは。随分と生意気なことをしてくれるものです。

　干からびた骸の前に屈かがんだ静馬は、骸の白くなった髪に指先だけで触れてみた。すると骸は砂のように崩れてしまい、人の形をした塵ちりの山がそこにできた。

　強めの潮しお風かぜが吹き、静しず馬まの髪を乱すと同時に塵ちりを吹き流してしまった。警けい官かんの制服だけが空むなしくそこに残された。

　精気を吸い尽くされて死んだ者には、死体すら残らない。

　散っていく塵を見やりながら、静馬は鼻を動かした。

　魔ま物ものの匂においを追うためだ。

　人じん狼ろう族ぞくの鼻は、ありとあらゆる匂いを嗅かぎ分ける。目には見えない霊れい的てき存在や、人の強い感情すらも、匂いとして知覚できる。

　時として人狼族の嗅きゆう覚かくは、視覚以上の働きをする。

　実際、静馬は潮風に運ばれてきた魔物の匂いをたどってこの砂浜までやってきた。そして犠ぎ牲せい者の骸むくろを発見した。

　嗅覚に意識を集中してみたが、魔物の匂いを感知することはできなかった。

──風向きが変わりましたからね……潮風に消されてしまったのかもしれない。

　あるいは、意識的に匂いを消す能力を持っているのか。

　どちらとも言えないが、もし後者だとすれば追跡が面めん倒どうなことになるだろう。

「さて、と」

　視線を横に移し、静馬は眠っているパジャマ姿の子供を見た。

　年ねん齢れいは、五、六歳。茶色っぽい髪をした可愛かわいい顔立ちの男の子だ。

　このまま魔物の追跡をしたいところだが、この子を放っておくわけにはいかない。

　男の子を抱き起こし、静馬は呼吸や心音を確認した。呼吸も心音も問題ない。寒空の下で眠っていたが、身体からだも冷えていない。この砂浜に放置されて間もないのだろう。

──魔物に襲おそわれたのは、間違いないのでしょうが……。

　問題は、なぜ魔物に襲われながらもこの子だけが無事だったのか、ということだ。

──一人を襲って腹が満たされたのか、それとも私の気け配はいを察知したのか……。

　思案していると、「んっ」と小さな声を出して、男の子がうっすらと目を開けた。

「あれ……？」

　眠たげに目を擦こすりながら、男の子は首を動かした。

「ここ、どこ？」

「浜辺ですよ」

　静馬が答えると、男の子は目をパチパチさせた。声をかけられて初めて、自分が他人に抱かれていることに気づいたのだ。

「怪け我がは、ありませんね？」

　怯おびえられないよう柔和な表情をして、静馬は訊きいた。が、男の子は返事をしない。きょとんとした顔で静馬を見つめている。

「パパぁ……」

「え？」

　不意に男の子の顔がくしゃくしゃになり、目に大粒の涙が浮かんだ。

「パパぁ！」

　大きな声を出して、男の子が静しず馬まの首に勢いよくしがみついてきた。

「は、はい？」

　あまり物事に動じることのない静馬だが、さすがに目を丸くした。

　男の子は、苦しいぐらいに強く静馬の首を抱きしめ、「パパ」を繰くり返している。

「ちょっ、ちょっと待ってください」

　男の子を引き離し、砂浜に下ろす。男の子は涙で目を真っ赤にしながらも、満面の笑顔になっていた。

「私は、君のパパでは──」

　ありません、まで言うことはできなかった。その前に、また「パパ！」と呼ばれて抱きつかれてしまったからだ。

　驚おどろきと困惑に、静馬は目をしばたたかせた。




　奇妙なことになったものだと、静馬は唇を曲げていた。

　魔ま物もの退治にやってきて、よもや父親にされてしまおうとは。

　男の子の名は、筧かけい翔しよう太たといった。地元の子で、年ねん齢れいは六歳。

　なぜ自分が砂浜に倒れていたのか、全く覚えていないという。

　家で寝ていて、目を覚ましたら静馬が目の前にいた、ということらしい。

「おじちゃんは、ぼくのパパじゃないんだね……」

　静馬におんぶされていた翔太が、心底残念そうに言った。

「私は、子持ちになった覚えもなければ、結婚もしていません」

　できちゃったから結婚して、と身に覚えもない女性から迫られた経験はあるが。

　静馬は、女性との付き合いが多い。

「あんまり女を取っ替え引っ替えしてると、いつか刺されるぞ」

　などと、姉によくからかわれたりもしているが、「万が一の失敗」はないよう、常々心掛けている。

「でも、おじちゃん。ぼくのパパにそっくりだよ」

　顔だけではなく、背格好もメガネをしているところも同じだという。

「世の中には、同じ顔の人間が三人はいるといいますからね。よく似た人がいても、不思議ではありません」

　が、そっくりな人がいると言われると、やはり気になる。顔を見てみたいと、静馬は密ひそかに思った。

「それにしても、暗い道ですね」

　翔しよう太たを背負って歩いているのは、町外れの一本道であった。

　両りよう脇わきが雑木林になっていて、街灯もない。新月の夜であることも手伝って、ほとんど真っ暗だ。人じん狼ろう族ぞくには暗視能力があるので、問題はないのだが。

　翔太を彼の家まで送り届ける、道中である。

　魔ま物ものを追跡しなければならなかったが、子供をあのまま放っておくわけにもいかなかった。

　警けい察さつに保ほ護ごしてもらうことも考えたが、駐ちゆう在ざいが犠ぎ牲せいになっていた以上、駐在所が無人になっている可能性が高かった。

　自分で送り届けてしまうのが一番確実で手っ取り早いと、静馬は判断した。

　翔太の案内にしたがって暗い道を進んでいくと、門構えの立派な家が見えてきた。

「大きなお家うちですね」

　平屋だが、母屋も庭も広い。

「へへー。すごいでしょ」

　静馬の背中で、翔太が大きく胸を張る。が、

「わあ！」

　胸をそらしすぎたせいで、翔太は落ちそうになった。

「危ないですよ……ぐえぇ！」

　落ちかけた翔太は、静馬の首に力いっぱいしがみついた。喉のどを締しめられる形となり、静馬はみっともない声をあげる羽目になった。

「おじちゃん、ごめんね。大丈夫？」

「だ、大丈夫ですが……今の声は、私のキャラじゃありませんね」

　あれでは、踏まれたカエルだ。

　片手で喉をさすりながら、げんなりした表情で静馬は門の中に入った。

「おや？」

　外からでは、家の中に明かりが見られなかった。

「お家の人は、誰だれもいないのですか？」

　引き戸になっている玄関の前で、翔太に訊きいてみた。

「うん。ぼく一人だよ」

「こんな夜中に？」

　どんな親だろう、と、静馬は顔をしかめつつ引き戸を開けた。すると埃ほこりっぽい匂においが鼻をついた。

　足を踏み入れると、顔にクモの巣が絡んだ。

「外観は立派だというのに、中は汚れていますね」

　クモの巣を取りながらぼやいた静馬は、家の中に上がった。

「おじちゃん、下ろして」

　翔しよう太たを廊下に下ろすと、「こっちだよ」、居間になっている和室に案内された。

　電気をつけると、やはり埃ほこりがひどかった。一カ月は、まともに掃除をしていないのではないだろうか。この家の家事担当者は、あまり綺き麗れい好きではないようだ。

「おじちゃん、ビール飲む？」

　コートの裾すそを引っ張って、翔太が言った。

　客にビールを勧める六歳児というのは、かなり珍しい。

「いえ、お構いなく」

　これから魔ま物ものの追跡をしなければならないのだ。一杯やっているヒマはない。

「じゃあ、お茶なら飲むよね。ぼく、いつもパパたちにお茶入れてあげてたから、お茶入れるの上手なんだ！」

　翔太なりに、送ってもらった礼がしたいのだ。悠長にはしていられないが、拒否するのも気が引けた。

「では、遠えん慮りよなくいただきますよ」

　小さく笑うと、翔太は「じゃあ、ちょっと待っててね」と、台所の方へ元気よく駆けていった。

　コートを脱いでたたみ、なにげなく居間を見回していた静しず馬まは、テレビの上にあったものに目を止めた。

　写真立てだ。動物園で撮影された家族写真がはめられている。

　手に取って見た静馬は、軽く目を見張った。

　写真の真ん中で、ゾウの檻おりを背に翔太がカメラに向かってＶサインをしていて、傍らには二十代後半と思おぼしき男女が写っていた。翔太の両親に違いない。

　静馬が驚おどろいたのは、翔太の父親の顔だ。

　静馬よりも幾分ふっくらしてはいるものの、顔の造りは瓜うり二ふたつといっていい。静馬と同じようにメガネをかけていて、背丈も大差ない。

　これなら、間違えられるのも無理はないだろう。

　自分そっくりの他人を見ていると、妙なくすぐったさがある。

　静馬は写真立てをテレビの上に戻した。

「それにしても、翔太君の両親はどこに行ってしまったんでしょうね」

　六歳の子供を置いて夜中に家を開けるなど、感心できる親ではない。

　こんな町外れの一軒家では、なにかあって悲鳴をあげても、誰だれも助けてはくれないだろう。

　人ひと気けのない場所だから、魔物も翔太をさらったのかもしれない。

──留守の間に子供が魔物にさらわれていたなどと知ったら、どんな顔をすることか。

　子供を夜中に置き去りにするような親だ。案外、平然としているかもしれない。

　そこでふと、ある可能性が首をもたげた。

　あまり考えたくない可能性だ。静しず馬まの顔は険しくなった。

　その可能性とは、翔しよう太たの両親が魔ま物ものの犠ぎ牲せいになったのではないか、というものだ。

──しかし、両親が魔物の犠牲になったのなら、翔太君も生きてはいないだろう。

　両親が魔物の犠牲となった可能性は、低いと考えていいだろう。だが、

──なぜ両親が留守なのか、訊きいてみる必要がありますね。

　険しい顔のまま、静馬は縁えん側がわに出た。

　浜辺ほど風は強くないが、それでも髪が乱れるぐらいの強さはあった。

　鶏とり小ご屋やの方を眺めていると、翔太が戻ってきた。

「ああっ、危ない」

　翔太を見て、静馬は思わず声をあげてしまった。

　おぼんを持つ翔太の手が、ぷるぷる震ふるえていた。それもそのはず。おぼんには、急きゆう須すと湯ゆ吞のみだけではなく、ポットまで載っていたのだから。子供には重すぎる。

　しかも湯吞みには、既にお茶がなみなみと入れられているではないか。

「ポットごと持ってくるなら、なにもお茶を入れてこなくてもいいのに」

　引っくり返したら、「熱い」だけではすまない。

　翔太は真剣な顔でおぼんを運んでいる。

　おぼんを受け取ろうと近づいた静馬だが、

「ぼくが最後までやるんだから、邪魔しないでよ！」

　突っぱねられてしまった。

　翔太は、一度言い出したり思いこんだりするときかない、頑固な性格の持ち主だった。

──私が父親じゃないと納得させるのにも、かなりてこずりましたからね。

　浜辺で、静馬を「パパ」と呼んでしがみついてきた翔太は、いくら人違いだと言っても信じようとはしなかった。

「パパはパパだよ！　どうしてそんなウソつくんだよ！」

　の一点張りだった。

「声も喋しやべり方も、君のパパとは全然違うでしょう？」

　と言ってみたり、名刺を見せてみたりして、十五分かけてなんとか納得してもらったのだ。

　漢字が読めない子供に、名刺はなんの意味もなかったが。

「こ、こぼさないでくださいよ」

「大丈夫。いつもやってるんだから！」

　そうは言われても、見守る静馬は気が気ではない。が、翔太は言葉どおりに、零こぼすことなくおぼんを座卓の上に置くことに成功した。

「はい、おじちゃん！」

　差し出された湯ゆ吞のみを受け取って、静しず馬まは安あん堵どの息をついた。

　湯吞みの熱さと立ちのぼる湯気は、冷えきった手と顔になんとも心地いい。

　静馬と翔しよう太たは向かい合って正座し、お茶を飲んだ。

　ほっ、と息が出てしまう。やはりお茶を飲むと気持ちが落ち着く。

　落ち着いている場合ではないのだが。

　翔太は入れたての熱いお茶を、ぐびぐびとほとんど一気に飲み干し、

「ぷはー。この一杯のために生きてるよね」

　などと、風ふ呂ろ上がりの中年のようなことを言っていた。

「翔太君。訊ききたいのですが──」

　こんな時間に両親がどこでなにをしているのかを、静馬は訊いてみた。すると思わぬ答えが返ってきた。

「わかんない。パパもママも、もうずーっと帰ってきてないんだ」

「ずーっと？」

「うん。ずーっと」

　湯吞みを両手で握りしめて、翔太が笑った。それは悲しみと寂しさを含んだ笑顔だった。

「いつ頃ごろからです？」

　訊たずねたが、翔太は「わかんない」と答えた。噓うそをついている様子はない。

「両親揃そろって行方不明とは……家の中が掃除されていないわけです」

　室内を改めて見回した静馬は、壁かべにかけてあった日めくりカレンダーを見た。

　今年の二月二十日以降が、めくられていない。

　二月二十日といえば、ちょうど一カ月前だ。もしこの日に両親が行方不明になったというのなら、翔太はまるまる一カ月も一人で生活していたということになる。

──六歳の子供が、一人で一カ月も生活していけるわけがない……。

　驚おどろきと疑問が半々に混ざった目を翔太に向けると、

「おじちゃん。そのお茶飲み終わったら……帰っちゃうの？」

　翔太が言った。

「え？」

「帰らないでよ。お茶のおかわり、入れてあげるからさ。だから……帰らないでよ」

　うつむく翔太。湯飲みを持つ彼の手は、震ふるえていた。

「翔太君……」

　静馬は返答に迷った。

　魔ま物ものを追跡しなければならないのだ。こうしている間にも、誰だれかが精気を吸い尽くされ、死体も残らず消えているかもしれないのだから。

　しかし、翔太のことも気になる。

──この子は、一体……。

　バリン。不意に居間に響ひびいた音が、静しず馬まをハッとさせた。

　翔しよう太たが握りしめていた湯ゆ吞のみが、割れていた。細かく砕けた破片が、パラパラと翔太の手から落ちている。

　うつむいたまま、翔太は肩を震ふるわせていた。

「翔太君……？」

　異様な気け配はいを察知し静馬が身構えようとするのと、翔太が動いたのは、同時だった。

　人のものとは思えない奇怪な声を発して、翔太が飛びかかってきた。

　咄とつ嗟さに静馬は座卓を盾にしたが、翔太はそれを一足飛びで越え、静馬の背後に回りこんだ。

　驚おどろくべき身軽さだ。

　身を翻ひるがえしているヒマはない。横に飛ぼうとした静馬だったが、間に合わなかった。

　翔太に背中にしがみつかれ、刹せつ那な、激痛が左肩を襲おそった。

　飛び散った赤い飛ひ沫まつが、静馬の頰ほおに張りついた。

　己の左肩に横目を向け、静馬は絶句した。

　翔太が左肩に喰くらいついていたのだ。

　海育ちにしては色白だった彼の肌は赤せき褐かつ色しよくに変わり、剝むかれた目からは瞳ひとみが消え、真っ白になっていた。

　翔太が顔を持ち上げる。肩の肉を喰いちぎられ、静馬は呻うめいた。

　肉を吐き捨てると、翔太は再び嚙かみつこうと血に濡ぬれた口を大きく開いた。が、静馬はそれをさせなかった。

　鋭するどい吸気を発して、翔太の胸に肘ひじ打うちを入れる。

「ギャッ！」

　悲鳴をあげ、翔太が吹っ飛んだ。障子を突き破り、庭に転がる。

　左肩を押さえて振り返った静馬は、射い貫ぬくような目で翔太を見た。

「あの子が、魔ま物ものだったとは」

　そして、呻くような呟つぶやきを洩もらす。

　まるで獣けもののように両手両足をつき、翔太は唸うなっている。

　その小さな身体からだからは、砂浜で感じたのと同じ魔物の匂においが立ち昇っていた。

「魔物が人に化けていたのか……いや、違う」

　人が魔物になったのだ。

　筧かけい翔太は人間の子供だ。少なくとも匂いは普通の人間のものだった。

──人間がいきなり魔物に変わるなど、聞いたこともない。

　傷を押さえる手に力をこめていると、翔太が急にキョロキョロし始めた。

　何事かと様子を窺うかがっていると、翔太はクルリと踵きびすを返して駆け出した。

「逃げる──!?」

　追おうとしたその時、出し抜けに正面から突風が吹きつけてきた。突風というより、ほとんど衝しよう撃げき波はだ。自然の風ではありえない。

　障子が破れ、あるいは外れて吹っ飛んだ。

　飛ばされこそしなかったものの、身動きを封じられてしまった。

　そのほんの一いつ瞬しゆんの間に、翔しよう太たの姿は視界から消え去っていた。

　嗅きゆう覚かくを働かせれば匂においで追跡することはできたが、静しず馬まはそうしなかった。

「やれやれ……」

　首の後ろをさすりながら居間に戻ると、茶ダンスに引っ掛かっていたコートを拾った。突風で飛ばされていたのだ。そして内ポケットから携帯電話を取り出すと、ある人物にかけた。

　相手は、すぐに出た。




　二日後──。

　清すが々すがしく晴れた午後であったが、翔太の家へと続く道は、昼間でも薄うす暗ぐらかった。舗ほ装そうされていない上に、緩ゆるやかだが上り坂になっているので、山道を歩いているような気分になる。

　雑木林の合間を吹き抜けてくる風は、この日も冷たかった。

「今晩は、冷えこむでしょうね」

　呟つぶやいてコートの襟えりを立てた静馬は、スーツの内ポケットから、二枚の写真を取り出した。

　一枚は、翔太の家の写真立てに飾られていた家族写真だ。二日前の夜に、静馬はこの写真を持ち出していた。

　そこに両親と写る翔太を、静馬はじっと見つめた。

「彼が既に死んでいる子供だったとは」

　ゾウの檻おりの前で、笑顔でＶサインをしている少年、筧かけい翔太。

　彼は一カ月前の二月二十日に、交通事故によって死亡していた。

　両親とともに。

　一昨日おとといの夜と昨日とで、静馬は筧翔太について調べあげていた。

　二月二十日。一家で隣となり町のデパートへ買い物にいった帰り、翔太の父親が運転していた車が、大型車と正面衝しよう突とつした。

　両親は即死。翔太は重体で病院に運びこまれたが、間もなく死亡した。

　不幸な事故だ。だが、翔太にとっての不幸は、これで終わりではなかった。

[image: ]

　静馬は、もう一枚の写真に目をやった。こちらも翔太の家から持ち出した物だ。

　写っているのは、薄うすい顎あご鬚ひげを伸ばした初老の男性。瘦やせぎすで、目付きが鋭するどい。神経質そうな印象を受ける。

　筧貞さだ秋あき。翔太の父方の祖父である。

　翔しよう太たの父親は静しず馬まに似ていたが、祖父は特に似てはいない。

──筧かけいという姓は、そうあるものではありませんが……よもや翔太君の祖父が、あの筧貞さだ秋あきだったとは。

　筧貞秋の名を、静馬は翔太に出会う以前から聞き知っていた。

　筧貞秋は獣じゆう人じんではなかったが、『院いん』に身を置いていた妖よう術じゆつ士しであった。

　強い力の持ち主であると同時に、熱心な研究者であった彼は、失われていた術を甦よみがえらせたり、新たな術を生み出したりと、いくつもの功績を残した。

　が、今から十年前に、彼は『院』を追放された。

　ある術の研究のために、一般人を死に至らしめたというのが、その理由だ。

　始末されずに追放ですんだのは、彼の過去の功績が大きかったためだろう。

「蘇そ生せい法ほう……」

　筧貞秋が研究していた術の名を、静馬は呟つぶやいた。

　かねてから多くの妖術士が研究し、実現が叶かなわなかった術だ。

　が、実は蘇生法には二種類存在し、もう一つの蘇生法は、完成されているのだという。

「それが、死者を魔ま物ものとして甦らせる、蘇生邪法だよ」

　静馬が助言を仰いだ知人の術者、橘たちばな春はる海みが、「口外していいことじゃないんだけどね、本当は」、そう前置いて、教えてくれた。

『院いん』では、先せん輩ぱいに当たる人物であり、優れた術者でもある橘たちばな春はる海みは、魔ま物ものに関して深い知識を持っている。いわば専門家だ。

　魔物に詳しくない静しず馬まは、魔物絡みの事件では彼に助言を仰ぐことが多い。

　出張ってくれると非常にありがたい人物なのだが、「店をサボると、うちの奥さん怖いんだ」という理由で、なかなか腰をあげてくれないのが、玉にキズであった。店というのは、彼が京都で開いている民芸品店のことだ。

　一昨日おとといの夜に、静馬は彼に協力を求めた。

　事情を聞いた橘は、すぐに翔しよう太たが蘇そ生せい邪じや法ほうで魔物として甦よみがえった子供ではないかと当たりをつけた。

　蘇生法の研究の過程で生まれたもう一つの蘇生法。それが蘇生邪法だという。

　蘇生邪法によって甦った死者は、生前の人格と魔物としての意識を別々に持つ。

　そして日が沈み、空腹を覚えると、魔物としての意識が目覚め、人間の精気を求める。

「静馬君が出会った子供は、まず間違いなく蘇生邪法で生まれた魔物だよ。その翔しよう太た君は一度死んでいるはずだから、裏付けを取ってみるといいよ」

　橘の助言を受け、静馬は翔太について調べた。結果、翔太が事故死していたことが判明し、現在の翔太が蘇生邪法で生まれた魔物であることが確実になった。

　翔太に蘇生邪法を施したのは、彼の祖父である筧かけい貞さだ秋あき。

「孫を失った悲しみに耐え切れなかったんじゃないのかな、筧貞秋は。でなくちゃ、孫に蘇生邪法を施したりはしないだろうからね」

　静馬も橘と同じ考えだった。

　息子と孫を一度に失ったのだ。悲嘆にくれるのも無理はないだろう。

「筧貞秋は、もしかしたら、もう死んでいるかもしれない」

　貞秋自身が、魔物となって甦った翔太の最初の犠ぎ牲せい者になった恐れもあるという。

　以前にも蘇生邪法を使った妖よう術じゆつ士しがいたが、その妖術士は自らの術で生まれた魔物に、精気を吸い殺されてしまった。

　貞秋の所在を突き止め、静馬はそこを訪れてみたが、貞秋の姿はなかった。

　橘の言うとおり、翔太に精気を吸い殺されてしまったのだろう。

　生きているのなら、翔太の側そばにいるはずなのだから。

「禁断の術を使ってしまった男か……けど、僕には彼の気持ちがわかる気がするよ。僕だって息子が死んで、それで自分に蘇生邪法が使えたら、使ってしまうかもしれない」

　妻子持ちである橘は、貞秋に同情しているようだった。

　が、静馬は違った。同情よりも怒りの気持ちの方が強かった。

　蘇生邪法を施された者は、魔物として甦るのだ。それも人を糧かてにしなければ生きていけないような魔物としてだ。

──死者にさらなる不幸を与えているにすぎませんよ。

　それに、魔ま物ものの犠ぎ牲せいになった人たちはどうなるのか。

　犠牲になった人たちにも、家族や友人がいるのだ。

　そういった人々の悲しみを、どうするというのか。

　孫を失った悲しみに耐えられなかった男の行いによって、無数の新たな悲しみが生まれる。

　悲しみが悲しみを生むなど、あってはならないことだ。

──悲しみは、受け止めなければならないものです。

　悲しみの連れん鎖さを、断ち切らねばならない。

　そのために、静しず馬まは翔しよう太たの許もとへと向かおうとしていた。

　緩ゆるやかな上り坂の向こうに、やがて翔太の家の門が見えてきた。




　どんな夢を見ているのだろうか。

　無邪気な寝顔を前に、静馬は思った。

　彼の手には、抜き身の短刀が握られている。刃やいばが淡い光に包まれているのは、魔力がこめられている証あかしだ。

　二日前の夜以降、家には戻っていない可能性もあったが、翔太は家にいた。

　ベッドの上で、翔太は布団も被かぶらずに眠っている。枕まくら元もとには絵本がある。寝転んで絵本を読んでいるうちに、眠ってしまったのだろう。

「君には、なんの罪もありません。ですが、君を生かしておくことはできないのです」

　逆手に構えた短刀を、静馬は振りかぶった。切っ先が向けられているのは、翔太の胸。

　短刀は、橘たちばなから借り受けた物だ。この短刀ならば一突きで翔太を殺せる。

　外見は子供でも翔太は魔物だ。普通の刃物では殺せない可能性もある。

　もちろん人じん狼ろうに変身すれば武器など必要はないのだが、人狼族は日中は変身できない。

　翔太が魔物と化すのは日没後。日が沈んで翔太が魔物として動き出せば、また犠牲者が出てしまう恐れがある。

　日中のうちに終わらせなければならなかった。

　短刀を突き下ろそうとした、その時、

「パパ……ママ……」

　翔太が寝言を言った。構わず突こうとするが、その手は途中で止まってしまった。

　翔太の目の端に、光る物が浮かんでいた。

　不意に生じたためらいと迷いが、静馬の手を止めてしまった。が、静馬は心の中で自らに言い聞かせた。

　死者の命と、生きている者の命。

　守るべきはどちらなのか、と。

　一度止まった手を、静しず馬まは再び持ちあげた。今度は、先程よりも高い位置に。

　勢いをつけて突き下ろせば、ためらいで手が鈍ってもそのまま刺せるだろう。

　そんなことを、静馬は考えていた。くだらない考えだと自分でわかっている。

　高らかに腕をあげた静馬だったが、その手を下ろすことはできなかった。

　開いた翔しよう太たの目と、目が合ってしまったからだ。

「パパ！」

　浜辺で出会った時のように、翔太は静馬に抱きついてきた。

「やだよパパ！　いっちゃ嫌だ！」

　翔太は、わーっと大声で泣き出した。

　思わず、静馬は短刀を後ろ手に隠してしまう。

　時間にして二分ぐらいだろうか。ひとしきり泣いて身体からだを離した翔太は、静馬を見あげてにこっと笑った。頰ほおは涙に、鼻の下は鼻水で濡ぬれていた。

「翔太君、私は──」

「うん。わかってるよ」

　服の袖そでで、翔太はゴシゴシ顔を擦こすった。

「パパじゃなくて、この前のおじちゃんなんでしょ？」

「え？」

「ごめんね、おじちゃん。おじちゃんは、パパじゃないのに」

　鼻をすすりながら、翔太はなんともすまなそうな顔をした。

　両親の夢を見ていて、目覚めたら父親と同じ顔が目の前にあった。見た夢が両親に置き去りにされる夢だったので、思わずしがみついてしまったのだという。

「おじちゃん、どうしてぼくん家ちにきたの？　それにこの前、なんでなんにも言わないでいなくなっちゃったの？」

　翔太が訊きいてきた。静馬を襲おそったという記き憶おくは、翔太にはないらしい。

　翔太としての意識と魔ま物ものとしての意識は別々に存在していると、橘たちばなは言っていた。

　魔物として活動していた記憶は、翔太には一切残らないということなのだろう。

「今日で東京に戻るので、もう一度、翔太君のお茶を御ご馳ち走そうになろうかと思って、きてしまいました」

　翔太の問いに、静馬はそう答えた。

　君を殺しにきました、とは言えない。

「一昨日おとといも、急用を思い出したので……挨あい拶さつもせずに帰ってしまって、すみませんでした」

　軽く頭を下げると、

「いいよ！　じゃあぼく、お茶入れてくるね！」

　ベッドからピョンと飛び下りて、翔太は台所へ駆けていった。

　眉み間けんに深い皺しわを刻むと、静しず馬まは後ろ手に隠していた短刀を鞘さやに収めた。そしてコートの内ポケットにしまうと、寝室を出て居間に向かった。

　幅のある鴬うぐいす張ばりの廊下を歩いていると、がしゃんという音と一緒に翔しよう太たの悲鳴がした。

「翔太君!?」

　台所へ急ぐと、床に尻しり餅もちをついた翔太が、額ひたいを両手で押さえて苦しんでいた。ポタポタと血が滴っている。

　状況はすぐに理解できた。

　背の高い食器ダンスの前に倒れた椅い子すがあり、未開封の羊よう羹かんと、割れた皿の破片が散らばっている。

　翔太は、食器ダンスの上にしまってあった羊羹を取ろうと椅子を踏み台にしたのだが、食器を落としてしまい、それが額に当たって椅子ごと引っくり返ってしまったのだ。

「おじちゃ～ん」

　翔太が涙声を出した。顔の半分が真っ赤になってしまっている。

「傷を見せてください！」

　駆け寄って、傷を押さえていた翔太の手をどけさせると、右の眉まゆ毛げの上がざっくり切れていた。

「医者に診みせないと……」

　絆ばん創そう膏こうを張ればそれですむ、という傷ではない。縫ほう合ごうが必要だろう。

「ごめんね、おじちゃん。羊羹取ろうとしたら、そしたら……」

「謝あやまる必要なんてありません。これで傷を押さえてください。すぐに病院へ連れて行ってあげます」

　翔太にハンカチを手渡すと、翔太は言われたとおりにそれを傷口に当てた。出血がひどく、ハンカチはすぐに真っ赤になってしまった。

　翔太を抱きあげると、静馬は家を出た。救急車を呼ぶよりも走った方が早い。

　駅の近くに病院があったのを、覚えている。

　薄うす暗ぐらい坂道を走りながら、以前観みた映画にこんなシーンがあったなと、静馬はそのシーンを脳裏に思い起こしていた。

　妻に逃げられた男が、遊んでいて怪け我がをした息子を抱えて、必死に病院へ走るというシーンだ。

　翔太は、息子ではない。

　ついさっきまで殺そうとしていた──殺さなければならない、魔ま物ものだ。

　にもかかわらず、静馬は懸けん命めいに走っていた。

　痛みに苦しむ翔太を助けてやりたいと思い、走っていた。

　一歩前に進む度に、翔太を殺すという決意が崩れていく。

──ためらいや同情を抱えていては、人の命を守ることなどできないと、嫌というほど思い知らされてきたというのに。

　ためらい。

　同情。

　迷い。

　そういったものを、未いまだに切り捨てられない自分がいる。

──これは優しさではない。甘さであり、弱さだ。

「おじ……ちゃん……」

　唇を嚙かみしめていた静しず馬まの腕を、翔しよう太たがつかんだ。辛つらそうに息を切らしている。

「痛みますか？」

「うん……けど、ぼく泣かないよ。男の子は、ちょっとやそっとじゃ泣いちゃいけないんだって、パパが教えてくれたんだ。ぼく、さっき泣いちゃったから、もう泣かないんだ」

　痛みをこらえて、翔太は笑顔を作った。涙は滲にじんでこそいたが、こぼれてはいなかった。

「立派ですよ。私なら、きっと我慢できずに泣いています」

　微笑ほほえみかけると、翔太は「へへっ」と少し得意げな顔をした。

　静馬は、もう一度微笑んだ。




　日没後の風は、身を切るように冷たかった。

　浜辺には、静馬と翔太の二人しかいない。

　海は既に夜の色に染まっていた。三日月は雲に覆おおわれていて、朧おぼろげにしか見えない。

「夏になるとね、パパとママとぼくで、よくここに泳ぎにきたんだよ。でも、パパは泳げなくて、いつもぼくとママに笑われてたんだ」

「それは可哀かわい想そうですよ。しかし、海育ちなのに泳げないというのは、珍しいですね」

「俺おれの身体からだは水に浮くようにできてないんだーって、言ってたよ」

　寄せては返ってゆく波を、道路から浜辺へ降りる石段に腰掛けて眺めながら、二人は他愛もない会話を続けていた。

　翔太の額ひたいには包帯が巻かれていて、痛々しく見える。三針縫ぬう、大怪け我がだった。

　慌てて家を飛び出たせいで、上はトレーナーしか着ていない翔太は、静馬の足の間に座り、静馬のコートを自分の前に引き寄せ、風を防いでいた。

　冷えるのは傷に障るから、家に戻ろうと静馬は言ったのだが、翔太が「おじちゃんと海が見たい」と言ってきかなかったのだ。

　日は沈んだが、翔太が魔ま物ものに変わる気け配はいは、今のところはない。

　翔太と会話を続けながらも、静馬は翔太の気配の変化に注意を払っていた。

　そして、一刻も早く終わらせなければ、と心の中で繰くり返していた。

　魔ま物ものが目覚める前に──翔しよう太たが翔太であるうちに、終わらせたかった。

「ねえ、おじちゃん？」

　それまでは海を眺めながら話していた翔太が、静しず馬まの顔を見あげて言った。

「なんです？」

「さっき、ぼくをお医者さんまで連れてってくれたおじちゃん……本当のパパみたいだったよ」

　以前に、はしかで高熱を出した時、父親が翔太を抱いて病院まで走ったことがあったという。

「すっごく寒かったけど、パパが抱っこしてくれてたから、我慢できたんだ」

　その時のことを思い出しているのだろう。翔太は嬉うれしそうに目を細めていた。

「さっきも、おんなじだったよ。すっごく痛かったけど、おじちゃんが抱っこしてくれてたから、我慢できたんだよ」

「……そうですか」

　笑っているのか困っているのかわからない複雑な表情が、静馬の顔に浮かんだ。

「おじちゃん。今日だけでいいから、おじちゃんのこと、パパって呼んでもいい？」

「え？」

　目を丸くした静馬を、翔太は懇こん願がんするような眼まな差ざしで見つめていた。

「……いいですよ」

　目だけで笑って頷うなずくと、翔太は顔いっぱいに笑みを広げた。

「ありがとう、パパ」

　笑顔のまま、翔太は静馬の胸に顔を埋めるようにして身体からだを預けてきた。

　少し茶色がかったその髪を撫なでてやりながら、静馬は心の中で自分自身を叱しつ責せきした。

　なにをやっているのだ、と。

　きつく瞼まぶたを閉じようとした静馬は、不意に肌が粟あわ立だつのを感じ、目を見開いた。

　魔なる物の匂においが、鼻孔に突き刺さった。匂いの発生源は、腕の中の少年。

　奇声をあげて、翔太が静馬の顔面めがけて腕を繰くり出してきた。

　それを首を横に倒して紙一重で避けた静馬は、掌てのひらで翔太の鳩尾みぞおちを打った。翔太は吹っ飛び、砂浜に仰あお向むけに倒れた。

　肌は赤せき褐かつ色しよくに変わり、目からは瞳ひとみが消えていた。

「とうとう、こうなってしまった……」

　こうなった以上、逃すことはできない。逃せば、誰だれかが死ぬ。

──私は彼が人であるうちに殺したいなどと考えながら、本当は彼が魔物として目覚めるのを待っていたのかもしれない。

　子供と魔物。どちらがためらいなく殺せるか──。

　考えるまでもない。

　起きあがった翔しよう太たが、獣けもののように手足をついて、真っ白な目を見開いた。

　短刀を取り出すと、静しず馬まはコートを脱ぎ捨て、その上にメガネも投げ捨てた。

「せめて苦しまずにすむよう、一いつ瞬しゆんで終わらせる」

　人じん狼ろうへと変身しようとした静馬は、背後に翔太とは別の気け配はいを感じ、振り返った。

　目付きの鋭するどい瘦やせた初老の男が、片手に錫しやく杖じようを持って立っていた。目め尻じりの皺しわを深くして、笑っている。

「筧かけい貞さだ秋あき……」

　その名が、静馬の口をついて出た。

　事故死した翔太に蘇そ生せい邪じや法ほうを施した、翔太の祖父だ。

　年ねん齢れいは五十五のはずだが、肌の色が悪く、背中も丸まっているので、実年齢よりも老ふけて見えた。

「生きていたのですか」

　魔ま物ものとなった翔太の最初の犠ぎ牲せい者になったのだろうと、橘たちばなは推測していた。静馬もそう思っていた。だが──。

「当たり前だ。可愛かわいい孫を見捨てて、逝ゆけるものか」

　薄うすい顎あご鬚ひげを撫なでながら、貞秋が笑った。陰湿なものを含んだ笑みに、静馬は表情を歪ゆがめた。

「長年かけて修得した術をようやく試すことができたのだ。この先翔太には、真の蘇生法を研究するための実験台になってもらわねばならん」

　貞秋が言った。

「真の蘇生法を完成させるためには、蘇生邪法を極める必要があるのだ。現時点では、蘇生邪法も術者の血けつ縁えんにしか施すことができないという大きな欠陥があるからな。改善せねばならん」

　翔太は必要不可欠の実験材料なのだと、貞秋は嬉き々きとして語った。

「孫を失った悲しみに耐え切れず、術を使ったのではなかったのか」

　斬きりつけるような眼まな差ざしで、静馬は貞秋を見た。翔太は、静馬の背後で唸うなっている。

「私も孫は可愛いさ。息子は私を忌いみ嫌っておったが、翔太はなついていたからな。私も可愛がってやったよ。だから、これまでこの手で殺すことはしなかったのだ」

「事故死してくれたのが幸いだと言っているように聞こえますが？」

「受け取り方は、おぬしの自由だ。息子も孫も、死んでしまえばただの物だ。物を利用してなにが悪い。もっとも、息子の骸むくろは使い物にならないぐらいに潰つぶれていたがな」

「……」

「『院いん』の人狼よ。一昨日おとといの夜は見逃してやったが、今回は生かしておかぬぞ。おぬしを殺し、『院』が嗅かぎつけられぬ別の土地に、翔太ともども移り住むとしよう」

　貞秋の錫杖が地面を軽く叩たたいた。上部についていた金属の輪が、シャンと音を立てた。

──一昨日おとといに私を襲おそった突風は、彼の術だったのか。

　翔しよう太たの能力かと思っていたが。あの風のおかげで、翔太を逃がしてしまったのだ。

　翔太が逃げたのも、彼の命令だったに違いない。

　静しず馬まは、フッと笑みを漏らした。

「なにを笑う？」

「いえ。あなたが孫の死を悲しむような人間でなくてよかったなと、思っただけです」

「なんだと？」

「ためらわずに殺すことができます。あなたには、ためらう価値がない」

　静馬の嘲ちよう笑しように、初老の妖よう術じゆつ士しは憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうになった。

「私の崇高な研究の価値が理解できぬ愚か者が！　蘇そ生せい邪じや法ほうを経て、真の蘇生法が完成すれば、人間は死を超越することができるのだぞ！」

「生あい憎にくですが、老人の戯ざれ言に付き合うつもりはありません」

　言い放った静馬は、夜空に向かって狼おおかみの咆ほう哮こうをあげた。

　上半身の衣服がすべて破れ、肥大した筋肉を、美しい白金の体毛が覆おおっていく。頭部を狼のそれに変えると、人じん狼ろうへの変身は完了した。

「この前殺してやった人狼と同じ末路を迎えさせてやる！」

　貞さだ秋あきは錫しやく杖じようを翔太に向けると、呪しゆを唱えながら錫杖の先端を動かした。

　錫杖から魔ま力りよくの流れを感じた静馬は、翔太に首を巡らせ、目を見張った。

　翔太の身に、異変が起こり始めていた。

「なにを……」

「私の蘇生邪法ほうは、『院いん』の術者のものとは、一味違うぞ」

　魔力を与えることによって力を倍増させることが可能なのだと、貞秋は高笑った。

　翔太が変化していく。ゴキゴキと異様な音を立てて骨格が変化し、筋肉が増大していく。

　絶句する静馬の前で、翔太は正真正銘の魔物と化した。体毛のない赤せき褐かつ色しよくの皮ひ膚ふに覆われた、醜みにくい魔物に。尻尾しつぽはないが、トカゲが立ちあがったような姿だ。腕も足も隆々としていて太い。

「どこまで孫を汚せば、気がすむというのか」

　歪ゆがめられた静馬の口の端から、鋭するどい牙きばが剝むき出しになった。

「翔太よ、その人狼を骨も残さずに喰くらい尽くしてやれ！」

　貞秋が錫杖を振るって叫ぶと、彼の命令に応こたえるように、翔太が天に向かって吠ほえた。そして砂を蹴けって跳ちよう躍やくした。

　岩のような拳こぶしが、上空から唸うなりをあげて静馬を襲う。
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　軽く横に飛び退のいて、静馬はその拳をかわした。目標を見失った拳は、そのまま静馬が立っていた石段を粉砕した。

　凄すさまじい腕力だが、巨大化した分、速さは落ちているようだ。

　静しず馬まは素早い動きで短刀を鞘さやから抜き放つと、がら空きになった翔しよう太たの脇わき腹ばらに短刀を突き立てた。が、刃やいばは刺さることなく砕けてしまった。

　手が痺しびれ、静馬は目と口元を歪ゆがめた。そこに翔太が身を撚ひねりながら拳こぶしを放ってきた。

　静馬は両腕を盾にして受け止めたが、翔太の腕力は凄すさまじく、静馬は波打ち際まで吹っ飛ばされてしまった。

「左腕を折られた……か」

　左腕を押さえて静馬は立った。海水に濡ぬれた体毛は砂に塗まみれ、輝かがやきが失われている。

　翔太は、肩を大きく揺らして低い唸うなりを発していた。

「見たか、これが私の術が生んだ力だ！　『院いん』の刺客など恐るるに足りぬわ！」

　貞さだ秋あきが吠ほえる。

　静馬は彼が持つ錫しやく杖じようを見た。錫杖からは依然として魔ま力りよくが流れている。

「ならば……」

　静馬は右の拳を握った。その手が青白い雷光の火花を散らす。

　雷を操る。それが銀ぎん狼ろうである静馬の能力だ。

「雷らい華か夢む想そう・飛ひ刀とう」

　呟つぶやいた静馬の人差し指と中指の間に、雷を結晶化させた小型のナイフが現れる。

　静馬はそのナイフを、貞秋の錫杖めがけて投げつけた。

　矢のような速さで空を滑った雷のナイフは、狙ねらい違たがわず貞さだ秋あきの錫しやく杖じようを捉とらえ、断ち斬きった。

「なんだと!?」

　驚おどろく貞秋。

　刹せつ那な、翔しよう太たがいきなり貞秋の方に身体からだを向け、彼の頭を鷲わしづかみにした。

　貞秋の目が恐怖に剝むかれる。

──やはり、あの錫杖は制御装置の役割も兼ねていたのか。

　貞秋は、錫杖を媒介にして翔太に魔ま力りよくを注いでいた。ならば制御にも錫杖を用いているのではないか、という静しず馬まの予想は当たった。

「や、やめろ翔太！　おまえの敵は、私ではない。あの人じん狼ろうだ！」

　叫んで訴えた貞秋だったが、制御を失った翔太は従わなかった。

　狂ったような雄お叫たけびをあげて、翔太は祖父であった男を放り投げた。

　無造作に宙を渡った貞秋は、静馬のすぐ側そばに落ちてきた。

　首があらぬ方向に曲がっている。驚きと恐怖に目を剝いたまま、筧かけい貞秋は死んでいた。

　彼の骸むくろを一いち瞥べつすると、静馬は翔太を見た。

──元の姿には、戻らないか……。

　錫杖を破は壊かいすれば、人の姿を取り戻すかもしれないと期待したが、それは叶かなわなかった。

　翔太は口の端から唾だ液えきを垂らし、両手で頭を抱えて苦く悶もんの声を出していた。

　身構えたまま様子を窺うかがっていると、苦悶の声の中に言葉が聞こえた。

「え……？」

　よく聞き取れなかった静馬は、耳をピンと立てた。

「パ……パ……」

　翔太は、父親を呼んでいた。

「翔太君の意識が、戻っている──!?」

　瞳ひとみのない真っ白な翔太の目が、真っすぐに静馬に向けられた。

「パパ……ぼく、苦しいよ……怖いよ……」

　子供の声とは掛け離れた太い不気味な声で、翔太は言った。

「助けて、パパ……ぼく、身体が勝手に動くんだ……やだよ……怖いよ……」

　翔太の目から、大粒の涙がこぼれ落ちた。

「パ……パ……た……す……け……」

　そこで翔太の言葉は途と切ぎれ、代わりに咆ほう哮こうがその口から吐き出された。そして目め茶ちや苦く茶ちやに両腕を振り回し始める。その動きに、もはや翔太の意識は感じられない。

「翔太君……」

　軽く瞼まぶたを閉じて少年の名を呟つぶやいた静馬は、ゆっくりと瞼を開き、右腕を翔太に向けて伸ばした。

　体毛が、青白い雷光を放ち始める。

　体毛が放つ雷光は、見る間に強さを増していく。雷光に当てられ、静しず馬まの周囲の空間に歪ゆがみが生じた。

　腕を振り回していた翔しよう太たが、雷光に気づいた。

　その雷光が、そして静馬が危険なものであると悟ったのだろう。

　静馬に向かって、翔太は砂煙を巻きあげながら突進してきた。

「雷らい華か夢む想そう・蒼そう龍りゆう」

　静馬が厳おごそかに呟つぶやくと、雷光は奔ほん流りゆうとなって腕から放たれ、翔太を飲みこんだ。

　雷光が炸さく裂れつし、爆ばく音はつが浜辺に響ひびき渡った。

　多量の砂がまるで柱のように吹きあがり、眩まばゆい青い光が静馬の目を焼いた。

（パパ）

　青い光の中から、翔太の声がした。

「──！」

　光の中に、静馬は翔太の姿を見た。

（ありがとう。パパ）

　光の中で、翔太は笑っていた。

　やがて光とともに翔太は消え──。

　後には、なにも残らなかった。

　ただ冷たい潮しお風かぜだけが、吹いていた。




　母の死をきっかけにして、静馬は闘たたかう道を選んだ。

　人じん狼ろうの爪つめによって、母は死んだ。

　人狼の爪が、母の命を奪った。

　静馬は、人狼の力を嫌悪した。

　嫌悪した力は、自分にもある。

　この力は、人を傷つけることしかできないものなのか？

　違う。

　人を守ることも、できるはずだ。

　ならば、そのために力を使おう。

　闘うことで、食い止められる悲しみがあるのなら、この手が血に汚れても構わない。

　以来、静馬は闘い続けてきた。

　獣じゆう人じんとしての力で人を傷つける者たちと。あるいは、人に仇あだをなす魔ま物もの、妖よう魔まと。

　だが、いくら手を血に汚しても、人を傷つける者が絶えることはない。

　いくら人を守りたいと願っても、守れない命もある。

　食い止められない悲しみの、なんと多いことか。

　自分を「好きだ」と言ってくれた少女を、守れなかったこともある。

　そして今、自分を「パパ」と呼んだ少年を、この手で殺あやめた。

　自分は彼に──翔しよう太たに、なにをしてやれたのだろう。

　自分は彼の父親ではない。それでも翔太は、「パパ」と呼んだ。

　そんな翔太に、なにをしてやれたというのだろう。

　青い光の中で、翔太は笑っていた。ありがとうと、言ってくれた。

　だがあれは、幻であり、幻聴だったのかもしれない。

「この手を血に汚す意味が、不意にわからなくなる時がある」

　コートとメガネを拾い、静しず馬まは独白した。

　力で、人は救えるのだろうか。

　力とは結局、人を傷つけ、命を奪うことしかできないものなのではないか。

　メガネをかけ、コートを素肌の上に羽は織おり、静馬は筧かけい貞さだ秋あきの骸むくろを見た。

　妖よう術じゆつ士しとしての力が、彼にはあった。それは普通の人間にはない力だ。が、彼はその力で孫の命を汚し、無関係な人々を死なせた。

　力で、人は救えるのか？

　心の中で、静馬は己に問いかける。

──私は、まだその答えを見つけてはいない。

　いつか答えが見つかる時が来るのだろうか。

　と、静馬は足元に一枚の写真が落ちていることに気づき、それを拾った。

　翔太が両親と写っている写真だ。

　この写真を入れていたスーツは変身の際に破れたが、この写真は無事だったのだ。

　写真をコートの内ポケットに入れた静馬は、

「闘たたかい続けよう」

　雷を放ち、少年の命を奪った右手を、軽く握りしめた。

──救えなかった命と、この手で奪ってきた命のためにも、私は闘い続けよう。

　力は人を傷つけるだけのものではないのだと、信じて。

　答えは、闘い続けたその先に見つかるはずだ。

　コートの裾すそを翻ひるがえすと、静馬は海に背を向けた。
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　追い詰めたといえるのか。

　はたまた、追い詰められたというべきなのか。

　どちらにしろ、闘たたかいは佳境を迎えていた。

　新緑の匂においに満ちた夜風に灰色の体毛を撫なでられながら、鷹たか秋あきは青せい龍りゆう刀とうを握り直した。

「来いよ。ケリつけようぜ」

　笑むように牙きばを覗のぞかせると、前方で太い唸うなり声を洩もらしていた双頭の虎とらが、深紅の毛並みを逆立てて四つの眼めを張り裂けんばかりに剝むいた。

　とたん、夜や気きが灼しやく熱ねつした。

　陽かげ炎ろうが視界を揺らす。

　鷹秋は両腕に力を漲みなぎらせ、青龍刀を大きく振りかぶった。

　炎を攻防自在に操るその双頭の虎は、手て強ごわかった。

　これまでの闘いで、片方の前足を吹き飛ばし、横腹に一いち撃げきくれてやったが、その代だい償しようにこちらは真ま矢やが戦せん闘とう不能になった。

　冷気を武器とする真矢にとって、双頭の虎は相性の悪い相手だった。

　分ぶの悪い闘いでありながらも、それでも真矢は、自分が倒されるのと引きかえに敵の足を一本潰つぶしてくれた。

　現在、真矢は睦むつ美みの治ち療りようを受けているはずだ。

　一対一になってしまったが、敵もかなり動きが鈍くなっている。

　力関係は五分と五分。

　鷹秋は内心で舌なめずりした。

　闘いは、力が拮きつ抗こうしているほどに──燃える。

　双頭の虎が動いた。いっぱいに開いた口こう腔こうから紅ぐ蓮れんがあふれる。

　それは無数の球体と化して、正面、左右、上方から鷹秋に襲おそいかかってきた。

　鋭するどく息を発して、鷹秋は地を蹴けった。

　青龍刀を振りかぶったまま、体たいを撚ひねり、沈めて、火球を次々とかわしてゆく。

　連れん鎖さ的にあがった爆ばく音おんが、飛鳥あすかの山中に響ひびき渡る。

　背中に熱い爆風を浴びながら、鷹秋は青龍刀を振り抜いた。

　獣けものの雄お叫たけびに似た音をたてて、淡い水色の光が疾走する。

　師・五ご堂どう恭きよう市いちが獣じゆう鳴めい斬ざんと名付けたその技には、数十本もの大木を軽々と薙なぎ倒すだけの威力がある。

　当たれば一撃で決められる。

「吹っ飛びやがれ！」

　勝利を確信し、鷹秋は吠ほえた。

　双頭の虎は足を一本失っているうえに、鷹秋との距離は三メートルもない。

　かわすことなどできるはずもない。

　だが、しかし、獣じゆう鳴めい斬ざんはかわされてしまった。

　獣鳴斬が鼻先に迫ったところで、双頭の虎とらの姿が忽こつ然ぜんと消えたのだ。

　鷹たか秋あきは吃きつ驚きようした。

　空間転移。

　まさか使えるとは。

　背後で殺気が膨ふくれあがる。

　咄とつ嗟さに振り返った鷹秋は、そこに牙きばと爪つめに炎を纏まとわせている双頭の虎の姿を見た。姿勢をぐっと低くして、飛びかかってこようとしている。

「ちいっ！」

　舌打ちしつつ青せい龍りゆう刀とうを構えようとした鷹秋は、視界の隅に白い人影を認めて、目を大きくした。

「──!?」

　人影の正体を、鷹秋は初め真ま矢やだと思った。

　だが、違った。

　横手から矢のような勢いで駆けたきた人物は、女だった。

　死角から、ほとんど一いつ瞬しゆんにして双頭の虎の懐ふところに飛びこんだ女は、手にしていた抜き身の太刀たちを、なんの躊躇ためらいもなく双頭の虎の首の付け根に突き刺した。

　双頭の虎の口から、ひっ、と短い息の音が洩もれる。

　鷹秋は呆あつ気けに取られた。

　そんな鷹秋には目もくれず、女は攻こう撃げきを続けた。

　太刀を押しこんで片方の首を完全に貫いた女は、刺した時同様、躊躇いのない手つきで太刀を引き抜くと、斜め後方に飛びすさりつつ、数枚の白い紙切れのような物を宙空に撒まいた。

　それは呪じゆ符ふだった。

　呪符は、蒼あおい炎となって双頭の虎に降り注いだ。

　夜の帳とばりを引き裂くほどに眩まばゆいその炎は、あっと言う間に双頭の虎を骨のかけらも残さず灼やき尽くすと、多量の火の粉こと化して初夏の風に溶けた。

「あ……」

　鷹秋が、そう声を洩らしたのは、女が太刀を振って血ち糊のりを落とし、一度大きく深呼吸した直後だった。

　構えたままだった青龍刀を下ろし、鷹秋は女をまじまじと見た。

　簡素なオフホワイトのシャツにジーンズという出で立ちの女は、特異な容よう貌ぼうの持ち主だった。

　顔立ちは日本人的であるにもかかわらず、肌の色は褐かつ色しよく。

　肩までの長さの髪は、処女雪さながらの白。

　そして、闇やみの中にあって薄うっすらと輝かがやいて見える、蒼あおい瞳ひとみ──。
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　女の顔が角度を変えた。目が合う。

　鷹たか秋あきは、まるで矢でも向けられたかのように息を吞のみ、全身を強こわばらせた。

　女の眼光は鋭するどかった。

　冷たい瞳の色が、その刃物の如ごとき眼光に磨きをかけている。

　鷹秋が硬直していると、女の目が、ふっとやわらいだ。

「大丈夫ですか？」

「へ？」

　唐突に飛んできた問いに、鷹秋は間の抜けた声をあげた。

「怪け我がはしていませんか？」

　女が言い直す。

　前の闘たたかいぶりと眼光が噓うそのような、穏おだやかな表情と声こわ音ね。

「あっ、ああ……」

　鷹秋は自らの身体からだに視線を巡らせ、

「ちょっとはやられたが、どれもかすり傷だ。どうってことねえ」

　いささかぎこちない口調で、そう答えた。

　爪つめでやられた傷が左腕と胸に一つずつ。どちらも皮ひ膚ふを裂かれただけなので、たいしたことはない。火傷やけどもいくつか負ったが、こちらも浅い。睦むつ美みに治ち療りようしてもらうまでもなく、一晩寝れば治る。

「そうですか。よかった」

　女は微笑ほほえむと、もう一度太刀たちを振って翻ひるがえり、鷹たか秋あきの目の前からフッと姿を消した。

　鷹秋は目と口を丸くし、

「お、おいっ！」

　女を呼び止めたが、空間転移で去った女が再びその場に現れることはなかった。

　鷹秋は、またしばし立ち尽くした。

　それが、鷹秋と彼女の最初の出会いだった。




　彼女の素す性じように鷹秋が気づいたのは、負傷した真ま矢やを肩に担いで山道を下っていた最中だった。

　正確にいうと、気づいたのは鷹秋ではなく睦美だったのだが。

「お兄ちゃんが会った女の人って、もしかして燐りんさんじゃないかな？」

「りん？」

　鷹秋が問い返すと、隣となりを歩いていた睦美は、「うん」と頷うなずいて、足を止めた。

　倣ならって立ち止まり、鷹秋は妹の顔を見た。

「香か沙ざ薙なぎ桂けいって人の、腹違いの妹」

「あ」

　睦美の言葉に、鷹秋は両手が真矢と青せい龍りゆう刀とうで塞ふさがっていることも忘れて、ポンと手を打ちそうになった。

　落ちかけた青龍刀を慌ててつかみ直す。

「燐……」

　そうだ。間違いない。鷹秋は思った。

　白い髪。褐かつ色しよくの肌。蒼あおい瞳ひとみ。

　どれも悪あく魔ま族ぞくの特徴だ。

　悪魔族──正しくは、香沙薙の一族。

　一族全員が魔力に恵まれ、術に長たけていながらも、世俗と関かかわることを嫌い、深い森に囲まれた里でひっそりと暮らしていた彼らは、百数十年前に香沙薙桂と彼の異母妹である燐を除いて全滅している。

　そして、香沙薙桂は、今から三年前に死んでいる。

　該当するのは燐しかいない。

「生きてたのか……」

　永遠の命を求めた龍りゆう人じん・桜さくらと、月つき森もり冬とう馬まが闘たたかったのは、三年前。

　二人の闘いの舞台となった都心部は、跡形もなく消滅し、更さら地ちとなった。

　その闘たたかいの中で、燐りんもまた死んだものとばかり思っていた。

「でもよ、なんだって、その香か沙ざ薙なぎ桂けいの妹が、俺おれとあの虎とらモドキの間に割って入ってきたんだ？」

　鷹たか秋あきが首を傾けて言うと、睦むつ美みは呆あきれ顔になった。

「お兄ちゃん……昨日、橘たちばなさんが言ってたこと、聞いてなかったの？」

「あ？　なんだ、そりゃ？」

　鷹秋は眉まゆをしかめた。

　睦美がため息をつく。

「橘さんが教えてくれたじゃない。あたしたちの他ほかにも、『桜さくらの妖よう魔ま』を退治して回っている誰だれかがいるって」

「おお、そういえば」

　昨日、東京から、ここ奈良にやってきた鷹秋たちが、師匠である五ご堂どう恭きよう市いちに挨あい拶さつに行った際に、ちょうど五堂の許もとを訪れていた橘春はる海みが、そんなことを言っていた。

「獣じゆう聖せいと同等か、もしかしたらそれ以上の使い手かもしれない、って話だったけど……そっかあ、燐りんさんのことだったんだ……」

「燐……」

　妹から視線を外し、鷹秋はぽつりと、その名前を呟つぶやいた。

　燐。香沙薙桂の異母妹であり、悪魔族最後の生き残りでもある女。

　彼女もまた、自分たちと同じように『桜の妖魔』と闘たたかっている。

「あたしも会ってみたかったなあ……」

　睦美が言ったが、鷹秋の耳には入っていなかった。

　この時、鷹秋は先程見た燐の勇姿を脳裏に甦よみがえらせていた。

　無駄なく鋭するどい身のこなし。見入ってしまうほどに美しい蒼あおい炎。そして、少女の面影を残しつつも凜りんとした横顔。

「お兄ちゃん？」

　足元に目をやったまま燐のことを考えていた鷹秋は、胸を睦美に軽く小突かれて、ハッとなった。

「なにボーッとしてるのよ？　真ま矢やさんの怪け我が、まだ応急処置しかしてないんだから、早く戻らないと」

「ん？　ああ……」

　翻ひるがえって歩き出す睦美。

　鷹秋も、それに続く。

「燐……」

　うつむき加減で歩きながら、鷹秋はもう一度そう呟き、そして思った。

　彼女が、自分たちと同様に『桜さくらの妖よう魔ま』を倒して回っているのなら、また会うこともあるだろうか？　と──。




『桜の妖魔』──。

　それが、鷹たか秋あきたちがこの一年余りの間闘たたかい続けている異い形ぎようの呼び名であった。

　桜の遺産、と呼ぶ者もいる。

　永遠の生命を求めた桜は、不老不死の術を完成させるために、ありとあらゆる生き物を実験台に用いた。

　人間、獣じゆう人じん、動物、植物、昆虫、そして魔物さえも。

　不老不死の術が完成することは結局なかったが、試し行こう錯さく誤ごの過程で、無数の合成獣が意識的に、あるいは偶発的に生まれた。

　人間と昆虫を合成させたもの。獣人と植物を合成させたもの。動物と魔物を合成させたもの。

　そうして生まれた合成獣同士を合成させたもの──。

　大半の合成獣は、桜自らの手によって処分されたが、強い力や特殊な能力を持っていたものだけは処分を免れた。

　手て駒ごまとするために一部の合成獣の処分を取りやめた桜であったが、合成獣は手駒として扱うには不向きな代しろ物ものだった。

　どの合成獣も、制御することができなかったのだ。

　傀儡くぐつの術すらも効果をなさず、やむなく桜は、それらの合成獣を完全に制御する術すべが見つかるまで、『院いん』と、その周辺地域に封印することにした。

　だが、傀儡の術によって燐りんを手に入れ、さらに卑ひ龍りゆうという使い勝手のよい魔物を造る術を編み出した桜が、制御しきれない合成獣たちを再び解き放つことは、なかった。

　そんな合成獣たちが百年以上もの長い眠りから目覚めたのは、二年前──桜の死から一年が過ぎた、冬の終わりのことだった。

　桜の死によって、合成獣たちに眠りを強いていた封印の術が徐々に効力を失ってゆき、消滅したのだ。

　解き放たれた合成獣たちは、各地に散り人間に害をもたらすようになった。

　彼らの大半が人間の肉や精気を好んだ。

　多くは山野に潜ひそみ、付近の住民や観光客らを捕食していたが、中には街中に堂々と現れて大暴れするものや、人間に化けて社会に溶けこみ、密ひそかに人間を襲おそってゆくものもいた。

『院』の対応は遅れた。

　桜が合成獣を封印していたことを知る者が『院』内にいなかったうえに、そもそも『院』という組織それ自体が機能していなかったのだから、どうしようもない。

『長おさ』であった桜の死。秩ちち父ぶの『院』の消滅。それにともなう指揮系統の混乱。獣じゆう聖せいも十人のうち六人が死亡しており、当時の『院いん』は混乱を極めていた。

　かつて獣じゆう聖せいを束ねていた五ご堂どう恭きよう市いちが、周囲の懇こん願がんに押しきられて重い腰をあげ、指揮系統の立て直しを果たした時には、合成獣たちが解き放たれてから既に半年もの時間が経過していた。

　その頃ころには、合成獣の存在は『院』の知るところとなっており、『桜さくらの妖よう魔ま』と呼ばれるようになっていた。

　正式に『長おさ』の座についた五堂は、橘たちばなと諜ちよう報ほう部ぶに『桜の妖魔』の探索を命じ、戦せん闘とうに秀でた者たちに討伐を命じた。

　獣聖でこそなかったものの、それに近い実力を有していた鷹たか秋あきと真ま矢やにも、『桜の妖魔』討伐の指示が下った。

「桜の遺のこした合成獣……か。結局、桜との闘たたかいじゃあ、俺おれらは月つき森もりの力になってやれなかったからな。望むところだ。片っ端から退治してやる！」

　鷹秋と真矢が最初に闘ったのは、人じん狼ろうと植物の合成獣だった。

　樹じゆ海かいに潜ひそんでいたその合成獣は、一面にある木々を操り、鷹秋と真矢は浅からぬ傷を負わされた。

　次に闘ったのは、鳥人と熊くまの合成獣。圧倒的な膂りよ力りよくと速さに、やはり苦戦を強いられた。

　その次の闘いからは、睦むつ美みも同行するようになった。

「闘うのはまだ無理だけど、治ち療りようは任せてよ！　どんな怪け我がだって治してあげるから、お兄ちゃんも真矢さんも、思いっきり大怪我しちゃっていいわよ！」

　睦美が変身能力に目覚めたのは、冬とう馬まと桜の闘いから半年ほど後のこと。

　両親はともにグレイウルフであったが、祖父の血を濃こく継いだのか、睦美は意外にもホワイトウルフだった。

　戦闘能力はまだ低いが、ヒーリングだけは修得しているので、サポート役としてはそれなりに役に立っている。

　双頭の虎とらは四体目の合成獣だった。

　他ほかにも十数体の合成獣がこれまでに倒されていたが、『院』の者が仕留めたのは、そのうちの半分にも満たなかった。

　獣聖ですらてこずるほどの魔物を、一体、誰だれが仕留めていっているのか。

　橘がしきりに気にしていたその答えを、鷹秋はこの日、目まの当たりにした。

「燐りん……」

　ホテルに戻ってからも、鷹秋の脳裏から彼女の姿が消えることは、なかった。




　再会は半年後に訪れた。

　冬の足音が聞こえ始めた、十一月の終わり。

　秩ちち父ぶの山中に『桜さくらの妖よう魔ま』が潜ひそんでいるという報告を受けた鷹たか秋あきたちは、目もく撃げきが報告された一帯の探索を、空に月が輝かがやくのを待って開始した。

　柔らかな土の上を敷しき詰めたように覆おおっている落葉を踏みしめながら、細い山道を登ってゆく。

　先頭は鷹秋。睦むつ美みを間に挟んで、後尾に真ま矢や。

　いつ、どこから敵が仕掛けてきても対応できるよう、鷹秋と真矢は既に変身している。

　嗅きゆう覚かくを高めているとはいえ、魔物の中には人じん狼ろう族ぞくの鼻に引っ掛からないものもいるから、油断はできない。

　嗅覚のみならず全神経を尖とがらせて、敵の気け配はいを探りながら歩いていると、

「寒いー。下にもう一枚着てくればよかった……」

　後ろで睦美が緊きん張ちよう感のない声を出した。

　鷹秋が振り向くと、睦美は、ぶるっと身み震ぶるいしてみせた。

「んなモコモコしたダウン着こんでおいて、なにが寒いだ。贅ぜい沢たくは人類の敵だ。我慢しろ」

　鷹秋は呆あきれ口調で言った。

　声と一緒に吐き出された息が、鼻先を白く霞かすませる。日没後の山の冷えこみは厳きびしい。

「だってえ」

「だってじゃねえ。そんなに寒いのが嫌だったら、おまえも変身しちまえばいいじゃねえか」

「嫌よ。変身すると、後であちこち身体からだが痛くなるんだもん」

「それは慣れの問題だって前から言ってるだろ？　狼おおかみ型がたに慣れておかねえと、いざって時にロクな闘たたかいができねえぞ。逃げ足にだって関かかわってくるんだからな」

　鷹たか秋あきがきつめに言うと、睦美は渋じゆう面めんで、「うーっ」と唸うなった。

「そもそも、おまえは日ひ頃ごろの修行の仕方がだな──」

「静かにしろ」

　説教モードに入ろうとした鷹秋を制したのは、後尾を黙もく々もくと歩いていた真矢だった。

「どうし──」

　問おうとして、鷹秋は気づいた。

　いる。

　それも、すぐ近くに。

　視線を周囲に走らせつつ、鷹秋は上着の入ったダッフルバッグを投げ捨て、肩に担いで持っていた青せい龍りゆう刀とうを軽く斜めに払った。

「匂においがない……厄介だな」

　じゃらじゃらという金属音をたてながら、真矢が呟つぶやいた。

　冷気を結晶化させた鎖くさりを上半身に巻きつけているのだ。

　睦美は、鷹秋と真矢の間で身を縮ちぢめている。

「匂においがないっていうか、意識的に消してやがるな」

　意識的に匂いを消す──それは今回の敵が、妖よう術じゆつじみた能力と、その能力を使いこなす高い知能を併せ持っているということを示していた。

　この手の敵は──手て強ごわい。

「上等だ」

　全身に緊きん張ちようを漲みなぎらせながらも、口の端を笑みの形に歪ゆがめた鷹たか秋あきは、

「いいな、睦むつ美み。敵が姿を見せたら、おまえはあの木の後ろに隠れてろ」

　視線で斜め後ろに生えている幹の太い杉すぎを示した。

「う、うん」

　睦美がぎこちなく頷うなずいた次の瞬しゆん間かん、鷹秋の正面方向の闇やみが水面のように揺れた。

「そこか」

　スッと腰を落として、鷹秋は青せい龍りゆう刀とうを振りかぶった。

──とっとと出てきやがれ。姿を見せた瞬間、ミンチにしてやる。

　思いつつ、前方の空間の揺らぎを凝ぎよう視ししていると、

「南なん原ばら！」

　不意に真ま矢やが切迫した叫びをあげた。

「上だ！」

　鷹秋は咄とつ嗟さに振り仰ぎ、「ちいっ！」、鋭するどく舌打ちした。

　直上から、巨大な白い影が、覆おおいかぶさるように両腕を広げて迫っていた。

　鷹秋は睦美を力いっぱいに突き飛ばし、自らも後方に飛び退のいた。

　刹せつ那な、ほんの今まで鷹秋と睦美が立っていた場所を、丸太のような腕が唸うなりをあげて薙ないだ。

　風圧が落葉を吹き散らし、鷹秋の体毛をなびかせる。

　紙かみ一ひと重えだった。

　真矢の声がなければ、鷹秋と睦美は頭を叩たたき潰つぶされていた。

「野郎……っ！」

　現れた敵に注意しながら、鷹秋はちらりと後方に目線を動かした。

　虚こ空くうに生じていた揺らぎは、消えていた。

──フェイント……か。ゲテモノのくせに小こ賢ざかしい野郎だ。

　体毛に絡まった落葉を片手で払いつつ、まじまじと敵を見る。

　秩ちち父ぶの山中に潜ひそんでいた『桜さくらの妖よう魔ま』は、真白い巨大な狒ひ狒ひだった。

　膝ひざを曲げているにもかかわらず、目の高さは鷹秋よりも頭一つ分上の位置にある。

　真っすぐに立ったら、高さは三メートルに達するだろう。

　細長い尻尾しつぽをゆらゆらと揺らしながら、白はく濁だくした眼めで鷹秋と真矢を交互に見ている。

「エテ公が、なめた真似まねしてくれるじゃねえか」

　真ま矢やの隣となりで腰を抜かしている睦むつ美みに、「下がっていろ」と目配せしつつ、鷹たか秋あきは狒ひ狒ひに青せい龍りゆう刀とうを突きつけた。

　狒狒の眼めが鷹秋に固定される。

　白はく濁だくした眼には光彩がなく、視線がぶつかっていても、目が合っているという感覚は薄うすい。

「言葉が通じるかどうか怪しいが……一応、言っておいてやる。一寸の虫にも五分の魂って言うからな」

　睦美が離れる時間を稼かせぐために、鷹秋は狒狒に話しかけた。

　睦美は足腰に力が入らないのか、よたよたとした足取りで先程鷹秋が示した木の陰に向かっている。

「ぐだぐだ刃は向むかってこないで、おとなしくやられろ。その方が楽でいいぜ？」

　と、狒狒が白濁した眼を糸のように細め、小刻みに肩を震ふるわせ始めた。

──笑ってる……のか？

　怪け訝げんに思った鷹秋に向かって、狒狒は歯を剝むき、そして人語を放った。

「アノ男ノ犬いぬガ、偉ソウニ吠ほエルナ」

　錆さびついた機械が発したような声。

　だが、鷹秋は驚おどろかなかった。

　人語を話す『桜さくらの妖よう魔ま』は、以前にもいた。

「あの男ってのは、誰だれのことだ？」

　問うと、狒狒は吐き捨てるように答えた。

「桜ダ。貴様ラハ、桜ノ犬ダ。ダカラ殺ス」

「なるほど、な」

　どうやら目の前の合ごう成せい獣じゆうは、桜のことを憎んでいるらしい。

　無理もないだろう。その身を異い形ぎように堕おとされたうえに、百年以上もの長い眠りを強いられたのだ。憎しみが芽生えないわけがない。

「化け物にされちまったことには同情はするが、てめえは人ひと喰くいだ。生かしておくわけにはいかねえ。ついでに言っとくが、俺おれらは桜の手下じゃねえ」

「ツマラナイ噓うそヲツクナ！」

　鷹秋の言葉に、狒狒は声を荒げた。

　腕を振りかぶり、突っこんでくる。

　睦美は既に隠れ終わっている。もう敵の注意を引きつけておく必要はない。

「おおおおおっ！」

　全身から闘とう気きを発しつつ、鷹秋は狒狒を迎え撃うった。

　頭部を狙ねらって突き下ろされた狒狒の腕を半身撚ひねってかわし、がら空きの脇わき腹ばらめがけて斬ざん撃げきを放つ。

　避よけられる体勢ではない。

　しかし、狒ひ狒ひは、その巨体からは想像し難い軽やかな跳ちよう躍やくを見せ、青せい龍りゆう刀とうの一いつ閃せんを危なげなくかわした。

　文字どおりの猿さるのような動き。

　驚おどろきに見開かれた鷹たか秋あきの目と狒狒の眼めが、宙空で交わった。

　狒狒の濁にごった眼には、酷こく薄はくな笑みが浮かんでいた。

　鷹秋は、その場を飛び退のき、さらに両腕を顔面の前で交差させて、防御姿勢を取った。

　半はん瞬しゆん後、凄すさまじい衝しよう撃げきが両腕を襲おそった。

　狒狒の回し蹴げりを喰らったのだ。

　鷹秋は吹っ飛ばされ、木に背中から激突した。

「……っ……」

　落葉の絨じゆう毯たんの上に尻しり餅もちをついて、深くうなだれる。

　強烈な一撃だった。防御には成功したというのに、全身にダメージがきた。

「お兄ちゃん！」

　睦むつ美みの叫びが木々の間にこだまする。

　鷹秋はすぐさま立ちあがろうとしたが、それより早く狒狒が迫ってきた。

　体勢が悪いうえに腕が持ちあがらない。

　回かい避ひどころか、防ぐことさえもできそうにない。

　狒狒の白く太い腕が、再び頭部めがけて突き下ろされる。

　その一撃から鷹秋を救ったのは、真ま矢やが狒狒の横手から放った冷気の鎖くさり──フリージングチェーンだった。

　目にも留まらぬ速さで奔はしる四本の鎖を、しかし狒狒は両手でいとも容易たやすくつかみ取り、引きちぎった。

　鷹秋は息を吞のみ、真矢は目を剝むいた。

　突き刺すか絡みつくかした相手を瞬しゆん時じに凍らせるフリージングチェーンは、真矢の一番の技だ。

　それが造作もなく破られてしまった。

「エテ公が！」

　フリージングチェーンは不発に終わったが、真矢のおかげで狒狒の動きは止まった。

　鷹秋は、その隙すきを見逃さない。

　立ちあがりつつ、疼うずく腕を無理やり動かして青龍刀を振るう。

　水色の光──獣じゆう鳴めい斬ざんがほとばしる。

　至近距離だ。絶対にかわせない。

　勝利を確信して胸の内で笑んだ鷹秋は、次の瞬間、真矢のフリージングチェーンが引きちぎられた時以上の衝しよう撃げきを受け、絶句した。

　なんと、必殺の威力を誇る獣じゆう鳴めい斬ざんが、狒ひ狒ひの腕の一ひと薙なぎで砕かれてしまったのだ。

　水色の燐りん光こうが冷たい闇やみに舞う。

　鷹たか秋あきは、ぽかんと口を開けて、燐光のただ中で眼めに笑みをたたえている狒狒を見つめた。

　驚おどろきの言葉すら出なかった。

　闘たたかいが始まってわずか数十秒で、鷹秋も真ま矢やも一番の技を破られてしまった。

　まず初めに驚きが、ややあって次に悔しさが、最後に戦せん慄りつが湧わきあがってきて、鷹秋は一歩後ずさった。

　そんな鷹秋を、狒狒は嘲あざ笑わらうような眼で、じっと見ている。

　いくらか離れた位置にいる真矢は、呆ぼう然ぜんと立っていた。

「……マジ……かよ……」

　鷹秋の口からようやく出た声は、呻うめきだった。

　強すぎる。

　これまでに闘った『桜さくらの妖よう魔ま』も、どれも相当に手て強ごわかったが、今回の相手は桁けたが違う。

　さらに一歩後ずさろうとして、鷹秋は頭を振った。

──怯ひるむな！　俺おれの獣鳴斬も真矢の鎖くさりも、まともにぶち当ててやれば効くはずだ！

　内心で自らを叱しつ咤たして、鷹秋は青せい龍りゆう刀とうを構え直した。

　わずかに遅れて、真矢が新たなフリージングチェーンを生み出すために冷気を集め始める。

「我ニハモウワカッタ。貴様ラハ弱イ。我ガ思ッテイタヨリモ、ズット弱イ。何度ヤッテモ無駄ダ。貴様ラ如ごとキノ技デ我ハ殺セナイ」

　言って、喉のどの奥で笑う狒狒に、

「あんまり調子に乗ってると、負けた時が十倍恥ずかしいぜ、エテ公？」

　言葉を返しながら、鷹秋は上半身の力を抜いた。

　狒狒が動いた瞬しゆん間かんに合わせて斬きりかかれるよう、足腰に力を溜ためる。

「弱イ犬いぬナド人ヨリマズイ。喰くラウに値シナイ。ハラワタヲ引キズリダシテ、吊つルシテヤル」

　狒狒が動いた。

　鷹秋は足腰に溜めた力を爆ばく発はつさせて駆け出そうとして、見た。

　狒狒の頭上に忽こつ然ぜんと現れた、白い人影を。

　仰天し、中途半端な姿勢で動きを止めた鷹秋に、狒狒が表情を歪ゆがめる。

　そんな狒狒の直上で、人影が舞うように身を撚ひねりながら数枚の紙切れを放った。

　紙切れは青白い雷光と化して夜気を奔はしり、狒狒の全身に絡みついた。

　閃せん光こうが夜の色を変える。

　硬く目を瞑つむって、鷹秋は真横に飛び退のいた。

　姿勢を低くして薄うす目めで様子を窺うかがう。

　すぐ目の前に白い背中が見えた。

　狒ひ狒ひでも真ま矢やでもない。

　白いデニムジャンパー。

──誰だれ……だ……？

　鷹たか秋あきは視線を上にずらし、細めていた目をいっぱいに見開いた。

　純白の髪。

「あんた……！」

「下がって」

　鷹秋が声をかけると、目の前の人物は振り向いて言った。

「まだ、終わってはいません」

　褐かつ色しよくの肌。澄すんだ蒼あおい瞳ひとみ。

──燐りん……。

「あれは、オウレン。桜さくらが造った合ごう成せい獣じゆうの中でも、その力は一、二を争います。あなたたちでは倒せない。すぐにここから逃げてください」

　そう言うや否や、燐は狒狒に向き直って地を蹴けった。

　右手には抜き身の太刀たち。左手には五枚の呪じゆ符ふが握られている。

　ある程度まで間合いを詰めたところで、燐は左手の呪符を狒狒に叩たたきつけるように放った。

　五枚の呪符は、それぞれが燐の瞳と同じ色の光の球へと生まれ変わって、雷光に縛しばられている狒狒を強きよう襲しゆうした。

　轟ごう音おんと、前よりもさらに凄すさまじい閃せん光こうが山中に広がる。

　爆ばく風ふうと眩まぶしさに目を細めながらも、鷹秋は燐の姿から目を離さなかった。

　光の球が炸さく裂れつした次の瞬しゆん間かんには、彼女はもう次の行動に移っていた。

　太刀を構え、閃光のただ中へと飛びこんでゆく。

──一気に決めるつもりか！

　刹せつ那な、二つの声が閃光の中からあがった。

　狒狒の甲高い叫びと、燐の短い悲鳴。

　鷹秋は反射的に駆け出し、見た。

　鮮せん血けつをほとばしらせながら宙を舞う、燐の姿を。

　青せい龍りゆう刀とうを捨てて、鷹秋は放物線を描いて落ちてきた燐を両腕で抱き止めた。

　そして、すぐさま正面に目を向ける。

　薄うすらいでゆく蒼い光を背にして、狒狒が傲ごう然ぜんとこちらを見下ろしている。

　首筋がわずかに赤く汚れているものの、狒狒の巨体には、他ほかに傷は見当たらなかった。

──あれだけ喰くらって、ほとんどノーダメージかよ……。

　歯を食いしばって、鷹秋は心を支配しようとしている恐怖に抗あらがった。

　強い敵との闘たたかいは嫌いではない。だが、ここまで圧倒的な力差を見せつけられてしまうと、闘いを楽しもうなどという気はさすがにおきない。

「ソノ女モ、アノ男ノ犬いぬカ」

　首の傷に掌てのひらを宛あてがって、狒ひ狒ひが口を開いた。

　そこに、鷹たか秋あきの後方から真ま矢やが放ったフリージングチェーンが、鷹秋のすぐ横を通過して狒狒を襲おそったが、先程と同様、あっさりつかまれ、引きちぎられてしまった。

　その隙すきに燐りんを抱きあげて真矢の傍らにまで走った鷹秋は、視線を落とし、燐の傷の具合を見た。

　左の脇わき腹ばらの肉が抉えぐれていた。傷の範はん囲いはそう広くなく、致命傷にはなっていないが──重傷だ。

　傷から顔に視線を移す。

　鷹秋に全体重を預けながらも、彼女の目はしっかりと開いていた。懸けん命めいに呼吸を整えようとしている。

　動くんじゃねえぞ、と声をかけようとしたその時、

「ヨクモ我ノ身ニ、傷ヲツケテクレタナ」

　狒狒が言った。

　これまでよりも幾分低い声で。

　小さく舌打ちして、鷹秋は燐を抱える腕に力をこめた。

　隣となりの真矢は牙きばを剝むいて唸うなっている。

「殺シカタヲ変エル。貴様ラニハ、モガキ苦シンデ死ンデモラウ」

　そう言うと、狒狒はスッと腕を持ちあげ、鷹秋を人差し指でさした。

「──!?」

　なんらかの攻こう撃げきがくると踏み、体たいを低くした鷹秋だったが、狒狒はなにも仕掛けてくることなく鷹秋に向けていた指先を下げて、燐をさした。

「……？」

　狒狒はさらに、その指先を燐から真矢、そして離れた木の陰から様子を窺うかがっていた睦むつ美みへと移し、にい、と歯を剝き出しにして笑った。

「なんだってんだ、あのエテ公……」

「いけ……ない……」

　訝いぶかり、目元を歪ゆがめた鷹秋の二の腕を、燐がつかんだ。

「呪のろいが……早く、オウレンを……」

　苦しげに言いながら、立ちあがろうとする。

「お、おいっ──」

　じっとしてろ。そう言おうとした矢先、針を突き立てられたような痛みが首筋に走り、

「……っ！」

　鷹たか秋あきは短く呻うめいた。

　片手を痛みが走った箇所に宛あてがい、顔の前に運ぶ。

　血はついていない。

──なんだよ、今のは……？

　内心で首を捻ひねっていると、燐りんが鷹秋を押しやるようにして立ちあがった。

「待てよ！　そんな怪け我がで──」

　鷹秋は、燐を止めようと彼女の肩をつかみ、見た。

　彼女の左の首筋に、赤ん坊の掌てのひらほどの大きさの黒い染みができているのを。

　鷹秋は一いつ瞬しゆん、血かと思った。だが、違う。

「なんだよ、それ……？」

　訊きいた鷹秋の手を肩からはがして、燐は頼りない足取りで狒ひ狒ひへと向かってゆく。

「だから、待てって！」

　大きな声を出して、再び燐の肩に手を伸ばそうとした時、横手でがさっと落葉が乱れる音がした。

　そちらを見やり、鷹秋は目を丸くした。

　真ま矢やがうずくまっていた。

「どうした!?」

　落葉に鼻先を突っこんでいる真矢の顔を、屈かがんで覗のぞきこむ。

　真矢は目を剝むき、歯を軋きしませて、呻いていた。

「あのエテ公──！」

　狒狒を睨にらもうと顔をあげた鷹秋は、ふっと嫌な予感にかられて、狒狒に向けようとしていた目を睦むつ美みに向けた。

　嫌な予感は的中した。

　睦美は倒れていた。身体からだを丸め、真矢と同じように苦く悶もんしている。

　怒りと恐怖が鷹秋の全身をわななかせた。

「ちくしょう……っ！」

「はあああああっ！」

　鷹秋が吐き捨てたのと同時だった。

　おぼつかない足取りで狒狒に向かっていた燐が、気迫の声をあげたのは。

　鷹秋は見た。

　燐が呪じゆ符ふを手にした腕を振りかぶって跳ちよう躍やくするのを。

　そして、狒狒が宙空の彼女に向かって腕を一ひと薙なぎするのを。

　見えざる力が燐を裂いた。

　声にならない悲鳴をあげて、燐りんは先程と同様、鮮せん血けつを散らして背中から落ちた。

　呪じゆ符ふが空むなしく宙に躍おどる。

　鷹たか秋あきは燐に駆け寄り、今やられた傷が致命傷でないことを確認して、抱え起こした。

　そこに狒ひ狒ひが声をかけてきた。

「黒ノ鍵かぎニ蝕むしばマレ、ジワジワ死ンデユケ」

　笑みを含んだ声で言うと、狒狒は鷹秋と燐に背中を向けて歩き出した。

　鷹秋は片手で燐を支えつつ、ちょうど傍らに落ちていた青せい龍りゆう刀とうを素早く拾いあげて振りかぶり、そこで動きを止めた。

──どうする!?

　狒狒の背中は隙すきだらけだ。

　だが、獣じゆう鳴めい斬ざんを撃うったところで、倒すことはできないだろう。

　あの狒狒は、鷹秋が一人で勝てる相手ではない。

　青龍刀を振りあげたまま低く唸うなっていると、燐が身じろぎした。

「待ち……なさい……！」

　ゆっくりと遠ざかっていく狒狒の背中に面を向けて、苦しげに呼びかける。

　だが、無視したのか、あるいは声が届かなかったのか、狒狒は振り向きも立ち止まりもしなかった。

　鷹秋は燐の横顔を見やり、小さく息を吞のんだ。

　致命傷に近い傷を負いながらも、彼女の目は少しも力を失ってはいなかった。

　覚悟を背負った者にしか持ち得ない強い光が、その蒼あおい瞳ひとみにはあった。

「待ち、なさい……！　オウレン……！」

　必死の表情で呼び止める燐だったが、狒狒が足を止めることはなく、白い巨体は闇やみの彼方かなたへと消えていった。

　燐が歯を食いしばってうつむく。

　鷹秋は、自分でも情けないとは思うが──安あん堵どした。

　狒狒が去ることなく攻めてきていたら、自分も、燐も、睦むつ美みも真ま矢やも、間違いなく殺されていた。

　そこで、鷹秋はハッとなった。

「睦美！　真矢！」

　突然倒れてしまった二人。

　振り向こうとした鷹秋は、その瞬しゆん間かん、胸の痛みに襲おそわれ、「うっ」と呻うめいた。

　錆さびた刃物を突き立てられたような、鈍く激しい痛み。

「ぐ……あ……っ」

　鷹秋は上体を折って喘あえいだ。

　と、不意に燐りんの手が鷹たか秋あきの首筋に当てられた。

「これが、オウレンの呪のろい……」

　鷹秋は首を傾け、燐を見た。

　燐は悼いたむように目を閉じ、唇を嚙かみしめていた。




　鷹秋たちが昼間のうちに部屋を取っておいた麓ふもとのホテルにたどり着いた時には、時刻は午後十一時を少し回っていた。

　三キロ弱の道程みちのりを歩くのに、二時間以上もかかってしまったことになる。

　部屋──和室だ──に入ると同時に、ここまで睦むつ美みを背負ってきてくれた真ま矢やが倒れた。

　鷹秋は、抱えていた燐を既に敷しかれていた布団の上に横たえると、同じように睦美と真矢を布団に運び、二人の額ひたいに手を当てた。

　どちらも、うんざりするほどに熱く、「くそっ」、鷹秋は吐き捨てた。

　額から手を離し、ジーンズのポケットからハンドタオルを取り出し、それで睦美の顔と首筋に滲にじんでいた汗を拭ぬぐう。

　睦美の首には黒い染みがあった。

　鷹秋が狒ひ狒ひ──逢おう錬れんというらしい──との闘たたかいの最中に燐の首に見つけたのと、全く同じものだ。

　そして、その染みは鷹秋と真矢の首にもある。

　睦美の汗を拭いながら自らの首に触れ、「くそっ！」、鷹秋は前よりも荒く吐き捨てた。

　とたん、頭の芯しんにズキンと痛みが走り、鷹秋は、ぎりっと歯を嚙み鳴らした。

　逢錬が去った直後から、胸のみならず身体からだのあちこちが酷ひどく痛むようになった。悪寒や吐き気、脱力感もある。

　黒の鍵かぎ。

　逢錬が鷹秋たちに施した、呪のろい。

　この呪いに冒された者は、三日のうちに死ぬと、燐はそう言った。

　鷹秋は奥歯を嚙みしめたまま振り向き、燐を見た。

　彼女はいつの間にか上体を起こしており、目が合った。

「もう、傷は平気なのか？」

　燐はかすかに笑い、答えた。

「ええ。あなたが運んでくれたおかげで、治ち癒ゆに専念することができましたから」

「そうか」

　鷹秋は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　平気、ということはないだろう。

　燐が負った傷は相当に深かった。治癒の術を施したとはいえ、二時間そこそこで治りきるようなものではない。

　それに『黒の鍵かぎ』に冒されているのは、彼女も同じなのだ。

　四人の中で一番苦しいのは、間違いなく彼女だろう。

　にもかかわらず、今もって意識を失わずにいるのだから、彼女の精神力は大したものだ。

　鷹たか秋あきは三度続けて深呼吸し、霞かすみ始めた目をゴシゴシと擦こすってから、「もう一回訊きくぜ」、燐りんに訊たずねた。

「この鬱うつ陶とうしい呪のろいを解くには、あのエテ公をぶっ殺すしかないんだな？」

　燐は頷うなずいた。

「術や獣じゆう気きの技で逢おう錬れんの呪じゆ力りよくを打ち消すことは、できません」

　鷹秋は、ふうっと息をついた。

「ってことは、俺おれらはこのままだと、三日後には四人揃そろってご臨終なわけだ」

　燐は、今度は首を横に振った。

「三日のうちに死ぬ、というのは、どんなにもっても三日という意味です。余程の生命力、精神力の持ち主でなければ、数時間もしないうちに死んでしまうでしょう」

　鷹秋は息を吞のみ、睦むつ美みと真ま矢やに目を戻した。

　二人とも苦く悶もんの表情で、肺病患者のような濁にごった呼吸を繰くり返している。

　真矢は華きや奢しやな外見に似合わず鍛きたえられているが、睦美はそうではない。

「あんたの目から見て、こいつら、どのぐらいもつと思う」

　面を向けずに訊くと、燐は数秒の間の後、答えた。淡々とした口調だった。

「そちらの彼で、もって一日半。彼女はあと四、五時間といったところでしょう。あなたは──」

「俺は、いい」

　遮って、鷹秋は天井を仰いだ。

　真矢が一日半なら、自分は二日そこそこだろう。

──どうする……？

　天井の、どことなく人の顔に見えなくもない染みを睨にらみながら、考える。

　逢錬を倒す以外に鷹秋たちの助かる道はない。

　それも四、五時間以内にだ。そうでなければ睦美が死ぬ。

　だが、逢錬は強い。

　相棒である真矢が倒れたうえに、身体からだの痛みやだるさのおかげで思うように動けない今の鷹秋では、万が一にも勝ち目はない。

──頼るのは癪しやくだが、五ご堂どうのおっさんに出張ってもらうしかねえか……。

　鷹秋は苦い表情で上着の胸ポケットから携帯電話を取り出し、師匠であり、現在では『長おさ』でもある五堂恭きよう市いちの家にかけた。

　最初に受話器を取ったのは、五ご堂どうの娘だった。

　五堂に代わってくれるよう頼む。

　そして、五分ほども待たされた後ようやく出た五堂に、鷹たか秋あきは事情を説明した。

　五堂の返事は、こうだった。

「仕方ない。行ってやる。おまえと真ま矢やの生き死になんぞどうでもいいが、睦むつ美みちゃんまで見殺しにするわけにはいかないからな。

　だが、どんなに急いでも、そっちに着くのは明日の朝だな。こればかりは、さすがの俺おれでもどうにもならん。なんとか持ちこたえろ」

　そう言うと、五堂はさっさと電話を切ってしまった。

　舌打ちして、鷹秋は携帯電話を部屋の隅に放り投げた。

「頼みの綱が切れちまった……」

　そうなのだ。

　五堂が住んでいるのは、奈良。

　この時間では飛行機も新幹線もないし、車を飛ばしたとしても、ここ秩ちち父ぶまでは、どうしても六、七時間はかかってしまう。

　五堂がいくら強かろうと、確かにこの問題だけはどうにもならない。

　再び天井を睨にらむ。

──どうする？　明日の朝じゃあ、俺と真矢はともかく、睦美が間に合わねえ……。

　歯は嚙がみしていると、背後で衣きぬ擦ずれの音がした。

　鷹秋は振り向き、

「……どうするつもりだ？」

　太刀たちを手にして立っている燐りんに声をかけた。

　燐の答えは簡かん潔けつだった。

「逢おう錬れんを討ちに行きます」

　顔をしかめて、鷹秋は首の後ろを搔かいた。

「……行って、それで勝てるのかよ？」

「どれほどの力差があろうと、私は退ひくわけにはいきません」

　言った燐の表情は、まるで仇きゆう敵てきと相対しているかのように厳きびしかった。

「桜さくらの名残は、私がこの手で消さなくてはならないものなのです」

　鞘さやを握る手に力がこもったのだろう。切せつ羽ぱが、ちゃっ、と小さな音をたてた。

──そういうことか……。

　今の言葉で、なぜ燐が『桜の妖よう魔ま』を倒して回っているのか、その理由がわかった。

　罪滅ぼし、なのだろう。

　燐は百年以上もの間、桜に傀儡くぐつの術によって囚とらわれ、桜の側近としていくつもの命を殺あやめてきた。

　その数は、両手の指で足りるようなものではないはずだ。

　彼女自身に非のあることではない。

　しかし、だからといって罪の意識を背負わずに生きていけるほど、彼女は自分の都合のよいように物事を考えられる人間ではないのだ。

　だから、彼女は『桜さくらの妖よう魔ま』を狩っているのだ。それも、たった一人で。

「なあ」

　鷹たか秋あきは、ふと気になったことを訊たずねた。

「急にあちこちに出没し始めた魔物どもが、桜が百年以上も前に造った合ごう成せい獣じゆうだ、って『院いん』に知らせたのって、もしかして、あんたか？」

　燐りんは厳きびしい表情のまま一拍おいて、「そうです」、答えた。

「犠ぎ牲せい者を少なくするためには、『院』に動いてもらわなければなりませんでしたから……」

「そうか」

　鷹秋は納得した。

　桜が合成獣を造り、封印していたという事実を知る者は『院』には一人もいなかったと言っていたのは、橘たちばな春はる海みだった。

　彼は、こうも言っていた。

「各地で確認されている魔物が、桜が造った合成獣だ、って僕たちが知ることができたのは、『院』の外からの情報提供者のおかげなんだ。その情報提供者が誰だれなのかは、まだわかっていないんだけど……」

　そんな、どこの馬の骨ともつかないような野郎からの情報が信用できるのかよ？

　橘からその話を聞いた時、鷹秋は呆あきれてそう返したことを覚えている。

　そして現在、橘が言っていた素す性じよう不明の情報提供者は、鷹秋の目の前にいる。

「あなたは、ここでなるべく身体からだを動かさないようにしていてください。体力を使えば、その分死期を早めてしまうでしょうから」

　鷹秋から視線を外して淡々と言うと、燐は歩き出した。

　鷹秋はなにも言わず、彼女の足取りを見る。

　睦むつ美みのすぐ横を通って、ドアへと向かう彼女の足取りは、思わず苦笑いが洩もれてしまうほどにふらついていた。

「待てよ」

　声をかけて、鷹秋は立ちあがった。

　足に力が入らず、意志とは無関係に、よたよたと後ずさる。

　これでは燐を笑えない。

──しゃんとしやがれっ！

　痺しびれたようになっている右足を思いっきり引っぱたいて、ドアの前で立ち止まって振り向いている燐りんに、ニッと白い歯を見せる。

「俺おれも行くぜ」

　燐の眉まゆがしかめられる。

「あなたは──」

「あんたの持ってる、その剣……魔ま剣けん・絶ぜつだろ？　どんなものでもぶった斬ぎっちまうっていう」

　口を開いた燐を遮って、鷹たか秋あきは言った。

「あんたの術も俺の獣じゆう鳴めい斬ざんも効かない。五ご堂どうのおっさんも当てにならない以上、俺たちの望みは、あんたが持ってるその剣だけだ」

　燐は無言。

　鷹秋は続けた。

「二人いれば、どちらか一方が盾になってる間に、もう片方がその剣で斬りかかる、なんて戦法も取れるぜ？　あんまり頭のいいやり方じゃないけどな」

「ですが──」

「俺は──」

　鷹秋は再び燐の言葉を遮った。

「こいつを死なせるわけにはいかない」

　視線を睦むつ美みに落とす。

「こいつは、俺のたった一人の肉親だ。見殺しにはできない」

　それに、と心の中で呟つぶやいて、鷹秋は視線を燐に戻した。

──半病人の女を一人で闘たたかいに行かせるっつーのは、男としてあんまりにも情けないからな。

　強さでいえば、鷹秋よりも燐の方が数段上だ。

　だが、これは強い弱いの問題ではない。

　闘って死ぬのは、男の役割だ。

──睦美がこんなになっちまったのも、元はといえば俺が戦場についてくることを許可しちまったせいだ。

　もうこれ以上、女を犠ぎ牲せいにするわけにはいかない。

　特に燐は。

　燐は、ただでさえ険しかった表情をさらに険しくして口を開いたが、なにも言わぬままその口を閉じ、浅く頷うなずいた。

「そんじゃあ、早速行くとするか」

　掌てのひらにバシッと拳こぶしを打ちつけて、鷹秋は真ま矢やの傍らに転がっていた青せい龍りゆう刀とうを拾いあげた。




　二時間後。

　二人は背中合わせに立って、その時を待っていた。

　逢おう錬れんは必ずここに来る。

　そう言ったのは、燐りんだった。

　そこは、先程逢錬と闘たたかった場所からいくらか離れたところを流れる、渓流のほとりだった。

「……本当に、ここに来るのかよ？」

　長く続いていた沈ちん黙もくに耐えきれず、鷹たか秋あきは口を開いた。

「俺おれらがここで待ち始めてから、もう、かれこれ二時間だぜ？」

　ホテルを出た鷹秋と燐は、燐の空間転移でこの場所にやってきた。

　燐によれば、この渓流と付近一帯が、逢錬のねぐらになっているのだという。

「魔ま物ものはねぐらを荒らされることを酷ひどく嫌います。それは逢錬も同じこと。今は近くにいないようですが、私たちがねぐらに立ち入っていることに気づけば、逢錬は飛んで帰ってくるでしょう」

　逢錬は匂においを消しているから、鷹秋の鼻で捉とらえることはできない。

　燐の言葉を信じ、この場所で待つことにしたのだが、いい加減待ちくたびれた。

「どこほっつき歩いてやがるんだ、あのエテ公……」

　イライラと言いながら、鷹秋は相変わらず痺しびれたようになっている右足をトントンと叩たたいた。

　寒気や吐き気、身体からだの痛み、痺れなどの症状は、時間が進むにつれて確実に悪化している。

　獣じゆう気きで痛みをやわらげてきたが、それもそろそろ効かなくなりつつある。

　睦むつ美みと真ま矢やはどうなっているだろう。

　真矢は鷹秋と同じように獣気で痛みをやわらげることができるが、睦美にはその技術はない。

　体力が尽きる前に、あまりの痛みに狂い死にしてしまうのではないか。

　不安と苛いら立だちが心をかき乱す。

「妹さんとは──」

　沈黙していた燐が話しかけてきたのは、鷹秋が足元に転がっていた大きめの石を蹴けった時だった。

「へ？」

　鷹秋は間の抜けた声をあげて振り向いた。

　八つ当たりの対象となった石は、渓流に飛びこんで貧弱な水音をたてた。

「妹さんとは、仲がよいのですか？」

　振り返って言い直した燐は、穏おだやかな表情をしていた。

「あ、ああ」

　鷹秋は怯ひるみ気味に返した。

「親父おやじとお袋が逝いっちまってからは、ずっと二人だったからな。あいつは母親ばりに俺の世話を焼こうとするし、俺おれも必要以上にあいつのことを気にかけちまってる節はあるな。それを仲がいいって言うんなら、まあ、そうなんだろうな」

「兄妹思いなのですね。あなたも妹さんも」

　表情と同じくの穏おだやかな声こわ音ね。

　鷹たか秋あきは、なぜかは自分でもよくわからないが狼ろう狽ばいし、彼女から目を逸そらした。

「な、なんだって、ンなこと訊きくんだよ？」

　ぶっきらぼうに問い返す。

「私にも、兄がいましたから」

　その答えに、鷹秋は、「しまった」と思い、

「す、すまねえ」

　目を逸らしたまま、詫わびた。

　すると、燐りんは、「ふふっ」と小さな笑い声をたてた。

「気にしないでください。話を振ったのは、私の方なのですから」

「あっ、ああ……」

　首筋を搔かきながら、鷹秋は横目でちらりと燐を見た。

「少し、お話しましょうか」

　彼女は、微笑わらっていた。




　それから二人は、川べりの岩に並んで腰掛けて、他愛のない話に興きようじた。

　喋しやべるのは専もつぱら鷹秋の役目だった。

　初めのうちは、なんの話をすればいいのか迷ったが、

「妹さんや、お友達……あなたの身の回りの人たちの話を聞かせてください」

　と、燐が言うので、そうした。

　口やかましい妹のこと。無愛想な相棒のこと。無む茶ちや苦く茶ちやな修行を強いる師匠のこと。

　主な話題は、そのあたりだった。

　燐は、ほとんど相あい槌づちを打っているだけだったが、穏やかに微笑ほほえみながら聞いてくれるので、悪い気は少しもしなかった。

　それどころか、自分がなにかを話して、それに彼女が笑ってくれると、くすぐったいような嬉うれしさがあった。

　話をしているうちに、鷹秋は気づいた。

　なぜ、燐が急に話をしようなどと言い出したのか。

　不安と苛いら立だち。そして『黒の鍵かぎ』が与えてくる苦痛。

　彼女は、それらを紛らわそうとしてくれているのだ。

──しんどいのは、お互い様なのにな。

　いや、先程の闘たたかいでのダメージが残っている彼女の方が、より苦しいはずだ。

──たいした女だ。

　真ま矢やと二人がかりで五ご堂どうの寝こみを襲しゆう撃げきして、三秒で返り討ちにあった時の話をしながら、鷹たか秋あきは燐りんをまじまじと見た。

　見た目の年ねん齢れいは睦むつ美みと大差ない。

　こうして間近で見てみると、思っていたよりも小柄だ。

　鷹秋の話に笑顔で頷うなずいている様は、普通の少女となんら変わらない。

　最初に出会った時とは、状況が違うから当たり前なのだが、やはり全く印象が違う。

　鷹秋は、今隣となりで笑っている燐と、初めて会った時の、白はく刃じんを閃ひらめかせて敵に向かっていく燐を頭の中で並べて、「どっちがいいだろう？」などと考えた。

──悩むところだな……。

　甲乙つけがたいが、どうしてもどちらか一方を選ばなくてはならないのだとすると──後者になるだろうか。

　やはり、初めて会った時の、あの迷いも無駄もない身のこなしと、射貫くような強い眼まな差ざしは印象深い。

　などと思っていると、

「どうかしたのですか？」

　燐が首を傾けて、顔を覗のぞきこんできた。

「え、あ、な、なんでもねえよ？」

　鷹秋は不自然なほどに狼ろう狽ばいした。微妙に声が裏返っている。

　気づかないうちに、話を中断してしまっていたようだ。

「な、なあ。俺おればっか話してるのもなんだからよ、質問とかしていいか？」

　話を再開しようにも、どこまで話したかわからなかった鷹秋は、取り繕つくろうようにそう言った。

「ええ」

　すんなりと了承した燐に、鷹秋は気になっていたことを訊たずねた。

「あんたって見た目は若いけど、実際は百歳以上のババアなんだよな？　あんたの一族は、みんなそうなのか？」

　言って鷹秋は、「我ながらなんて言い草だ」と後悔した。

　女性に年齢について訊きくこと自体マナー違反なのに、あまつさえババア呼ばわりしてしまった。

　焦っていたとはいえ、大失敗だ。

　だが、燐は気に留めた様子なく答えてくれた。

「香か沙ざ薙なぎの一族は長命ですが、あなたたちの年齢でいう二十歳前後の若さを保っていられるのは、七十歳ぐらいまでです。それを過ぎると、普通と変わらず肉体は老いていきます。私が百年以上生きた今でも老いていないのは、老いを遅らせる術を桜さくらに施されているからです」

　曰いわく、その老いを遅らせる術も、桜の死とともに徐々に効力を失いつつあるのだという。

「もう一年もすれば、桜に施された術は完全に解けるでしょう」

「その後は、普通に年を取る？」

　わかりません、と燐りんは首を横に振った。

「これまで老いを遅らせてきた反動で、一気に老いるという可能性もあります」

　その言葉に、鷹たか秋あきの胸は、すうっと冷たくなった。

　燐を見ると、燐は少しも暗い気け配はいのない微笑ほほえみで応こたえた。

「私はもう充分過ぎるほどに生きましたし、それにあくまで可能性ですから、あなたがそんな顔をする必要はありません」

　鷹秋は、ぷいっと顔を背けた。

　一体、自分はどんな顔をしていたというのだろう？

　そっぽを向いたまま、後頭部をゴシゴシと搔かく。

──充分過ぎるほどに生きた、か……。

　確かに燐は、百数十年もの長い時間を生きてきた。

　だが、その時間の大半は、桜の傀儡くぐつとして過ごしてきたものだ。

　それは果たして、生きていた、といえるのだろうか。
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　渋じゆう面めんになっていると、

「来ました」

　燐りんが言った。低く、鋭えい利りな声こわ音ねで。

　鷹たか秋あきはハッとなって岩から飛び降り、

「すまねえ。話しこんでるうちに、気を緩ゆるめちまってた」

　同じく岩から降りて、太刀たちの柄つかに手をかけている燐に詫わびた。

　そして、上着を脱ぎ捨てながら、

──アホか、俺おれは。

　内心で自らを罵ののしる。

　燐は話しこみながらも警けい戒かいを怠おこたっていなかったというのに、それにひきかえ自分はどうだ？

──敵の居場所はわからねえわ、苛いらついて女に気を遣わせちまうわ、あげくに油断までしてたんじゃ、どうしようもねえな。

　なにからなにまで燐におんぶに抱っこではないか。

　不ふ甲が斐いないにもほどがある。

　自分にほとほと呆あきれていると、

「あなたのお話、楽しかったですよ」

　前方を睨にらみ据えながら、燐が声をかけてきた。

「あん？」

「おかげで、身体からだの痛みを忘れることができましたから」

　そう言うと、燐は口の端に小さな笑みを作った。

　鷹秋は一いつ瞬しゆん、目をぱちくりさせた後、「そうか」、燐と同じように口の端だけで笑った。

　自分の無駄話も、どうやら少しは役に立っていたらしい。

──痛みを忘れてたのは、俺も一緒だけどな。

　心中で呟つぶやいた鷹秋は、正面に向けている視線に気迫を漲みなぎらせた。

　巨大な白い狒ひ狒ひが、濃厚な闇やみを纏まとって、そこにいる。

　懲こりずに挑んできたことが気に食わないのか、留守の間にねぐらに立ち入られたことが許せないのか、あるいはその両方か。

　狒狒──逢おう錬れんは、怒っていた。

　白はく濁だくした眼は吊つりあがり、真白い体毛は逆立っている。

　食事をしてきたのだろう。剝むき出しにされた歯は、血と脂で汚れていた。

「よう」

　青せい龍りゆう刀とうを肩に担いで、鷹秋は言った。

「遅かったな、エテ公。待ちくたびれたぜ」

　燐が、すらりと魔ま剣けん・絶ぜつを抜き、構える。

　逢おう錬れんは言葉を返してくることなく、ぐっと体たいを沈め、歯の隙すき間まから唸うなり声を洩もらした。

　鷹たか秋あきは、息を深く吸いつつ腰を落とすと、

「このうざってえ首の染み、てめえの命ともども消させてもらうぜ！」

　身体からだに響ひびくのにも構わず声を張りあげ、上半身を灰色の狼おおかみへと変じた。




　結果は、予想どおりだった。

　敗まけた。

　ここまで見事に歯が立たないと、悔しさもない。

　もう笑うしかない、といった感じだ。

　元々、大きな力差があったうえに、こちらは『黒の鍵かぎ』に蝕むしばまれて、まともに動くことすらできなくなっていたのだから、勝てる道理はどこにもない。

　それでも、善戦した方だろう。蹴けりで肋ろつ骨こつを折られ、左の腿ももと右のふくらはぎを嚙かみちぎられ、背中をばっさり手しゆ刀とうで斬きり裂かれたのとひきかえに、獣じゆう鳴めい斬ざんを脇わき腹ばらに直ちよく撃げきさせて、手傷を負わせてやることはできたのだから。

　目には靄もやがかかり、星は少しも見えなくなっているというのに、月だけがいやに眩まぶしい。

──くそったれ……。

　もう、目を閉じてしまおうか。

　ため息をつきながら思った、その時だった。

　視界の隅で蒼あおい光が起こった。

「……？」

　鷹秋は首だけを動かし、見た。

　逢錬に立ち向かう、燐りんの姿を。

　鷹秋は閉じかけていた目を見開いた。視界を覆おおっていた靄が晴れる。

──あいつ……！

　燐が倒されたのは、鷹秋よりも先だった。

　闘たたかいが始まって間もなく、燐は痛烈な突きを腹にもらい、さらに背中から岩に叩たたきつけられて昏こん倒とうした。

　肋骨の四、五本は確実にやられているはずだ。背骨や内臓へのダメージも少なくないだろう。

　それでも、燐は立ちあがっていた。

　前の蒼い光は、彼女が放った術だろう。

　鷹秋はギリギリと歯を軋きしませた。

──なにやってんだ、俺おれは!?

　自分よりも身体の一回りも二回りも小さな女が、未いまだ戦意を失わずに闘たたかっているというのに。

　これは、睦むつ美みの命がかかった闘いだというのに。

──これしきの怪け我がで諦あきらめてんじゃねえよ！

　自らを叱しつ咤たして、鷹たか秋あきはうつ伏せになった。

　腕に力をこめて立ちあがる。

　足は左右とも既に感覚がないが、そんな小さなことには構わない。

　深呼吸しながら獣じゆう気きを練り、冷めかかっていた身体からだに生命の熱を帯びさせてゆく。

「待って……ろ。今すぐ、援えん護ごに……」

　呻うめき交じりに言いつつ、歩き出す。

　青せい龍りゆう刀とうは攻こう撃げきを喰くらった際に、どこかに飛ばされてしまった。

　探している余裕はない。

　鷹秋は鈎かぎ爪づめに獣気をこめた。

「あーっ！　やっと見つけたっ！」

　背後で素すっ頓とん狂きような声があがったのは、その時だった。

　前方に意識を向けていた鷹秋は、ぎょっとなって振り返った。

　見慣れた顔が、そこにあった。

「ちゃ、ちゃんとホテルで……はあっ……待ってて……くれなくちゃ……はあ……困るじゃないか……はあっ……お、おかげで、こっちは、もう、くたくただよ……」

　肩を大きく上下させながら、息も絶え絶えに言ったのは、橘たちばな春はる海みだった。

「は、春ちゃん……!?」

　思いがけない人物の登場に、鷹秋は目を丸くした。

「五ご堂どうさんに頼まれたんだよ」

　顔中汗でびっしょりになっていた橘は、メガネを外して言うと、呼吸を整えながら掌てのひらで汗を拭ぬぐった。

「五堂のおっさんに？」

「五堂さんに急に電話で呼び出されて、君たちが困っているから、すぐに助すけ太刀だちに行ってやってくれ、って頼まれたんだ」

　鷹秋は、『黒の鍵かぎ』が与えてくるのとは別の頭痛に襲おそわれ、嘆息した。

　逢おう錬れんと渡り合える実力を持つ獣じゆう人じんは、五堂しかいない。

　一流の術者ではあるが攻撃系の術が苦手な橘では、役不足もいいところだ。

「京都住まいのあんたが、二時間そこそこでここまで来られたってのは、やっぱ長距離空間転移だよな？」

「もちろん。長距離っていっても、さすがに奈良からここまで一気に渡ることはできないから、何回も転移する羽目になったけどね。おかげで、もう魔ま力りよくはほとんど残ってないよ。しかも君はホテルにいないし」

　辛かろうじて意識のあった真ま矢やから、鷹秋と燐りんが呪のろいに冒された身体を引きずって敵の許もとに向かったと聞かされた橘たちばなは、大慌てでホテルを飛び出し、嗅きゆう覚かくを頼りに三十分以上も山中を走り回って、ようやくこの場にたどり着いたのだという。

　息があがっているのは、そのためだ。

「来てくれたのはありがたいけどよ、春はるちゃんじゃ役に立たねえ。帰ってくれ」

　春ちゃんに長距離の空間転移を使わせるんだったら、てめえも一緒に来やがれ！

　内心で五ご堂どうに毒づきながら振り返ろうとした鷹たか秋あきは、「ちょっと待った！」、橘に呼び止められ、彼に向き直った。

「んだよ!?」

　苛いら立だちを露あらわに橘の童顔を睨にらむ。

　こうしている間にも、燐りんは逢おう錬れんと闘たたかい、傷ついているのだ。

　攻こう撃げき力りよくがないうえに魔ま力りよくもろくすっぽ残っていない術者に構っている時間は、一秒だってない。

　助すけ太刀だちに来て睨みつけられた橘は、不機嫌そうにしかめた顔に外していたメガネを戻しつつ、言った。

「あのね。五堂さんは、なにも敵と闘わせるために僕をよこしたわけじゃないんだ。……両手を掌てのひらを上にして僕の前に差し出して」

「あん？」

　意味がわからず、目元を歪ゆがめた鷹秋に、

「掌を上にして両手を差し出して」

　橘は、もう一度そう言った。

「……？」

　訳がわからぬまま、鷹秋は言われたとおり、掌を上にして両手を差し出した。

「これでいいのか？」

　橘は、「うん」と頷うなずくと、

「それじゃあ、呼ぶよ。かなり重いから気をつけて」

　目を閉じ、ぼそぼそと口の中で呪しゆを唱え始めた。

「呼ぶ、って──」

　なんのことだよ、と訊たずねようとした瞬しゆん間かん、鷹秋の目の前の空間が水面のように揺らぎ、それが現れた。

　それは吃きつ驚きようした鷹秋の手の上に重力に従って落ちてくると、そのとてつもない重さで鷹秋をつんのめらせた。

　両腕に力を入れるのが半はん瞬しゆんでも遅かったら、両足に怪け我がをしている鷹秋は、その重さに耐えきれず、そのまま前のめりに倒れていただろう。

「こいつは──！」

　鷹たか秋あきの手に握られたそれは、巨大な槍やりだった。

　刃やいばの大きさが尋常ではない。

　一メートル半ほどの長さの柄つかの先についた刃は、横幅だけでも七、八十センチはあり、縦たての長さは一メートルを超える。

　槍、というカテゴリーに含めることさえためらわれてしまうような、その巨大武器は、鷹秋の見知った物であった。

「剛ごう槍そう・温う羅ら……！」

　五ご堂どう恭きよう市いちがいくつか所有する、霊れい力りよくを宿す武具の一つにして、最強の逸品。

　微み塵じんの飾り気もなく、それどころか刃も柄も傷だらけという無骨極まりない代しろ物ものだが、その破は壊かい力りよくは鷹秋の青せい龍りゆう刀とうの比ではない。

「こいつがあれば……！　けど……」

　俺おれにこいつが使えるのか？

　以前、五堂に借りてこの槍を振るった時のことを思い出し、鷹秋は、ごくりと喉のどを鳴らした。

　魔ま力りよくや霊力を宿す武具は、使用者の体力や獣じゆう気き、魔力を糧かてとして、その力を発揮する。

　そして、たいていの場合、強力な武具ほど消耗も大きくなる。

　以前にこの槍を手にした時は、軽く一ひと薙なぎしただけで獣気と体力が尽き、昏こん倒とうした。

　立ちあがれるようになるまで、丸一日かかった。

　これは、五堂だからこそ扱える代物なのだ。

　険しい目つきで巨大な刃を睨にらんでいると、

「へたれるな。心配しなくても、今のおまえなら、そいつを扱える」

　不意に橘たちばなが声こわ音ねを低くして言った。

「あ？」

「おまえは、自分じゃわかっていないかもしれないが、着実に強くなっている。自分を信じろ。自分はこの世の誰だれよりも強いと思いこめ」

「……？」

「──って、五堂さんが言ってたよ」

　きょとんとなった鷹秋に、

「僕も君なら温羅を扱えると思うよ。君の体力と獣気量は、もう間違いなく獣じゆう聖せいクラスだし、それに君は五堂さんとタイプが似ているから」

　橘は、うんうんと頷うなずいてみせた。

　声色は元に戻っている。どうやら前のは五堂の物まねだったらしい。

「五堂さんを恨まないであげてよ。あの人が来なかったのは、他ほかの人まで一緒に転移させる魔力が僕になかったからなんだから。長距離の空間転移は魔力の消耗量が半端じゃないからね」

　鷹たか秋あきは、「ああ」と頷うなずいて、橘たちばなの童顔から手中の剛ごう槍そうに視線を戻した。

　現在の鷹秋ならば温う羅らを扱える。

　五ご堂どうは滅めつ多たなことでは他人を認めない。

　その五堂が保証したのだから、間違いはないだろう。

　黒鉄色の柄つかを、いっそう強く握りしめる。

「頑張ってよ。君がやられちゃったら、僕もここから生きては帰れないだろうから」

「おうよ」

　頷いて振り返ろうとした鷹秋は、その瞬しゆん間かん、背中に重い衝しよう撃げきを受けてつんのめった。

「だあっ！」

　温羅の重さに引っ張られて倒れかかったのを、なんとかこらえて振り返る。

　燐りんが足元で仰あお向むけに倒れていた。

　鷹秋は身を屈かがめ、彼女の首筋の黒い染みに触れた。

「よく、頑張ったな」

　たいした女だよ、あんたは。

　燐の目が薄うすく開く。

「ちいと頼りないかもしれないが、あとは俺おれに任せてくれ」

　ニッと牙きばを見せて言うと、燐は唇をかすかに動かし、瞼まぶたを下ろした。

　鷹秋は温羅の柄を肩に担いで立ちあがり、燐の前に歩いた。

　血まみれの足をしっかりと地に据えつけ、深く腰を落とす。

　逢おう錬れんと眼めが合う。

　鷹秋と燐の返り血によって、真白い体毛は斑まだらに汚れている。

「第三ラウンドだ、エテ公」

　言いつつ、鷹秋は全長にして三メートル近くもある剛槍を振りかぶった。

　その余りの重量に、腕と肩が軋きしみをあげ、足の傷から血が飛び散る。

「狼おおかみを犬いぬと侮ったてめえのアホさ加減を、あの世で悔やみやがれ」

　全身に巡らせていた獣じゆう気きを温羅にこめる。

　だが、足りない。

　足りない分は、生命力で補う。

　負傷と呪のろいでボロボロになった身体からだから、さらに生命力を吸いあげるのは、自殺行為も同然だったが、鷹秋は気迫でやり遂げた。

　温羅の刃やいばが、熱せられたように次第に赤みを帯びてゆく。

　鷹秋の余裕の口ぶりが気に食わなかったのか、あるいは危険を察知したのか、逢錬が白はく濁だくした眼をカッと見開いて向かってきた。

「おおおおおおおおおおっ！」

　咆ほう哮こうとともに、鷹たか秋あきは温う羅らを斜はす交かいに振り下ろした。

　刹せつ那な、鷹秋と逢おう錬れんの間の空間に、見えざる力があふれた。

　逢錬が、「ギッ！」という、金属を擦こすり合わせたような声を発して立ち止まった。

　両腕で頭部を庇かばいつつ、飛び退のこうとする。

　驚きよう嘆たんすべき反応の速さだったが、鷹秋の攻こう撃げきは既に逢錬を捉とらえていた。

　見えざる力が、逢錬を中心にして激しく渦を巻いた。

　逢錬の周囲の空間がねじ曲がり、轟ごう音おんをあげる。

　力の渦は、その中心にいた逢錬を容赦なく攻め立てた。

　皮ひ膚ふを裂き、肉を抉えぐって、骨を砕く。

　逢錬が絶叫をあげたが、それは轟音にかき消され、鷹秋の耳じ朶だには届かない。

　十秒ほども逢錬を攻め続けて、力の渦は失うせた。

　とたん、逢錬が再び絶叫した。

　その身をズタズタに刻まれながらも、逢錬は生きていた。

　血と肉片でどす黒く染まった両腕を高く突きあげ、広げた掌てのひらの上に巨大な火球を生み出す。

　逢錬の怒りと魔ま力りよくが注ぎこまれたその火球は、一いつ瞬しゆんにしてあたりから夜の色を奪い、陽かげ炎ろうを昇らせた。

　火球の威力が尋常なものではないということは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　炸さく裂れつすれば、一帯はたちまち火の海と化すだろう。

　しかし、鷹秋は微み塵じんも怯ひるまなかった。

　逢錬が腕をあげた時には、鷹秋は駆け出していた。

　温羅を投げ捨て、燐りんの傍らに転がっていた魔ま剣けん・絶ぜつを拾いあげて。

　そして、火球が現れた次の瞬間には、鷹秋は逢錬との間合いをゼロにしていた。

　軽く跳ちよう躍やくし、絶を最上段から振り下ろす。

　すべてを斬きり裂く絶対の刃やいばは、逢錬の巨体をするりと真っ二つにした。

　鷹秋の足が地に着くと同時に、火球は多量の火の粉となって散さん華げし、吹雪の如ごとく一面に降り注いだ。




　夜が明けた。

　東の山やま間あいから昇り始めた太陽が、夜の色をゆっくりと溶かしてゆく。

　朝あさ霧ぎりの冷たさが得も言えず心地いい。

「たいしたモンだな、あんたの治ち癒ゆは。あれだけの怪け我がが、二時間ちょっとで治っちまった」

　爪つま先さきでトントンと跳ねて足の具合を確かめながら、鷹秋は、ひゅうと口笛を吹いた。

「睦むつ美みのヒーリングより、よっぽど効くぜ」

「それは、あなたの生命力が並外れて強いからです。人じん狼ろう族ぞくのものとは違って、私の使う治癒の術は、自己治ち癒ゆ力を高めるだけのものにすぎませんから」

　鷹たか秋あきの賛辞に、燐りんが小さな笑みを返す。

　彼女が施してくれた治癒の術のおかげで、鷹秋の怪け我がはあらかた塞ふさがっていた。

　特にダメージの大きかった胸と足には、まだ痛みとだるさが残っているが、動くのに支障はない。

「まあ、しぶとさが俺おれの売りだからな」

　照れ笑いを浮かべつつ、鷹秋は左の首筋を人差し指で搔かいた。

　もう、そこに黒い染みはない。

　身体からだの痛みや痺しびれといった呪のろいの症状の数々は、逢おう錬れんの死とともに治まった。

　睦むつ美みと真ま矢やも苦痛から解放されているはずだ。

「色々と、世話になったな」

　上着の裾すそで手を拭ぬぐって、鷹秋は燐に握手を求めた。

「こちらこそ」

　燐は穏おだやかに笑んで応じる。

　頻ひん繁ぱんに刀を振るっているためだろう。彼女の掌てのひらは思いのほかに硬かった。

　女性らしくないといえば、そうなのかもしれないが、鷹秋は彼女のこの手を好ましく思う。

「逢錬を討つことができたのは、あなたや、そちらの方のおかげです」

　燐の目がちらりと橘たちばなに向く。

　橘は頰ほおを搔いて照れた。

「なあ？」

　握手を解いた後、鷹秋は燐に訊たずねた。

「『桜さくらの妖よう魔ま』は、全部で何匹いるんだ？」

　燐は神妙な面持ちになって、「わかりません」、首を振った。

「桜が合ごう成せい獣じゆうを造っていたのは、私が傀儡くぐつとなる以前のことでしたから……」

「あんたも、そう詳しくはないってことか」

「ええ。名前や能力を把握しているものも、ほとんどいないのです」

「そうか……」

　鷹秋の表情は、自然と苦いものになった。

『桜の妖魔』──すべて倒すまでには、結構な時間がかかるかもしれない。

　中には逢錬に匹敵、あるいはそれ以上の力を持ったものもいるだろう。

　強くならなければならない。

　腹に力を入れて、そう思っていると、

「あの──」

　橘が燐に声をかけた。

「できれば、君には『院いん』に戻ってもらって、僕たちと一緒に闘たたかってほしいんだけれど」

　その申し出に対し、燐りんは複雑な表情を見せた。

　そして、いくらかの間の後、

「すみません……」

　うつむき加減で、そう返答した。

　無理もないだろう、と鷹たか秋あきは思う。

　桜さくらの側近として、燐は『院』で長い時間を過ごした。否、過ごさせられた。

　それに、彼女の故郷を焼き払い、一族を皆殺しにしたのもまた、『院』なのだ。

　そんな組織に、彼女が戻りたいと思うわけがない。

　申し出を断られた橘たちばなだが、「そっか」と小さく苦笑しただけで、それ以上はなにも言わなかった。

「それでは、私はこれで……」

　居心地が悪くなったのか、燐は会釈して踵きびすを返した。

「あっ、ああ」

　たじろいだような返事をした鷹秋の横から、「お元気で。なにか手助けが必要なことがあったら、遠えん慮りよなく言ってきてください」、橘が笑顔で燐の背中に言葉をかける。

　燐は振り向いて、もう一度会釈すると、傍らの岩に立て掛けてあった太刀たちを取って、歩き出した。

　血やら土やらですっかり汚れてしまった白い背中が、彼女の一歩ごとに、少しずつ、しかし確実に遠ざかってゆく。

「……」

　その背中を見送りながら、鷹秋は首の後ろをボリボリと搔かいた。

「どうかしたの、鷹秋くん？　怖い顔して」

「なんでもねえよ」

　訝いぶかしげに声をかけてきた橘に、鷹秋はつっけんどんに答えた。

　噓うそだった。

　本当は、なんでもなくなかった。

　たまらなく胸がもやもやしていた。

　燐の背中が遠ざかっていくにつれ、よくわからない苛いら立だちが募ってゆく。

──どうしちまったんだ、俺おれは？

　自問する。

　だが、考えるまでもなく、鷹秋は答えに気づいていた。

「おいっ！」

　声を張りあげて、燐を呼び止める。

　よく通るその声に、橘たちばなが「うわっ！」とたじろいだ。

　立ち止まって振り向いた燐りんもまた、少し驚おどろいた顔をしていた。

　言葉を続けようと口を開き──そこで鷹たか秋あきは固まった。

　言葉がなにも出てこなかった。

　そもそも自分は、なにを言おうとして彼女を呼び止めたのだろう。

　口を中途半端に開けたまま、眉み間けんにこれでもかと皺しわを刻む。

「……？」

　燐が小さく首を傾ける。

「……っ」

　鷹秋は、普ふ段だんあまり使わない頭を懸けん命めいに働かせたが、思いつく言葉はなにもなかった。

──ええいっ！　こうなったら最終手段だ！

　ゆっくりと息を吸いながら、目を閉じる。

　そして、考えるのをやめる。

　悩み事に直面した時の最終手段。

　それすなわち、思考放棄。

　頭の中を真っ白にしたとたん、一つの言葉が、感情の海の表面に、すうっと浮かびあがってきた。

　鷹秋は目を開き、息を吐くのと一緒に、その言葉を口にした。

「また、会えるよな？」

　燐は一いつ瞬しゆん目を大きくした後、たおやかに微笑ほほえんで、頷うなずいた。

　山頂からの朝風に純白の髪がそよぐ。

　目にかかった髪を軽く搔かきあげると、燐は朝風と同化するように、その姿を消した。

　ふーっと長い息を吐いて、鷹秋は東の空に振り返った。

　苦笑いをこぼし、小さく肩を竦すくめる。

「なんだかな……」

　どうやら自分は、自分よりも強い女に弱いらしい。

「性分、ってやつなんだろうな」

「うん？　なにか言ったかい？」

　独白を聞きつけた橘に、

「なにも言ってねえよ」

　答えて、鷹秋は両手で髪を撫なでつけた。

　白い陽ひ射ざしが目にしみる。

　今日は良い天気になりそうだった。
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　頭が痛い。

　喉のどと胸もだ。

　手は左右ともに痺しびれている。

　痛みはたいしたことはないが、手の痺れは不快でたまらない。

「くそっ」

　縁ゆかりは両手をぶんぶんと振ったが、指先に針を刺すような痛みが走っただけで、痺れは取れなかった。

「はあっ……」

　縁は嘆息すると、ベンチの背もたれに体重を預けて、首をもたげた。

　痛み、痺れ、嘔おう吐と感──それらの症状に見舞われる度に、縁は空を見るようにしていた。

　空を見たからといって、症状が治まるというわけではないが、太陽や月は気分を静める役には立ってくれる。

　もっとも、今夜は重たい雲のおかげで月も星も見えないので、あまり意味はなかったが。

　空に顔を向けたまま、縁は深呼吸を繰くり返した。

　郊外の公園だけあって空気は悪くないのだが、今夜の冷えこみは厳きびしく、息を吸う度に冷気が喉にしみた。

──この冷えこみようだと、雪が降るかもしれないな……。

　思っていると、足にやわらかなものが触れた。

　顔を下ろし、縁は破顔した。

　灰色の猫ねこが、縁の足首に頭を擦こすりつけていた。

「レイン」

　名前を呼ぶと、猫は縁を見あげて、目を細めた。

　三年前の春に出会って以来、ずっと一緒にいる相棒だ。

　雨の中で出会ったから、レイン。

「おいで」

　縁は両手でレインを抱えあげ、膝ひざの上に載せた。

　するとレインは、すかさず身体からだを丸めた。

　縁の膝の上は、レインにとっては一番のお気に入りの場所だ。

　縁は右手を数回開閉させた後、その手でレインを撫なでた。

　頭痛は相変わらずだが、喉の痛みと手の痺れはやわらいできた。

　縁は再び空を仰ぎ、はーっと息を吐いた。

　鼻先が白く霞かすむ。

──もう二、三分もすれば、頭痛も治まるかな。

　身体の痛み、痺れ、発熱、めまい、嘔吐感──それらの症状に縁が見舞われるようになったのは、半年ほど前から。

　初めのうちは、週に一、二度気分が悪くなる程度だったのだが、時間が経たつにつれて回数が多くなり、最近では日に一度は症状が起こるようになった。

　症状の程合いも、少しずつではあるが、やはり時間の経過とともに重くなっていっている。

　軽い痛みと痺しびれだけだったのだから、今回の症状は楽な方だ。酷ひどい時は、痛みで身動きができなくなることもある。

　目を閉じて、縁ゆかりは前髪を撫なでつけた。

──この先、ずっとこの不調と付き合っていかなくちゃいけないのかと思うと、気が滅め入いるけど、こればっかりはどうしようもないもんな……。

　赤ん坊の頃ころに桜さくらに施された不老不死の術によって、縁は急激な成長を遂げ、並外れた再生能力を得た。

　だが、その不老不死の術が不完全なものであったために、同時に短命という宿命まで背負うこととなってしまったのだ。

　肉体の変調は、死への助走に他ほかならない。

　自分があとどれだけ生きることができるのかは、わからない。

　いつ死んでも構わないと思っていた時期もあったが、今は死ぬことがなによりも怖い。

──僕はまだ、幸せを見つけていない。

　三年前──レインと出会ったあの雨の日に、縁は自分に誓ったのだ。

　必ず幸せになってみせる、と。

　桜に与えられた不幸以上の幸せを、自力で見つけ、つかみ取る。

　それが縁なりの、桜に対する復ふく讐しゆうだった。

　だから、まだ死ぬわけにはいかない。

「おまえの面めん倒どうだって、見なくちゃいけないもんな」

　目を開けて、縁は人差し指で相棒の喉のどをつついた。

「頭痛も治まったし、行こうか」

　ぐーっと首を伸ばしたレインを抱いて、縁は立ちあがった。

　背筋に寒気とも痛みともつかない感覚が走ったのは、その直後だった。

「──!?」

　縁は振り返り、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　なにかが来る。

　視線の先にあるのは、車道を挟んで広がる畑と、その奥にある雑木林。

　縁が気け配はいを察知したなにかは、雑木林の向こうから、矢のような勢いで向かってきている。

　人間ではない。獣じゆう人じんの気配とも異なる。

　縁は腰を沈め、雑木林を睨にらみつけた。

　間もなく、それは雑木林から飛び出してきた。

　瞬またたく間に畑を突っ切り、車道と歩道を一足飛びに越えて、縁ゆかりの眼前に降り立つ。

　縁は左腕でレインを覆おおうように抱くと、右手の指をパチンと鳴らし、自らの周囲に数百匹もの蝶ちようを出現させた。

　羽を虹にじ色いろに光らせているその蝶たちは、縁以外の者が触れると爆ばく発はつする。

　これ以上、それが近づいてくるようであれば、蝶を一斉にけしかける。

　飛び交う蝶たちの眩まぶしさに目を細めつつも、縁はそれを注視した。

　それは、犬いぬや狼おおかみに似た巨大な四し足そく獣じゆうだった。

　体毛は、頭部から、四肢、尻尾しつぽの先に至るまで真白く、縁よりも頭一つ分高い位置にある眼めは黒みがかった赤。額ひたいからは五十センチはあろうかという長さの角が、前方向に真っすぐ伸びている。

　縁は眉まゆをひそめた。

　面と向かっているにもかかわらず、それの眼は縁を見ていないのだ。焦点が合っていない。

「……？」

　訝いぶかっていると、それはぐらりと大きく身体からだを傾かせ、そのまま倒れた。

　縁は目と口を丸くした。

　驚おどろいた拍子に集中が途と切ぎれ、蝶たちが消え失うせる。

「なんだ……？」

　いきなり現れて、いきなり倒れた。

「下がってて」

　レインを下ろし、縁はそれに歩み寄った。

「こいつは……」

　警けい戒かいしつつ、縁は身を屈かがめ、それの首筋に触れた。

　手負いだったらしく、それの身体の下には赤黒い染みが広がっていた。

「もしかして、これが『桜さくらの妖よう魔ま』……？」

　桜が昔に造り封印していた合ごう成せい獣じゆうが、桜の死によって解き放たれ、各地で人間を襲おそっているという話は、縁も耳にしていた。

　かすかに桜の魔力を感じるから、『桜の妖魔』である可能性が高い。

──僕を狙ねらってきたってわけじゃないのか……。

『院いん』の者に傷を負わされて逃げている途中、と考えるのが自然か。

──でも、なんだって僕のところに来たんだろう？

　偶然なのか、あるいは縁の魔力を感知していて、それを糧かてにするためにやってきたのか。

「案外、僕のことを仲間だと思って、助けを求めに来たのかもしれないな」

　桜によって生命を歪ゆがめられたという意味では、縁も『桜の妖魔』と変わらない。

『桜さくらの妖よう魔ま』が縁ゆかりのことを同類だと認識したとしても、不思議ではない。

「どうしようか……」

　立ちあがって、縁は小さく首を傾けた。

「やっぱり、とどめを刺しておいた方がいいかな？」

『桜の妖魔』の傷は、相当に深いようだった。

　倒れて間もなくには小刻みに上下していた胸と背中が、今はもうほとんど動かなくなっているし、眼めにも生気がまるでない。

　放っておいても、いずれ死ぬだろう。

　縁は迷ったが、

「君が僕の目の前で倒れたのが偶然なのか君の意志なのかはわからないけど、こうして出会ったのもなにかの縁だし、僕がとどめを刺してあげるよ。じわじわ死んでいくのは辛つらいだろうから」

　言葉をかけて、『桜の妖魔』の横よこ面つらに掌てのひらを重ねた。

　と、半開きになっていた『桜の妖魔』の口から、笛の音に似た、か細い声が洩もれた。

　縁は手を浮かせ、見た。

　今し方まで生気のなかった『桜の妖魔』の眼から、大粒の涙がこぼれ落ちようとしているのを。

「あ……」

　縁は驚おどろき、戸惑った。

　涙など見せられてしまうと、とどめが刺しにくい。

　手を中途半端に浮かせたまま渋じゆう面めんになっていると、レインが視界に入ってきた。

「レイン……？」

　レインは『桜の妖魔』の頭部に近づくと、涙に濡ぬれた眼をしばらくじっと見つめた後、縁に顔を向けて、ミャアと鳴いた。

「殺すな、って言ってるのか？」

　レインは、またミャアと鳴いた。

「うーん……」

　あごの先に指を添えて、どうしたものかと考えていると、『桜の妖魔』の身に異変が起こった。

　全身を覆おおう真っ白な体毛が淡く光ったかと思うと、その巨体が縮ちぢみ始めたのだ。

「──！」

　縁は咄とつ嗟さに飛び退のき、「レイン！　離れろ！」、叫んだが、レインは『桜の妖魔』の側そばから離れようとはしなかった。

「レイン！」

　再度叫んで、縁ゆかりはレインに駆け寄り、小さな灰色の身体からだを抱きあげた。

　それとほぼ同時に、『桜さくらの妖よう魔ま』の体毛から光が消えた。

　縁は目を見張った。

　虎とらよりも二回りも三回りも大きかった『桜の妖魔』の身体は、レインよりも一回り小さくなっていた。

　その姿は、角が生えていることを除けば、子こ犬いぬと変わらない。

「そんな姿になられたら、いよいよとどめが刺しにくいじゃないか……」

　縁はため息をつくと、レインを下ろし、『桜の妖魔』を抱きあげた。

　そして訊たずねる。

「生きたいか？」

『桜の妖魔』は、擦すり切れかけた糸のような声を返した。

　縁は前よりも深いため息をつき、

「わかったよ」

　苦笑した。

「死ぬのは、嫌だもんな」

　レインとの出会いが思い出された。

　三年前の、あの雨の日──まだ子こ猫ねこだったレインもまた、この『桜の妖魔』と同じように傷つき、死にかかっていた。

　そして、縁に助けを求めてきたのだ。

　生きたい、と。

「治ち癒ゆの術は得意じゃないし、かなり深い傷みたいだから、助けられるかどうかはわからないけど……」

『桜の妖魔』を抱き直し、傷口──刺し傷だ──に掌てのひらを当てて、治癒の術を施す。

『桜の妖魔』は人間に害をなす存在だが、縁に人間を守る義務があるわけではない。

　魔物の類たぐいから人間を守るのは、『院いん』の連中の役目だ。

『桜の妖魔』を助けようとしたことが『院』に知られれば、刺客を差し向けられる可能性もあるが、その時は退ければいい。

──『院』の連中なんて別に怖くないけど、ここでこうして突っ立ってるのは、さすがにまずいかな。

　腕の中の『桜の妖魔』に致命傷を負わせた者は、まだ近くにいるだろう。

　今いま頃ごろは、取り逃がした標的を躍やつ起きになって捜しているはずだ。

　縁は治癒の術を中断すると、しゃがみこんで、「おいで」、レインに片腕を差し出した。

　その腕を器用に伝って、レインは縁の肩に乗った。

　と、鼻先を白いものがよぎった。

「降ってきたんだ……」

　空を見あげ、縁ゆかりは呟つぶやいた。

「とりあえず、ここから離れよう。生きたいんだったら、もう少し頑張れよ」

　前半の言葉を肩の相棒に、後半の言葉を腕の中の『桜さくらの妖よう魔ま』にかけて、縁は空間転移を使った。




『桜の妖魔』は、助かった。

　傷を塞ふさいでも一いつ向こうに目を覚まさず、一時はもう駄目かとも思ったが、諦あきらめることなく続けた治ち癒ゆの術は無駄にはならなかった。

　傷が癒いえたとはいえ、さすがにその夜は身じろぎ以上のことはできないでいたが、翌朝には跳びはね回れるほどに元気になっていた。

「さすがは、『桜の妖魔』って言いたいところだけど……」

　繁はん華か街がいの路地裏に建つ、雑居ビルの屋上。

　缶かんコーヒー片手にフェンスに寄りかかっている縁の目の前では、レインと『桜の妖魔』がじゃれ合っている。

「これじゃあ、まるっきり子こ犬いぬだよな……」

　どういうわけか、あれから丸一日以上が経過した今になっても、『桜の妖魔』は小さい姿のままだった。

　こちらの姿が基本で、戦せん闘とう時じにのみ大きくなるのか、あるいはまだ本調子ではないということなのか、それはわからない。

　と、『桜の妖魔』とじゃれ合っていた──というより、一方的にじゃれつかれて難なん儀ぎしていたレインが、憐あわれっぽい声をあげた。

「そいつを助けろ、って言ったのはおまえなんだからな。責任持って相手しないとダメだぞ」

　縁が笑って言うと、レインはふーっと唸うなった。

　一方の『桜の妖魔』は、縁に向かって、きゃんと一声鳴くと、短い尻尾しつぽをちぎれんばかりに振って、再びレインにじゃれかかっていった。

　縁は笑い、「さて、どうしたもんかな」と呟つぶやいた。

　コーヒーに口をつけつつ首を動かし、街並みを見やる。

　一昨日おとといの夜に降った雪は明け方には雨に変わり、ほとんど積もらなかったが、それでも建物の屋根や道の脇わきには、わずかながら名残が見て取れた。

「うーん……」

　悩んでいるのは、無論、『桜の妖魔』についてだ。

　動けるようになれば勝手にどこかに行くだろうと思っていたのだが、困ったことに『桜の妖魔』は、縁とレインから離れようとしなかった。

──まさか、『桜さくらの妖よう魔ま』になつかれることになるなんて、思ってもみなかったな。

　なつかれて悪い気はしないが、さすがにこの先ずっと一緒というわけにはいかない。

『院いん』の刺客がいつ現れるともしれないし、『桜の妖魔』が縁ゆかりやレインを襲おそわないという保証もない。

　今は子こ犬いぬの姿をしているが、縁の目の前に現れた時の姿は、紛れもなく妖魔のそれだった。

──子犬の姿をしているうちに、どこかに置いてくるか……。

　空になった缶かんを意味もなくぷらぷらと揺らしていると、ふにゃあ、というレインのなんとも情けない声が聞こえた。

　縁は正面に向き直り、嘆息した。

　レインは引っくり返って、犬のように腹を見せていた。

「情けないぞ、レイン……」

　レインをダウンさせた『桜の妖魔』は、まだまだ元気が有り余っているらしく、尻尾しつぽのみならず尻しりまでせわしなく振りながら、レインの顔を覗のぞきこんでいる。

　もっと遊ぼう、と訴えているのだろう。

　その姿に縁が小さく笑うと、レインに見切りをつけたのか、『桜の妖魔』は縁の足元に駆け寄ってきた。

「今度は僕と遊びたいのか？」

　肯定するように、『桜の妖魔』は甲高く吠ほえた。

　縁は屈かがんで、『桜の妖魔』の眼めをまじまじと見た。

　雪のように白く、無む垢くな印象を与える体毛とは対照的に、眼は血に似た色をしている。

　しかし、禍まが々まがしい印象はない。真ん丸に見開かれ、遊びたいという衝しよう動どうによってキラキラと輝かがやいているその眼は、やはり子犬のものにしか見えない。

　子犬ではないことを証明づける外見的な特徴は、唯一、親指ほどの短さになりつつも残っている、額ひたいの角だけだ。

　ため息交じりに苦笑して、縁は空き缶を脇わきに置いた。

　そして、『桜の妖魔』の角をつつくと、『桜の妖魔』はレインと同じように引っくり返って腹を見せた。

「仕方ないか。助けろって言ったのはレインだけど、実際に助けちゃったのは僕だもんな」

　一ひと先まずではあるが、縁は『桜の妖魔』を自分の許もとに置いておくことにした。

「よっと」

　角の付け根のあたりを指先で撫なでられ、気持ちよさそうにしていた『桜の妖魔』を、目の高さに持ちあげる。

「とりあえず、名前つけないとな」

　名前などつけると、いよいよ情が移りやすくなってしまうが、一緒にいるのに名前がないのは不便だ。

「どんな名前がいいかな……」

『桜さくらの妖よう魔ま』を見つめ、縁ゆかりは難しい顔をした。

「全身真っ白だから、シロ、っていうのは、いくらなんでも安直すぎるか……」

　眼めが血のような色をしているから、ブラッド──不吉っぽいうえに、そもそも似合っていないので、これも却下。

「小さいから、チビ、って……これも違うな」

　ぶつぶつ言っている縁を、『桜の妖魔』は首を傾かしげて見つめている。

　縁はなにげなくレインに目を向け、

──レインの時は、出会った時に雨が降ってたからってことで、レインってつけたんだよな。

　心中で呟つぶやいた。

　レインは、雨が降っていたから、レイン。

──なら、こいつは……。

　一昨日おとといの夜を思い出す。

　あの夜は、『桜の妖魔』と出会った直後から、雪が降り始めた。

「雪、か……」

　縁は目を『桜の妖魔』に戻し、「よし」、頷うなずいた。

「おまえの名前は、ユキだ」

　シロと同レベルの安直なネーミングではあるが、悪くはないだろう。

「どうだ？」

　問うと、『桜の妖魔』は元気よく吠ほえた。

　眼がキラキラしているので、喜んでいるものと解釈する。

「一応、面めん倒どうはみてやるけど、人間や僕らを襲おそったりしたら、その時は容赦しないからな」

　その言葉にも、『桜の妖魔』──ユキは吠えて応こたえた。

　ユキの声はとにかく高いので、間近で吠えられると頭に響ひびく。

「よろしくな」

　残ざん響きように顔をしかめつつ笑いかけた縁に、ユキはもう一声プレゼントしてくれた。




　桜と月つき森もり冬とう馬まの闘たたかいの後、縁は全国を渡り歩いた。

　特に目的があったわけではない。

　しいて言うならば、目的を探すことが目的だった。

　そうして見つけた目的が、『幸せになること』だった。

　目的が決まり、レインと出会った後も、縁は各地を転々とした。

　なるべく人とは関かかわらないようにしていたので、特筆するような出来事はなにもなかったが、それでも旅は楽しかった。

　身体からだに変調をきたすようになって旅をやめることも考えたが、これまでのペースを変えたら気持ちの面まで病んでしまうような気がして、縁ゆかりは現在も旅を続けている。

　新たな道連れとなったユキの存在が、自分やレインになにをもたらすことになるのか。

　不安はあるが、縁は前向きに考えることにした。




　驚おどろかされたのと同時に幸いだったのは、ユキが人間の肉や精気に興きよう味みを示さないことだった。

「アイスクリームが好物の妖よう魔まなんて、初めて見たよ」

　ユキは、普通の犬いぬや猫ねこと同じように雑食だった。

　一番の好物は、アイスクリームのバニラ。

　やはり好物であるビーフジャーキーとバニラアイスを並べて差し出したら、ビーフジャーキーには目もくれずにバニラアイスの方に飛びついてきたのだから、間違いない。

　一緒にいるようになって十日──ユキはなんの問題もなく、子犬そのままに過ごしていた。

　異変が起こったのは、十一日目の夜のことだった。

　前触れもなく、ユキが倒れたのだ。

　一人と二匹で郊外の川べりをぶらぶらと歩いていた途中、ユキは突然、しゃっくりに似た声をあげて、うずくまった。

　縁はユキを抱きあげ、息を吞のんだ。

　ユキの身体は異常なまでに熱くなっていた。抱いているだけで汗が滲にじんできそうな、そんな熱さ。

　寒いのか苦しいのか、あるいはその両方か。ユキはぎゅっと目をつむり、文字どおり瘧おこりのように震ふるえている。

「なんだよ、これ……」

　今の今まで、これでもかといわんばかりに元気よく、レインを追っかけ回したり、縁の足に飛びかかったりしていたというのに。

　不自然すぎる変調。

　毒物の類たぐいでも口にしてしまったのだろうか。

　縁は周囲を見回してみたが、それらしいものは落ちていなかった。

──とりあえず、治ち癒ゆの術を……！

　縁の使える治癒の術は、外傷にしか効果がない。

　駄目でもともとと思いつつ試してみたが、案あんの定じよう、なんの効き目もなかった。

──どうする……!?

　焦りが縁の顔を歪ゆがませた。

　子犬の姿をしているといってもユキは妖よう魔まだ。動物病院に連れて行くわけにもいかない。

　歯は嚙がみしている間にも、ユキの身体からだはどんどん熱くなっていっている。

「くそっ！」

　吐き捨てて、縁ゆかりはその場に腰を下ろした。

　そして、縁の胸に顔を埋めるようにして震ふるえているユキの背中をさすってやる。

　治ち癒ゆの術でどうにもならない以上、してやれることは他ほかにない。

　心配しているのだろう。傍らにやってきたレインも、じっとユキを見あげている。

　そのまま三分が過ぎ、五分が過ぎ──十分が過ぎたところで、ユキの身体から熱が引き始めた。

　それに伴って震えも治まり、ユキは固く閉じていた目を開いた。

「ユキ……」

　縁が呟つぶやきのような小さな声で呼ぶと、ユキは尻尾しつぽを揺り動かして応こたえた。

「もう、なんともないのか？」

　その問いには、ユキは頭を胸に擦こすりつけてくることで答えた。

　憔しよう悴すいはしているようだが、苦痛の色はもう見えない。

　縁は長い息を吐き、額ひたいと首筋の汗を手で拭ぬぐった。

　焦りとユキの体温により、縁は全身にびっしょりと汗をかいていた。

「今のはなんだったんだ、ユキ？」

　訊たずねてみても、ユキは首を傾かしげたり、もっと撫なでてくれと縁の胸を前足で叩たたいてくるばかりで、言葉による答えは返ってこない。

　レインを一いち瞥べつした後、縁は星空を見あげ、唇を引き結んだ。

　ユキの存在が、自分とレインになにをもたらすのか。

　その問いの答えが、見え始めようとしていた。




　ユキが突然の変調に見舞われてから、二カ月。

　満月の下で、縁は腕の中のユキの背中を淡く撫でていた。

　ユキは眠っている。

「今回のは長かったもんな。疲れたよな……」

　あの夜以降、ユキはたびたび変調に苦しむようになっていた。

　最初のうちは、四、五日に一度といったところだったのだが、ここ数日は毎日倒れている。

　たいていは五分もすれば治まるのだが、二十分、三十分と続く時もあった。

　変調の原因に当たりがついたのは、つい先日のことだった。

　初め縁は、ユキが人間の肉や精気を得ていないことが原因なのではないかと考えた。

　だが、違った。

　縁ゆかりは自分の肉や精気を与えてみたが、ユキはそれらを一切受けつけなかった。

　他ほかの人間を術で眠らせ、死なない程度に精気を奪い、それを与えてもみたのだが、結果は同じだった。

　人間を糧かてにすることを嫌っているのか、そもそも人間を糧にすることができないのか。

　ユキはどうやら後者であるらしかった。こういう妖よう魔まは珍しい。

　変調の原因が人間を糧にしていないことでなければ、一体、なにが原因だというのか。

　縁はユキが苦しむ度に、その様子をつぶさに観察し──ある考えにたどり着いた。

　その考えが脳裏に浮かんだ時、縁は頭を抱えて、誰だれともなく毒づいた。

　ユキの変調の原因。

　その答えは、初めから縁の中にあったのだ。

　ユキを撫なでる手を止めて、縁は視線を傍らのレインに移した。

　今し方まで苦しむユキを心配げに見つめていたレインは、ユキが落ち着いたことで緊きん張ちようが解けたのか、ぐったりと頭を垂れている。

　そんなレインの背中を一撫でして、縁は顔をあげた。

　そして、眉まゆをひそめた。

　いつからそこにいたのか──前方に女がいた。
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　縁が一室を寝所にしている、雑居ビルの屋上。

　施せ錠じようされ、『立ち入り禁止』の札が掛けられた金属製の扉は、今もしっかりと閉まっている。

　つまり彼女は、縁と同様、扉を開けることなく、この場所に立ち入ったことになる。

　それは、彼女が優れた術の使い手であることの証明。

　彼女は、縁がユキを抱いたまま立ちあがるのと同時に、一歩前に踏み出した。

　純白の髪と蒼あおい瞳ひとみが、月明かりにさらされて闇やみに映える。

「燐りん……」

「お久しぶりですね、御み堂どう縁」

　彼女──燐の声こわ音ねは穏おだやかだったが、その少女の面影を残した顔に感情の色はなかった。

　身を強こわばらせた縁の横で、レインがフーッと唸うなった。




　予想外だった。

　ユキと一緒にいれば、ユキを討とうとする者との対たい峙じは避けられないだろうとは思っていたが、まさか、その相手が燐になろうとは。

　考えてみれば、十二分にありえる話だった。

　燐は、百年以上もの間、術によって桜さくらの傀儡くぐつとなっていた女だ。一族を滅ぼされてもいる。

　桜に対する憎しみは、誰よりも深いだろう。

　桜の名残ともいえる『桜の妖魔』の存在を、彼女が見過ごすはずがない。

　ユキと出会ったあの夜、ユキに瀕ひん死しの重傷を負わせたのも彼女だったのだ。

──最悪だ。

『院いん』の者であれば、獣じゆう聖せいクラスの相手であっても切り抜けられる自信はあったが、燐りんの強さは獣聖をも凌りよう駕がする。

　逃げきることは、難しい。

「外見は変わっていないのですね。あれから三年も経たったというのに」

　無表情のまま、燐が言った。

　動揺を気け取どられたくなかった縁ゆかりは、「まあね」、笑んで返した。

　桜さくらに施された不完全な不老不死の術によって、縁はわずか四年で、十四、五歳の少年の姿にまで成長した。

　だが、不自然な成長は、そこでピタリと止まった。

　以降、縁の肉体は全く成長していない。

　成長どころか、その肉体は日々、死に近づいていっている。

「そっちも変わりないようで、なによりだよ。この三年どうし──」

「その『桜の妖よう魔ま』を渡してください」

　縁の言葉を遮って、燐は本題を切り出した。

　無駄話をするつもりはないらしい。

「こいつをどうしようっていうんだい？」

「殺します」

　燐りんの答え方があまりにもきっぱりしていたので、縁ゆかりは思わず苦笑した。

「その口調、なんか傀儡くぐつに戻ったみたいだ」

　揶や揄ゆされても、燐の表情は動かなかった。

「『桜さくらの妖よう魔ま』を渡してください」

「断る」

　今度は、縁がきっぱりと答えた。

「なぜ、です？」

「こいつはユキだ。『桜の妖魔』じゃない」

　燐の眉まゆが動いた。

「その『桜の妖魔』に、自分を重ねでもしたのですか？」

「そうだ、って言ったら？」

　答えつつ、縁はユキをより深く抱いた。

　縁と燐の間にある空気を敏感に感じ取り、警けい戒かいしているレインとは対照的に、ユキは今も眠っている。

「あなたと『桜の妖魔』は違います」

「違わないさ」

　縁もユキも、桜の手によって生命を歪ゆがめられた存在だ。

「僕とユキは同じだ」

　同じように桜に生命を歪められ、同じように拠よるところを持たず、同じように発作に苦しんでいる。

「あなたと『桜の妖魔』は違います。『桜の妖魔』は人間を襲おそいます」

「ユキは人間を襲ったりなんかしないさ。それに──」

　縁は酷こく薄はくに笑ってみせた。

「僕が人間を襲わないなんて、誰だれが決めたのさ？　僕にだって人間の精気を奪う能力はあるんだよ？」

　すると燐は、わずかにあごを引き、目つきを険しくした。

「あなたと『桜の妖魔』が同じであろうとなかろうと、どちらでもいいのです」

　縁は笑みを収め、燐の硬質な視線を真っ向から受け止めた。

「『桜の妖魔』を渡してください」

「断る」

　先程と寸分違たがわぬやりとり。

「ユキは人間を襲わない。人間を糧かてにしないタイプの妖魔なんだ。殺される理由なんてない」

「たとえ人間を糧かてにしない類たぐいであったとしても、それが人間を襲おそわないということの絶対の証明にはなりません」

　燐りんがまた一歩前に出た。

「あなたがユキと呼んでいるそれは、『桜さくらの妖よう魔ま』なのです。いずれ必ず人間を襲います」

「決めつけるな！」

　縁ゆかりは声を荒げた。

　突然の怒声に、縁の足に身を寄せていたレインは竦すくみあがり、ユキは薄うっすらと目を開けた。

「ユキが人間を襲ったから殺すっていうんなら、のし付けてくれてやるさ！　けど、『桜の妖魔』だからって、ただそれだけの理由で殺すっていうんなら、僕は力ずくでも阻止するぞ！」

　怒声を叩たたきつけられても、燐に動揺の気け配はいは起こらなかった。

　彼女は淡々とした、しかし傀儡くぐつの頃ころとは明らかに質の異なる、強固な意志を宿した声で言った。

「桜の名残は、この手で一つ残らず消し去ります」

　そして、太刀たちに手をかけた。

「その『桜の妖魔』を渡しなさい」

　それはもはや、『頼み』でも『説得』でもなく、『脅し』だった。

　縁は歯は嚙がみした。

　燐は本気だ。

　桜の名残を根絶する──それが、桜との闘たたかいを生き延びた者として、彼女が自ら背負った役目なのだ。

　縁がいくら言葉を並べたところで、無駄だろう。

　太刀にかけられた燐の手が動いた。

　黒塗りの鞘さやより抜き放たれた白はく刃じんが、月明かりを反射して冷たく光る。

　一歩後ずさり、縁はレインを一いち瞥べつした。

　燐が、ただの猫ねこにすぎないレインを攻こう撃げきしてくることなどありえないが、この場で闘えば余波がレインを巻きこんでしまいかねない。

「レインはここで待ってるんだ」

　燐に向かって唸うなっているレインにそう声をかけると、縁は翻ひるがえって跳ちよう躍やくした。

　フェンスを飛び越えたところで飛ひ翔しようの術を使い、隣となりの背の高いビルの屋上に降り立つ。

　術を解いて振り返ると、燐と目が合った。

　縁と燐の術者としての技量は五分だが、燐には全すべてを斬きり裂く魔ま剣けん・絶ぜつと、それを使いこなす剣けん腕わんがある。

　しかも縁は、ユキを庇かばいながら闘わなければならない。

　状況は圧倒的にこちらが不利。

「もう一度だけ言います。その『桜さくらの妖よう魔ま』を渡しなさい」

　縁ゆかりの答えは変わらない。

「断る」

「ならば、奪います」

　燐りんの言葉に、ためらいは含まれていなかった。

　右手に太刀たちを、左手に呪じゆ符ふを構えて、彼女は地を蹴けった。

　縁は飛び退のきつつパチンと指を鳴らし、今まで自分がいた場所に、数百匹の虹にじ色いろに光る蝶ちようを出現させた。

　そして、燐にけしかける。

　縁の操る蝶たちが、触れると爆ばく発はつするものであるということを知っていながらも、燐は怯ひるまなかった。

　走る速度を緩ゆるめることなく腕を振るい、呪符を躍おどらせる。

　呪符は蒼あおい炎と化して、蝶たちと真っ向からぶつかり合い、共に消滅した。

　残ったのは、わずかな火の粉こと燐りん光こうのみ。

　それを突っきって、燐は肉にく薄はくしてくる。

「はっ！」

　片方の掌てのひらを突き出して、縁は裂れつ帛ぱくの声をあげた。

　淡い光を帯びた衝しよう撃げき波はが燐を襲おそう。

　しかし、引きつけて撃うった一いち撃げきであったにもかかわらず、いともあっさりと跳ちよう躍やくによって避けられてしまった。

──くそっ！

　縁は急ぎ頭上を振り仰いだが、そこに燐の姿はなかった。

──どこだ!?

　心の中で叫ぶのと同時だった。

　背中に、そっとなにかが触れたのは。

「──!?」

　衝撃は、目を見開く間もなく訪れた。

　くぐもった音が耳じ朶だに響ひびき、縁は前方に吹っ飛ばされた。

「──っ！」

　真っ先にコンクリートに叩たたきつけられたのは、横っ面つらだった。

　ユキを放すまいとしたために、受け身が全く取れなかった。

　血の味が急速に口内に広がってゆく。

「ぐ……あ……」

　縁は喘あえぎつつ、身じろぎした。

「立ちあがらないでください」

　ゆっくりと近づいてきた燐りんは、縁ゆかりの喉のど元もとに太刀たちを突きつけ、冷然と言った。

　奥歯を嚙かみしめて、縁は燐を睨ねめつけた。

　容易に退けられる相手ではないとわかっていたが、こうもあっさりとやられてしまうとは思わなかった。

　闘たたかいとは無縁の日々を過ごすうちに、腕が鈍ってしまっていたらしい。

「『桜さくらの妖よう魔ま』を、こちらに」

　切っ先が、喉元からユキを覆おおう腕へと移る。

「い……やだ……」

　手の甲で切っ先を払いのけて、縁は立ちあがった。

　撃うたれた背中は、痺しびれたようになっていて痛みはないが、右みぎ頰ほおはたまらなく痛かった。

　痛いというか、熱い。頰骨が砕けているのだ。皮ひ膚ふもめくれている。

　表情を歪ゆがめつつ、縁は再生能力を働かせた。

　痛みが波のように引いてゆく。

　桜に与えられた忌いまわしい能力ではあるが、こういう場面では役に立つ。

「あなたには再生能力があったのでしたね。失念していました」

　燐の目が鋭するどさを増し、縁は一歩後じさった。

　縁ゆかりにしろ燐にしろ、相手を殺すつもりはないから、全力では攻こう撃げきしていなかった。

　だが、再生能力を見せつけてしまった以上、この先燐が手加減してくれることはないだろう。

──いよいよ殺す気でかからないと、歯が立たないな。

　深呼吸をしつつ、縁は全身から魔ま力りよくを昇らせた。




「諦あきらめなさい」

　氷のように冷たい声が降ってくる。

「ぐ……」

　食いしばった歯の隙すき間まから声を洩もらしながら、縁は立ちあがった。

　足には、もうほとんど力が入らなくなっている。

　支えが欲しかったが、二人が対たい峙じしているのは広い屋上のほぼ中央。手近に寄りかかれるものはない。

「その高い再生能力も、魔力が尽きれば働かなくなるはず。これ以上闘えば本当に命に関かかわりますよ」

　口元の血を手の甲で拭ぬぐい、縁は無理やり笑みを作った。

　燐の言うとおりだった。

　再生能力を働かせるには、かなりの量の魔力が必要になる。

　闘たたかいが始まってからこれまでに、縁ゆかりが再生能力を働かせた回数は二ふた桁けたに達する。

　魔ま力りよくは残り少ない。再生の速度も落ちてきている。

　これ以上、傷は負えない。

　軽く頭を振って、縁は意識にかかり始めていた靄もやを払った。

　全力で燐りんに挑んだものの、傷一つつけられないまま、追いつめられてしまった。

　闘いが本格化して間もなく、急に視界がぼやけ、ひどい頭痛に見舞われてしまったのだから、どうしようもない。

　いつもの発作が、よりによって闘いの最中に起こってしまったのだ。

　発作そのものはすぐに治まったものの、動きを鈍らせている間に、深い傷をいくつも負わされた。

　一方的な闘いになってしまったが、腕の中のユキには、未いまだ傷一つついていない。

「あんたに命の心配なんかされたくない！」

　叫んで、縁は燐に紫電を放った。

　しかし、それは腕の一ひと薙なぎによって、簡単に消し去られてしまった。

「くっ……」

　燐が動いた。

　空間転移と見み紛まがうような速さで縁との距離を詰め、突きを繰くり出してくる。

　その切っ先が狙ねらうのは、左腕に抱かれたユキ。

　縁は懸けん命めいに身を撚ひねったが、かわしきることはできなかった。

　白はく刃じんが右胸を貫く。

「──っ！」

　声にならない悲鳴をあげて、縁は仰あお向むけに倒れた。

「う……あ……」

　痛みに喘あえぎながらも、縁は首を動かし、ユキを見た。

　体毛こそ縁の血で斑まだらに汚れてしまっているものの、ユキに怪け我がはない。

　ユキを安心させるために笑いかけようとした縁だったが、激痛に遮られ、不自然に顔を引きつらせることしかできなかった。

「そのまま動かないでください」

　傍らに立った燐が、ユキを突き殺すべく太刀たちを振りかぶる。

「させ……ない……」

　腕を伸ばし、縁は燐のパンツの裾すそを握りしめた。

　燐の蒼あおい瞳ひとみが、縁の金きん褐かつ色しよくの瞳を捉とらえる。

「……ユキは、殺させ、な、い……」

　縁が歯を食いしばって、獣けものの唸うなりのような声を出すと、それまで感情の色のなかった燐の瞳に、苦渋の色が滲にじんだ。

「どうして……」

　血ち糊のりのついた切っ先をユキに定めたまま、燐りんは問いかけてきた。

「自らの命を盾にしてまで、その『桜さくらの妖よう魔ま』を守ろうとするのです？」

「言っただろ……」

　気を抜けば薄うすらいでしまうだろう意識を懸けん命めいに保たせながら、縁ゆかりは答えた。

「こいつは、僕と同じなんだ」

「ですが──」

「撃うち合ってる最中に、僕の動きが急に鈍くなっただろ？」

「ええ。あれは……？」

「発作だよ。半年くらい前から頻ひん繁ぱんに具合が悪くなるようになったんだ。頭が痛くなったり、手足が痺しびれたり……」

　縁の言葉は、燐に目を見開かせた。

「それは──」

「そ。始まったんだ。肉体の崩ほう壊かいが」

　唇を引き結び、眉み間けんに深い皺しわを刻んで、燐は縁から目を背けた。

　燐は、縁が長くは生きられないという宿命を背負っていることを、知っている。

　縁の肉体がいずれ崩壊を始めるという未来を視み、桜に告げたのは、他ほかならぬ燐なのだ。

「同じなんだ。ユキも」

　燐は再び目を見開き、縁に向き直った。

「どういう、ことです？」

「そのまんまの意味だよ。ユキも肉体の崩壊が始まってるんだ。長くは生きられないんだ」

「それは……確かなことなのですか？」

　縁は頷うなずき、話した。

　ユキが二カ月前から、自分と同じように幾度となく変調に見舞われていることを。

「ですが、変調の原因があなたと同じだとは限ら──」

「わかるんだ。僕には」

　燐の言葉を遮って、縁は言った。

「同じだから」

　同じだから。

　その言葉を、縁は燐には聞き取れないような小声で繰くり返した。

「それは、『桜の妖魔』は皆、短命ということなのですか？」

「そこまではわからないよ。ユキ以外の『桜の妖魔』なんて見たこともないし、それにユキはマイノリティーだから。言っただろ？　ユキは人間を糧かてにしないタイプだ、って」

　燐りんは、しばしの沈ちん黙もくの後、言った。

「たとえ、あなたがユキと呼んでいるその『桜さくらの妖よう魔ま』が、短命で人間を糧かてにしない類たぐいであったとしても、私は見逃すわけにはいかないのです」

「桜の名残だから？」

　頷うなずいた燐を、縁ゆかりは鼻で笑った。

「桜の名残は全部消すっていうんなら、あんたはユキと僕を殺した後で、自殺しなくちゃいけないね」

　縁は燐から視線を外し、続けた。

「桜に操られるまま、何百人って殺してきたんだろ？　あんただって桜の名残だ」

「私は──」

「違う？」

「いいえ」

　答えた燐に、縁は視線を戻した。

　彼女の蒼あおい瞳ひとみに浮かんでいるのは、怒りではなく、愁うれいだった。

「あんたが『桜の妖魔』を狩ってる理由の半分以上は、罪滅ぼしだろ？」

「ええ……」

「あんたは、そうやって生き方を選ぶことができる。こうと決めたことをやり遂げる時間がある。でも、僕とユキには時間がないんだ」

　握りしめたままだった燐のパンツの裾すそを放し、縁はその手でユキの頭を撫なでた。

「僕とユキにできることは、生きることだけなんだ」

「……」

「誰だれも傷つけたりなんかしないから……だから……」

「……」

「奪わないでほしい」

　そっとしておいてほしい。

　燐の言葉は、すぐには返ってこなかった。




「いてて……」

　顔を歪ゆがめつつ立ちあがった縁は、ユキを抱き直して、長い息を吐いた。

　燐に貫かれた胸は、未いまだずきずきと疼うずいていたが、傷そのものは既に塞ふさがっているので、直に痛みもなくなるだろう。

　縁は空を仰ぎ、月に向かって、「ありがとう」と呟つぶやいた。

　月がなにかをしてくれたというわけではないのだが、どうしても誰かに礼を言いたい気分だった。

　燐りんには、言いそびれてしまった。

──ひどいことも言っちゃったからな……また会うことがあったら、その時は謝あやまらないと。

　他人への感かん謝しやの気持ちと、謝罪の気持ち。

　どちらも桜さくらが生きていた頃ころの縁ゆかりにはなかったものだ。

　変わったものだと、つくづく思う。

　微苦笑して、縁は月からユキに目を移した。

　燐は、ユキを殺さなかった。

「その『桜の妖よう魔ま』、あなたに預けましょう」

　長い沈ちん黙もくの後、燐は太刀たちを収め、抑揚を殺した声で言った。

「ただし、その『桜の妖魔』が、一人でも人間を襲おそった場合には──」

「うん」

　言われるまでもないことだったから、縁は頷うなずくことで、燐の言葉を遮った。

「ユキが人間を襲うことなんてありえないけど……もし、万が一にもそんなことがあったら……その時は、ユキは僕の手で殺すよ」

　それは、ユキを自分の許もとに置いておくと決めた際に、自分に誓ったことだった。

「信じます」

　そう言い残して、燐は空間転移で去った。

「僕も大変だったけど、おまえもよく我慢したよな」

　縁は微笑ほほえんで、ユキの頭をポンポンと叩たたいた。

　燐が気づいていたのかどうかはわからないが、縁と燐が闘たたかっている最中、何度かユキが殺気に満ちた魔ま力りよくを角に漲みなぎらせたことがあった。

「僕を守ろうとしてくれたんだよな」

　ユキが角に魔力を漲らせる度に、縁は腕にいっぱいの力をこめて、ユキを抑えた。

　そうしていなかったら、ユキは出会った時の妖魔の姿になって、燐に襲いかかっていたかもしれない。

「おまえは、偉いよ」

　縁や我が身に危機が迫っても、それでも人間を襲ってはいけないという言いつけを守り抜いたのだから。

　褒ほめられて嬉うれしいのか、あるいは労ねぎらってくれているのか、ユキはぐーっと首を伸ばして、縁の口をぺろぺろとなめた。

　くすぐったいうえに生温かくて、気持ちいいとはいえなかったが、縁はしたいようにさせた。

　口のみならず頰ほおやあごまでしつこくなめまわして、縁の顔の下半分をべとべとにしたユキは、それで満足したのか、眼めをキラキラさせて、きゃん、と一声鳴いた。

「相変わらず、おまえの声は響ひびくな」

　耳の痛みに顔をしかめつつも、縁ゆかりは笑い、ユキの頭をぐしゃぐしゃに撫なでた。

「行こうか。レインが待ってる」

　翻ひるがえって、縁は歩き出した。




　時間が流れ、季節は移ろいだ。

　十カ月。

　縁は、二匹の相棒とともに日本中を渡り歩いた。

　春には、桜前線に従って列島を南から北へと縦じゆう断だんした。

　花見客のいない場所を見つけて、そこで貸しきり気分を味わいながら花を眺めるのが楽しかった。

　夏には、海や川で遊んだ。

　レインは水を嫌がったが、ユキは大はしゃぎで泳いだ。

　ユキの泳ぎ方は、やっぱり犬かきだった。

　秋の間は京都に留とどまって、山々が色づいてゆく様を見守った。

　夏の終わりまでは、毎日の発作に苦しみながらも遊ぶことができていたユキだったが、秋の初めに一際重い症状に見舞われ、生死の境をさ迷ってからは、寝こみがちになった。

　そして、季節は冬。

　縁とユキが出会ってから、一年。

　相応ふさわしい夜だった。

　塗りつぶしたような濃こい闇やみに、純白が舞っている。

　今にも、しんしんと音が聞こえてきそうな静寂に身を委ゆだねつつ、縁は規則的に手を動かしていた。

　赤ん坊を寝かしつけようとする母親のように、静かに、優しく、膝ひざの上にある命を撫でる。

　もう、三十分以上もそうしている。

　頭にも肩にも雪が積もっていたが、払わない。

　傍らのレインも同じ。降り積もるそれが、弟分と同じ名前であるということが、あるいはわかっているのかもしれない。

　ユキと出会った公園。

　別れは、出会いの場所で。

　そう思って、縁はこの場所へとやってきた。

　目に映るすべてのものが、白い化粧を施されている。

　ユキの色に染まっている。

　しかし、当のユキには、その光景は見えてはいない。

　瞼まぶたは薄うすく開いてはいるものの、ユキの視力は一週間以上も前に既に失われていた。

「なあ、ユキ」

　もう、かすかに背中を上下させることしかできなくなってしまったユキに、縁ゆかりは問いかけた。

「僕たちと一緒にいて、おまえは幸せだったか？」

　答えは、返らない。

「僕は、おまえと出会えて……おまえと一緒にいられて、よかったよ」

　毎日の発作は辛つらかったし、同様の発作に苦しむユキの姿を見るのも辛かったが、それでも寂しいと感じたことは、一度もなかった。

「おまえとレインが教えてくれたんだ。幸せが特別なものなんかじゃないってことを」

　一心不乱にバニラアイスを食べるユキ。

　しつこくユキにじゃれつかれて難なん儀ぎするレイン。

　そんな相棒たちの姿に笑っている自分。

　日々繰くり返されるそれらの光景の中に、縁は求めていたものを見つけた。

「さよならなんて、言わないからな」

　遠くないうちに、自分も側そばにいくことになるだろうから。

「向こうで会えたら、そうしたら、また一緒に遊ぼうな」

　ユキの顔を覗のぞきこんでいたレインが、ふっと縁を見あげた。

　うん、と頷うなずいて、縁はユキを撫なでる手を止めた。

　ユキはもう、動かなくなっていた。

　胸に触れてみても、そこに鼓動はない。

　薄うすく開いたままの眼めを閉じてやり、縁は言葉をかけた。

　さよならに代わる言葉を。

「ありがとう」

　と──。
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　魔ま力りよくを不可視の刃やいばとして撃うち出す。

　それが、その『桜さくらの妖よう魔ま』の能力だった。

　正面に鋭えい利りな気け配はいが奔はしる。

　左手に呪じゆ符ふを呼ぼうとしていた燐りんは、その動きを中断して、太刀たちを振るった。

　金属音と硬質な手て応ごたえ。

　だが、それで防ぎきれたわけではなかった。

「つ──っ！」

　左の二の腕と右の腿ももに走った痛みに、燐は顔を歪ゆがめた。

　この『桜の妖魔』は、一度に複数の刃を撃つことができる。一本を叩たたき落としたからといって油断はできない。

　痛みを殺すために歯を食いしばって、燐は『桜の妖魔』を睨にらみ見た。

　鼬いたちだ。虎とらやライオンといった大型の肉にく食しよく獣じゆうより、一回り大きい。体毛は頭から尻尾しつぽの先まで真白く、燐を見返す眼めだけが赤い。

　燐は太刀を構え直し、改めて左手に呪符を呼んだ。

　燐が『桜の妖魔』──鎌かま鼬いたちと遭遇したのは、住宅地のど真ん中だった。

　早朝ということで幸いにも周囲に人ひと気けはなかったものの、民家が並ぶ場所で闘たたかうことはできないと、燐はいくらか離れたところにある学校の体育館裏まで鎌鼬を誘いこんだ。

　途中で浅い傷をいくつも負わされたが、ここまで来れば一般人を巻きこむことを気にせずに闘える。

　燐は左手に構えた三枚の呪符を、まとめて投げ放った。

　同時に鎌鼬が地を蹴けった。

　呪符は雷光と化し、投と網あみのように広がったが、もはやそこに鎌鼬の姿はなかった。

　その時には既に、鎌鼬は燐の横手に回っていた。

　驚きよう異い的な速さだが、燐の目はしっかりとその動きを追っていた。

　耳を塞ふさぎたくなるような金切り声をあげて、鎌鼬が突っこんでくる。

　燐は新たな呪符を呼びつつ、飛び退のいた。

　体当たりそのものは避けることができたのだが、鎌鼬が同時に放っていた見えざる刃までは避けられなかった。

　すれ違いざま脇わき腹ばらを襲おそった衝しよう撃げきに、燐は大きくよろめいた。

　振り返った鎌鼬が口の端を吊つりあげる。勝利を確信しての笑みだろう。

　だが、燐は倒れなかった。

　踏ん張り、地を蹴る。

　鎌鼬には劣るものの、燐の速さは並の人じん狼ろう族ぞくを遥はるかに上回る。

　油断していた鎌鼬との間合いを詰めることは、難しくなかった。

　赤い眼めを見開いた鎌かま鼬いたちの頭部めがけ、太刀たちを繰くり出す。

　スピードの乗った避けようのない一いち撃げきだったが、傷の痛みがわずかに狙ねらいを狂わせた。

　頭部を刺し貫くはずの刃やいばは、首の付け根から脇わき腹ばらまでを浅く斬きり裂くだけに終わってしまった。

　再び金切り声をあげて、鎌鼬が右腕に嚙かみついてきた。

　ナイフのような牙きばによって二の腕を一いつ瞬しゆんのうちにズタズタにされた燐りんは、たまらず悲鳴をあげて太刀を取り落とした。

　腕から牙を離した鎌鼬が、今度は喉のど笛ぶえを嚙みちぎろうと首を伸ばしてきたが──燐はさせなかった。

　左腕を全力で振るい、呪じゆ符ふを鎌鼬の横腹に叩たたきつける。

　呪符は蒼あおい炎と化して、鎌鼬の全身を包みこんだ。

　三度金切り声を響ひびかせて、鎌鼬が燐から離れる。

　追い撃うちをかけるべく燐は太刀を拾おうとしたが、右腕は動いてくれなかった。

　一いつ瞬しゆんの隙すき。鎌鼬は、その隙を見逃さなかった。

　左手で太刀を拾い、鎌鼬に向き直った燐を、見えざる刃が襲おそった。

　両肩を、脚を、胸を、衝しよう撃げきが貫き──燐は後ろに倒れた。

　その拍子に手からこぼれた太刀が、苔こけの生えた土の上を、かちゃかちゃと軽い音をたてて転がる。

　すぐに立ちあがろうとしたが、動いたのは首から上だけだった。

　朝日が目に刺さる。眩まぶししさと傷の痛みに燐は固く目をつむった。

　どこかで勢いよく水音があがった。

　遠くはないが、間近でもない。

　なぜ、こんなところで水音が聞こえるのだろう？　燐は疑問に思った。

　体育館の隣となりに屋外プールがあるのだが、その存在は燐の頭から飛んでいた。

──立たないと……。

　再度立つことを試みた燐だったが、やはり首から上しか動かなかった。

　意識が痛みに蝕むしばまれていく。

　ややあって、

「燐さん！」

　場に叫び声が響いたが、その時にはもう燐の意識は失われていた。




　南なん原ばら睦むつ美みの朝は早い。

　中学、高校と、自分と兄の弁当を作るために毎朝六時に起きていた習慣が、弁当を作る必要のなくなった現在になっても残っているのだ。

　この日、睦むつ美みはいつもより三十分以上も早く目覚めた。

「まぶし……」

　カーテンを閉め忘れた東側の窓から、真っ白な朝日が鳥と蟬せみの声とともに遠えん慮りよなく入りこんでいる。

　まだ五時半前だし、なにより大学は既に夏休みに入っているので、このまま二度寝しても問題なかったのだが、睦美は起きることにした。

「ふわぁ～」

　恥じらいもへったくれもない大あくびをかましながら洗面所に向かい、顔を洗って適当に髪を梳すく。寝ね癖ぐせはないので、これで充分。

　そして、自室に戻ってＴシャツとショートパンツに着替えると、朝食を作るためにキッチンに入り、冷蔵庫を開けた。

「ありゃ」

　目玉焼きとトーストを作るつもりだったのだが、玉子も食パンも切れていた。

「ってゆーか、ものの見事になにもないわね……油断してたわ」

　冷凍庫にアジが入っていたが、アジを朝食にするにはご飯とみそ汁が必須になってくるので、却下。

　面めん倒どうだから、という理由ではない。ご飯にしろ、みそ汁にしろ、鷹たか秋あきが留守にしているので、作ったところで余ってしまうのだ。

　少し考えた末、睦美は散歩がてら近所のコンビニまで朝食を買いに行くことにした。

　財布をポケットに突っこんで、外に出る。

「うん、今日もいい天気！」

　空の青さと朝日の眩まぶししさに目を細め、睦美はぐーっと両腕を伸ばした。

　先週の頭に梅雨つゆ明け宣言が出されて以来、快晴が続いていた。

　今日も陽ひ射ざしの強い、暑い一日になるのだろうが、この時間の空気は程々にひんやりしていて、肌にも肺にも心地いい。

──ウチのバカ兄貴は、今日あたり帰ってくるのかな？

　大学が休みに入るや否や、

「ちょっくら籠こもってくる。来月の頭には一いつ旦たん帰る」

　嫌がる真ま矢やを無理やり連れて、秩ちち父ぶの修行場に出掛けた兄のことを考えながら、睦美は通りに出た。

──お兄ちゃんが修行バカなのは元からだけど、輪がかかっちゃった感じよね。

　昨年の秋の終わり頃ころから、毎週末や大学が長い休みに入る度に、鷹秋は真矢を連れて秩父に赴き、命の危険があるような激しい修行を行うようになっていた。

　それ以前から早朝や深夜に近所の公園で修行をしてはいたが、その頃ころとは気合の入り方が全く違う。

　公園での修行には睦むつ美みも参加しているのだが、秩ちち父ぶでの修行は、「こっちは、おまえじゃついてこれない」と言われ、参加させてもらえないでいる。

──『桜さくらの妖よう魔ま』の強さが身に染みたっていうのもあるんだろうけど、それ以上にあの女性ひとの影えい響きようが大きいよね、やっぱり。

　燐りん。

　香か沙ざ薙なぎの一族、唯一の生き残りである女性。

　超一流の術者であると同時に剣技にも長たける彼女は、『院いん』と行動を共にすることなく、

『桜の妖魔』と闘たたかい続けている。

　彼女との出会いが、鷹たか秋あきを変えた。

──変わったのって修行の量だけじゃないのよね。たいして面おも白しろくないことでも、やたら楽しそうに笑ったり、かと思ったら一日に何度も物もの憂うげなため息ついたり……。

　わかりやす過ぎると、睦美は思う。

──でも、お兄ちゃんがあんなになっちゃうのも仕方ないか。燐さんって、お兄ちゃんの理想そのままって感じだもんね。

　もう何年も前のことだが、睦美は訊たずねたことがある。

「お兄ちゃんって、どんな女性が理想なの？」

　その問いに、鷹秋はこう答えた。

「どんなデカい敵にも、怯ひるまずに立ち向かっていける女だな」

　その答えは、睦美を驚おどろかせると同時に呆あきれさせ、ついでに心配させた。

「それって、人じん狼ろう族ぞくとか術者とか、そういう女の人としか付き合うつもりはないってこと？」

　さらに訊ねた睦美に、鷹秋が返した答えは、こうだった。

「女は骨だ」

　わかりやすいのかわかりにくいのか微妙な答えだが──燐が、鷹秋の言う『骨』のある女性であるということは、わかる。

「でも──」

　赤信号の手前で足を止め、睦美は顔を渋めた。

──燐さんが、お兄ちゃんの気持ちに応こたえてくれることって、ありえるのかな？

　目の前を大型トラックが立て続けに二台通り過ぎ、さわやかな朝の空気が排気に濁にごった。

──だって、燐さんは……。

　燐は、恋仲にあった異母兄・香沙薙桂けいを、桜との闘いで亡くしている。

　その心の傷は、四年経たった現在でも癒いえきってはいないはずだ。

　それに恋愛下手べたな──というより、闘い以外の万事が不器用な鷹秋が、上手うまくアプローチできるとも思えない。

──お兄ちゃんが燐りんさんと、っていうか、女の人と付き合ってる姿って、どうしても想像つかないのよね。

　睦むつ美みは渋い顔をしたまま、歩き出した。

　信号はまだ赤だったが、左右どちらからも車は来ていないので無視する。

　血の匂においが鼻孔をかすめたのは、横断歩道を渡りきり、信号が赤から青に変わった瞬しゆん間かんだった。

「え──？」

　思わず立ち止まった睦美は、すぐに表情を引きしめ、嗅きゆう覚かくを高めつつ視線を方々に巡らせた。

　数秒後、睦美の視線は正面に伸びる上り坂に据えられた。

「こっち！」

　睦美は駆け出した。

　血の匂においは坂の先から漂ってきている。

　片側の歩道に桜さくら、もう片側には銀杏いちようが等間隔で植えられているその坂は、百メートルを超える長さと急な勾こう配ばいから、地元民には『地じ獄ごく坂ざか』という、ありがちな呼称を与えられていた。

　だが、その地獄坂も人じん狼ろう族ぞくである睦美にとっては平地と変わらない。

　あっと言う間に坂を登りきった睦美は、そのまま止まることなく校門を飛び越えた。

　そこは、かつて睦美と鷹たか秋あきが通っていた市立中学校。

　訪れるのは卒業式以来だが、懐なつかしんでいる場合ではない。

　血の匂いが漂ってくるのは、体育館の方面から。

　睦美は真っすぐそちらに向かい、体育館の正面入り口の手前で一度足を止めた。

　血の匂いは、かなり濃こく感じるようになっている。近づいている証拠だ。だが見回してみても、あたりには誰だれの姿もない。

　睦美は、さらに嗅覚を研ぎ澄すまし、

──裏口の方！

　再び駆け出した。

　激しい水音が聞こえたのは、角に差しかかった瞬間だった。

　ビクッと立ち止まった睦美は、左手を向き、見た。

　金網の向こう──プールの中から、大型の四し足そく獣じゆうが水みず飛沫しぶきを纏まとって飛び出すのを。

──魔ま物もの──!?

　あるいは、『桜の妖よう魔ま』か。

　灼やけるような赤い眼めと膨ふくらんだ長い尻尾しつぽが特徴的なその異形は、全身に酷ひどい火傷やけどを負っていた。

　体毛はほとんど失われ、さらにはその下の皮ひ膚ふまでめくれて、肉が露あらわになっている。

　その凄せい惨さんな姿に睦美は息を吞のみ、全身を強こわばらせた。

　異い形ぎようはプールサイドに着地すると、またすぐに跳ちよう躍やくし、睦むつ美みが立っているのと反対側の金網を越えて、そのまま走り去った。

　異形が視界から完全に消えるまでの間、睦美は瞬まばたきも忘れて立ち尽くした。

　不意に敵と遭遇した場合、敵がこちらの存在に気づいていないのであれば、まずは隠れて気け配はいを殺すようにと鷹たか秋あきには教えられていたが、思考も身体からだも動かなかった。

　喉のど元もとに吹き出してきた汗を掌てのひらで拭ぬぐった睦美は、振り返って角を曲がり、また息を吞のんだ。

　五、六メートル先──裏口の手前に人が倒れていた。

　睦美は駆け寄り、さらに驚おどろいた。

　倒れていたのは、睦美の知る人物だったのだ。

「燐りんさん！」

　悲鳴じみた声をあげて、睦美は燐を抱え起こした。

　血まみれの燐に、意識はなかった。

「燐さん」

　呼びかけつつ軽く身体を揺すってみたが、彼女の瞼まぶたは開かない。

　焦しよう燥そうが睦美の胸をかき乱した。

　燐の出血は止まっていない。血の匂においが濃こくなっていくにつれ、生命の匂いが薄うすまっている。

　睦美は表情を引きしめて燐を背負い、傍らに落ちていた太刀たちを拾った。

　ホワイトウルフである睦美には、治ち癒ゆの能力──ヒーリングがある。

　この場で治ち療りようできればいいのだが、先程の異形が戻ってこないとも限らない。

「すぐに治療しますから、頑張ってくださいね！　死んでもいいなんて絶対に思っちゃダメですよ！」

　聞こえていないとはわかっていたが、それでも睦美は檄げきを飛ばして、自宅からここまでの道を引き返した。




　疲れた。

　燐が負っていた傷は数が多いうえに一つ一つが深く、全すべての傷を塞ふさぎ終えた時には、時計の針は十一時を回っていた。

「もう一踏ん張り！」

　自らの頰ほおをバシバシと叩たたいて、頭にかかり始めていた靄もやを払った睦美は、濡ぬれたタオルで血に汚れた燐の身体を拭った。

　これがまた重労働で、冷房がかかっているにもかかわらず、睦美は汗だくになった。

「やっぱり綺き麗れいには落ちないなあ……これだから血って嫌なのよね……」

　ぼやきつつ、自分用に持ってきていたタオルで顔と首の汗を拭った睦美は、タオルを洗面器に放って、燐にシーツをかけた。そして燐の顔を見やる。

　顔色は、肌の色が褐かつ色しよくなのでよくわからないが、表情は穏おだやかなので、もう心配はいらないだろう。

「さてと……これは、もう捨てちゃっていいよね」

　睦むつ美みは立ちあがって、部屋の隅に放っておいた燐りんのシャツとジーンズ、それに下着を拾った。

　どれも血に汚れ、あるいは切れたり穴が空いたりしているので、もう着られない。

　適当に丸めて脇わきに抱えた睦美は、逆の手に洗面器を持って部屋を出た。

　血を吸ったタオルと燐の衣装をゴミ袋に突っこみ、洗面器をバスルームに戻す。それからキッチンで麦茶を一杯飲んで部屋に戻ると、燐が身体からだを起こしていた。

「ここは……」

　生気の薄うすい目を、ふらふらとさ迷わせている。

「あたしの部屋ですよ」

　ベッドに近づきつつ答えると、燐はそこでようやく睦美の存在に気づいたらしく、見開いた目を睦美に向けてきた。

「あなたは……」

「睦美です。南なん原ばら鷹たか秋あきの妹」

「なぜ、あなたが……？」

　睦美はベッドの傍らに腰を下ろし、これまでの経けい緯いを説明した。

「そうですか……」

「運がよかった、って言うと違うのかもしれないけど……でも、すごい偶然だと思います。燐さんが倒れたのがウチの近所じゃなかったり、あたしが散歩に出掛けていなかったりしたら、燐さんは、きっと今いま頃ごろ……」

「ありがとうございました」

　燐は姿勢を正し、深々と頭こうべを垂れた。

「あたしは当たり前のことをしただけなんですから、頭をあげてくださいっ！」

　睦美は、わたわたと両手を動かした。

　年長者に丁寧に頭を下げられると、恐きよう縮しゆくしてしまう。

「それに、あの逢おう錬れんとかいう『桜さくらの妖よう魔ま』と闘たたかった時は、あたしが燐さんに助けられたんですから」

　狒ひ狒ひの姿をした『桜の妖魔』──逢錬と闘ったのは、昨年の秋のこと。

　燐の参戦がなければ、睦美、鷹秋、真ま矢やの三人は確実に殺されていた。

　燐が頭をあげ、微笑ほほえむ。

「逢錬との闘いでも、助けられたのは私の方です。逢錬を討ったのは、あなたのお兄さんなのですよ」

「えっ、そうなんですか？」

　睦むつ美みは目をパチパチさせた。

　初耳だった。逢おう錬れんとの闘たたかいについては鷹たか秋あきから聞いていたが、鷹秋の口から出る言葉のほとんどが燐りんの闘いぶりへの賛辞だったので、てっきり逢錬を仕留めたのは燐なのだと思っていた。

──やるじゃない、お兄ちゃん。

　それならば、少しは燐にいいところを見せることもできたということか。

　密ひそかに兄を見直していると、

「『桜さくらの妖よう魔ま』の傷は、どの程度でしたか？」

「え、あ、はい？　なんです？」

　聞いていなかった睦美は、慌てて聞き返した。

「あなたが見た『桜の妖魔』の傷は、致命傷でしたか？」

「うーん……全身に酷ひどい火傷やけどを負ってはいましたけど、動きはしっかりしていましたから、致命傷ではないと思います」

「そうですか……」

　かすかにうつむき、燐はため息を含んだ声をこぼした。

　睦美は、そんな彼女の横顔から何の気なしに視線を下げ、目を丸くした。

　治ち療りようのために服を脱がされ、下着すら身につけていない燐は、いつの間にかシーツをほとんどはぐっており、上半身と片足をすっかりさらしていた。

　思わず、まじまじと見てしまう。

──治療してる時も思ったけど、やっぱり燐さんって羨うらやましいスタイルしてる……。

　瘦やせぎすでもなければ、太っているわけでも決してない、脂肪と筋肉のバランスの取れた肢体。

　褐かつ色しよくの肌には十代の少女しか持ちえないような張りがあり、しっかりとくびれたウエストからヒップまでのラインは、女の睦美から見ても艶なまめかしい。

　そして、標準サイズの睦美のそれよりも一回り大きく、なおかつ弾力があると一目でわかる、形のいい胸。

──女のあたしでも触ってみたくなるわ、あれは。

　などと思っていると、燐が完全にシーツをはぐって、ベッドから下りた。
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「燐さん？」

「私の服はどこでしょうか？」

　きょろきょろと室内を見回す燐に、睦美は服は全すべて処分したことを話した。

「でしたら、なにか着る物を貸していただけないでしょうか？」

　せめて立ちあがる前にシーツを身体からだに巻くとかすればいいのにと思いつつ、睦美は答えた。

「あたしのでよければ貸しますけど……でも、まだ安静にしてなくちゃダメですよ」

「もう大丈夫です」

　きっぱりと言った燐りんだったが、一歩歩いたとたん、大きくよろめいた。

「危ない！」

　睦むつ美みは咄とつ嗟さに彼女を抱き止め、

「あれだけ出血したんですから、まだしばらくは動けませんよ」

　ベッドに横たえ、シーツをかけた。

「ですが、一刻も早く『桜さくらの妖よう魔ま』を仕留めないと……せっかく与えた傷が癒いえてしまいます」

　言いながら再び起きあがろうとした燐の両肩をぐっと押さえ、

「ダメです」

　睦美はぴしゃりと言った。

「あなたを治ち療りようしたあたしには、あなたが完全回復するまで見守る義務があります。お願いですから従ってください」

　燐は困ったような顔で口を開いたが、なにも言わずにその口を閉じ、代わりに頷うなずいた。

「とにかく、もう一度眠ってください」

「はい」

　燐は、もう一度頷いて、目を閉じた。

　起きているのも辛つらかったのだろう。呼吸は間もなく寝息に変わった。

「こんな状態で『桜の妖魔』と闘たたかおうとするなんて、燐さんって案外、無む茶ちやな人なのね……」

　睦むつ美みは燐りんの額ひたいに手を伸ばし、汗で張りついた前髪を指先でそっとのけた。




　シャワーを浴びて汗を落とすと、疲れも一緒にいくらか落ちてくれた。

　それから睦美は、朝の散歩では果たせなかった買い物に出掛け、その道中で兄に電話をかけた。

　しかし、繫つながらなかった。

　まだ兄は、秩ちち父ぶの山奥で修行に励んでいるのだ。

──今月の頭には一いつ旦たん帰るって言ったくせに……もう五日よ？

　大きな怪け我がなどしていないだろうか。

　食事は、しっかり摂とっているのだろうか。

　下着は毎日替えているのだろうか。

　きっと髭ひげは伸び放題になっているに違いない。

　ただでさえ目つきが悪く、あまり他人には好印象を持たれないのだから、せめて不ふ潔けつにだけはならないようにと日ひ頃ごろから口をすっぱくして言っているのだが、睦美の目が離れるとすぐにだらしなくなる。

　携帯電話をポケットに戻して、睦美はため息をついた。

──あたしって、なんでこうお兄ちゃんの心配ばっかりしてるんだろ？

　二十歳を目前に控えた乙女が頭の中を兄でいっぱいにしているなど、不健全にもほどがある。

──やっぱり、彼氏作った方がいいのかな……。

　そうは思うのだが、なかなか実行に移せないでいた。

　大学になど通っていると、言い寄ってくる男はちらほらといるのだが、これぞ、という男との出会いは、今のところなかった。

　それに睦美は人じん狼ろう族ぞくだ。同族以外と付き合おうとすれば弊へい害がいは少なくない。

──あたしもこの先、色々と考えなくちゃいけないけど、まずはなによりお兄ちゃんよね。

　睦美が鷹たか秋あきの心配ばかりしてしまうのは、鷹秋がだらしないせいだ。

　鷹秋が面めん倒どう見のいい恋人を作ってでもくれない限りは、自分の幸せは考えられそうにない。

──燐さんが、お兄ちゃんのことを好きになってくれればいいんだけど……。

　可能性の全くない恋だと思っていたが、鷹秋は逢おう錬れんとの闘たたかいで頼もしいところを見せているという。

　万に一つくらいの望みは、あるかもしれない。

──応援するわよ、お兄ちゃん。

　うんざりするくらいに青い空を仰いで、睦美はぐっと拳こぶしを握りしめた。




　兄の恋を応援すると決めたはいいが、肝心の兄がいないのではどうしようもないと、買い物から帰った睦むつ美みは、もう一度兄に電話をかけたが、やはり繫つながらなかった。

「バカ兄貴」

　携帯電話をテーブルの真ん中に放って、睦美はツナサンドを頰ほお張ばった。

　咀そ嚼しやくしながら燐りんに買ってきた下着を手に取って立ちあがり、自室に向かう。

　エアコンの冷気が溜たまらないよう半開きにしておいた襖ふすまをそっと開くと、睦美は眩まぶしさに目を細めた。

　カーテンを閉め忘れていた窓から、西日が容赦なく注ぎこまれていた。おかげで冷房の効果はほとんど殺されてしまっている。

「わ」

　睦美は、小走りで窓に向かってカーテンを閉め、燐を見た。

　燐は眠っていた。髪の生え際や首筋、胸元には汗が滲にじんでいたが、寝顔そのものは穏おだやかだった。

　音をたてないよう気をつけながら、整理ダンスの奥から、買ったはいいが勿もつ体たいなくて着ていなかったシルクのパジャマを引っ張り出し、新品の下着と一緒にベッドの傍らに置く。

「これでよし、っと」

「睦美さん」

　部屋を出ようとしたところで、呼ばれた。

　睦美は振り返って、

「起こしちゃいました？」

　ベッドの傍らに戻った。

「気になさらないでください。私の眠りはいつも浅いですから」

　燐が身体からだを起こす。

「そうですか……。あっ、あらかじめ言っておきますけど、闘たたかいに行くのは今日は絶対にダメですからね」

　睦美が人差し指を立てて言うと、燐は苦笑して頷うなずいた。

「素直でよろしい」

　燐は、今度は朗らかに笑った。

　睦美も笑った。

「あ。パジャマと下着、そこに置いておきましたから」

「ありがとうございます」

　会釈して、燐がパジャマと下着を手に取る。

「でも、それ着る前にシャワー浴びた方がいいかも。寝汗いっぱいかいてたし、血の汚れも残ってるから」

「そうですね」

「それじゃあ、ちょっと待っててくださいね」

　睦むつ美みは部屋を出て脱衣所に向かうと、バスタオルを一枚取って部屋に戻った。

「これ、使ってください」

「すみません」

　身体からだに巻くために渡したのだが、燐りんは下着やパジャマと一緒に胸に抱え、ベッドから下りた。

　非のうちどころのない褐かつ色しよくの肢体が、再び目の前にさらされる。

　身長は睦美と変わらないというのに、ヒップの位置が全然違う。

──ううっ、また……。

　ただ大らかなだけで、スタイルを見せつけているつもりなど燐にはないのだろうが──妬ねたましくなるのでやめてほしい。

「えっと、じゃあ、こっちです」

　燐をバスルームまで案内しながら、睦美は先日テレビで観みたヒップアップに効くという体操を、今度は投げ出さずに続けてみようと心に決めた。




　日が沈み、昼の色がすっかり失うせた時間になっても、鷹たか秋あきからの連絡はなかった。

──バカ兄貴。

　驚おどろいたことに、燐はもうすっかり回復していた。

　明日になれば彼女はここを出て行き、仕留め損ねた『桜さくらの妖よう魔ま』との闘たたかいに赴くだろう。

　このままでは、鷹秋が彼女と会える可能性は薄うすい。

──引き留めたって無駄だろうし……。

　睦美は横目で燐を見た。

　居間のソファーに睦美と並んで座っている燐は、じっとテレビを観ている。

──お兄ちゃんが会えないとなると、あたしがお兄ちゃんをアピールしておくしかないわけだけど……。

　先程からそう思ってはいるのだが、『兄』の話は地雷かもしれないという思いが、睦美の口を重くしていた。

　なにしろ燐の恋人であった香か沙ざ薙なぎ桂けいは、彼女の『兄』だったのだから。

──気の遣いすぎなのかもしれないけど……うーん……。

　燐が、必要以外には自分から話しかけてくることの少ないタイプであることと重なって、二人の会話量は激減していた。

　もう、かれこれ二十分近くも一言も言葉を交わしていない。

──このまま黙だまってたんじゃ、どうしようもないわよね。

　意を決し、兄を売りこもうと睦美が口を開いた時、

「お兄さんは、お帰りはいつも遅いのですか？」

　燐りんが顔と声を向けてきた。

「へ？」

「ご一緒に住んでおられるのですよね？」

「えっ、あっ……それって、お兄ちゃんのことですよね？」

　主語が「お兄さんは」なのだから、間違いなく鷹たか秋あきのことなのだが、睦むつ美みは間抜けにも問い返してしまった。

「ええ」

　訝いぶかりも呆あきれもせず、燐は答えた。

「お会いできるのであれば御ご挨あい拶さつを、と思ったのですが……」

「えーっと……」

　睦美は、鷹秋が山に籠こもって修行していること、今日は恐らく帰ってこないだろうということを、「バカ兄貴！」、内心で毒づきながら話した。

　すると燐は、「そうですか……」、残念そうにこぼした後、

「立派なお兄さんですね」

　微笑ほほえんだ。

「あれだけの実力がありながら、精進を怠おこたらないのですから」

「あっ……えっと……」

「けれど睦美さんにとっては、あまり喜ばしいことではないのかもしれませんね」

「えっ？」

「激しい修行には、やはり危険がつきまといますものね。家族としては心配です」

　その言葉に、睦美は思わず、パン！　と手を叩たたいた。

「そうです！　そうなんです！」

　燐に向かって身を乗り出すようにして、睦美はまくしたてた。

「お兄ちゃんは、あたしに心配ばかりかけるんです！　昔っからそうなんです！　あたしだって心配かけたこともあるけど、でもやっぱり、お兄ちゃんの方が何倍も心配かけてます！　最近は特にです！　お兄ちゃんが怪け我がばかりするから、そのためにヒーリングを覚えたのに、激しい修行をする時は絶対にあたしを連れて行ってくれないんです！　修行が激しければ激しいほど大きな怪我だってしやすくなるっていうのに！　これってナンセンスだと思いません!?　闘たたかいだって、あの逢おう錬れんの時以来いっつも置いてけぼりだし……」

　睦むつ美みの語気が弱まったところで、燐りんが口を開いた。

「お兄さんも、睦美さんのことを心配されているのですよ」

　睦美は、急に恥ずかしくなって、うつむいた。

「それは……わかってます。でも……」

　燐が、くすっと笑った。

「お兄さんの言っていたとおりですね」

「え……？」

　睦むつ美みは顔をあげて、燐りんを見た。

「以前お会いした時に、言っておられましたよ。睦美さんは母親のように自分の世話を焼こうとする、って」

「そんなこと話したんですか？　お兄ちゃんと？」

「ええ。妹さんや身の回りの人たちの話を聞かせてくださいと、私がお願いしたんです」

　燐は微笑ほほえんで、「とても楽しかったですよ、お兄さんのお話は」、そう付け加えた。

「そう、ですか……お兄ちゃんが……」

　鷹たか秋あきが女性と談笑している姿など想像し難いが──とにかく、鷹秋に対する燐の好感度は思っていたよりも高いようだ。

──お兄ちゃんが、あたしのことをどんなふうに話したのか気になるけど……。

　それよりもなによりも、今は兄を売りこむことが最優先だ。

『兄』という単語自体が地雷かもしれないという思いがあったが、こちらの兄の話をする分には問題ないようなので。

「燐さんっ！」

　再び燐に向かって身を乗り出すと、「は、はい？」、燐はのけ反ぞった。

「うちのお兄ちゃんは、目つきは悪いし、要領悪いし、粗暴だし、妹に心配ばっかりかけるような奴やつだけど、でも、いいところもたくさんあるんです！」

「えっ、ええ……」

「聞いてください！　お兄ちゃんのこと！」

　のけ反ったまま、燐は目を瞬しばたたかせた。




　鷹秋が、ただ腕っぷしが強いだけの男ではないということを知ってもらうつもりだった。

　そうして、鷹秋に対する好感度を少しでも上げられれば、と思った。

　なのに──。

「そこでウチのバカ兄貴ったら、そのワイセツ教師のこと殴っちゃったんですよ！　ただでさえ留年してて、目をつけられてたっていうのに！　被害に遭ってた女の子たちが訴えを起こしてなかったら、停学じゃ済まなかったですよ、絶対！　権力を振りかざす奴が許せないとか、困ってる人を放っておけないとか、そういう気持ちはわかるんです。でも、お兄ちゃんの場合は後先を考えなさすぎるんです。いっつもそう！　あの時だって、あたしがどれだけ心配したか……」

　いつの間にか、睦美の口から出る言葉は、鷹秋に対する文句で占められていた。

　これでは目的と逆の効果を与えてしまうとわかってはいるのだが、睦美の口は止まらなかった。

「それに先月で二十四歳になったっていうのに、女性と付き合ったことが一度もないんですよ!?　異常だと思いません!?　モテないわけじゃないんですよ？　中学の時も高校の時も、お兄ちゃんを好きだっていう女の子、実は結構いたんです。不良っぽい男の子って案外モテたりするじゃないですか。なのにお兄ちゃんったら、今は自分を鍛きたえることしか考えられないとか、骨のない女には興きよう味みがないとか、そんなことばかり言って、誰だれとも付き合おうとしないんです。大学だって単位ギリギリだし、卒論だって手付かずみたいだし……本当にもう、自分の人生についてどれだけ考えてるのか……」

　睦むつ美みは、燐りんが相あい槌づちを打つ以外ほとんど口を開かないのをいいことに一人で喋しやべりまくり──言うだけ言って頭が冷えた時には、二時間以上が経過していた。

「ああっ、ごめんなさいっ！　あたしってば一人で……」

　睦美は頰ほおを真っ赤にして、自らのこめかみを拳こぶしでぐりぐりやった。

　ここしばらく鷹たか秋あきに直接文句を言っていないことで溜たまったフラストレーションと、燐が聞き上じよう手ずであったことが相あい俟まって、リミッターが吹っ飛んでしまった。

　自分は、どれだけ鷹秋の短所を口にしてしまったのか。

　こめかみをさらにぐりぐりやりながら、思い返す。

　目つきが悪い。要領が悪い。くしゃみがうるさい。おならが臭くさい。足が臭い。食事中に平気でゲップをする。靴下を裏返しにしたまま洗せん濯たく機きに入れる。お風ふ呂ろで大声で歌う。トイレを汚す。よく物を壊こわす。ケンカっ早い。説教くさい。ｅｔc. ｅｔc.……。

──大失敗だぁ……。

　しかし、いくら悔やもうとも時間は戻らない。

──お兄ちゃんのバカぁ……。

　悪いのは自分ではない。短所だらけの鷹秋が悪いのだ。

　心とこめかみの痛みに、泣きそうになっていると、

「本当に仲がよいのですね。お兄さんと睦美さんは」

「へ？」

　こめかみに拳を押しつけたまま、睦美は燐を見た。

「大切な人が側そばにいるというのは、素す敵てきなことです」

　もし、その台詞せりふを、燐が哀かなしみの色をたたえて口にしたのなら、睦美は自己嫌悪の渦に落ちていただろう。

　だが、燐に哀しみの色はなかった。

　彼女は、笑っていた。

「……」

　睦美は思った。

　燐りんという女性は、自分が思っていたよりもずっと強いのではないか、と。

　だから、訊きいた。

「あの……」

　百パーセント地雷だと思い、訊くに訊けずにいたことを。

「燐さんは、これから先、誰だれかと一緒に生きていくつもりはないんですか？」

　しかし、次の瞬しゆん間かんには、睦むつ美みはその質問を口にしたことを後悔した。

　いくら燐が強いからといって、それが心に土足であがりこむような真似まねをしていい理由にはならない。

　燐の答えを聞くことも、彼女の顔を見ることも怖くなった睦美は、うつむいて、こめかみから外した拳こぶしを膝ひざの上で握りしめた。

「私は、幸せになりたいと思っています」

　燐が答えた。

「それが、兄の望みなんです」

　兄という言葉が、ついに彼女の口から出た。

　後悔がさらに深まり、睦美は顔をあげられなくなった。

「誰かを愛し、愛され、子供を生み、育てて、ささいなことに一喜一憂しながら日々を送る……そんなふうに生きたいという思いは、あります」

　睦美はわずかに首を傾けて、燐の穏おだやかな微笑ほほえみを横目に映した。

「ですが──」

　燐の顔から微笑みが消えた。

「『桜さくらの妖よう魔ま』を滅ぼすまでは、他ほかのことはなにも考えられません」

「あ……」

「私は桜の傀儡くぐつとして、数えきれないほどに多くの命をこの手で殺あやめてきました」

　燐は両手を広げ、そこに視線を落とした。

　睦美は、横目ですら燐を見ていることができなくなった。

「兄は、私には幸せになる資格がある、と言いました。兄がそう言ってくれなければ、私は幸せになりたいと思うどころか、自分が生きていることにさえ罪悪感を覚え、立ちあがれなくなっていたでしょう」

　燐の両手が、ぎゅっと握りしめられた。

「私は幸せになりたい。けれど、いくら兄が幸せになることを許してくれたといっても、私は無む辜この人々の血にまみれた自分のこの手が許せないのです」

　なにも言えない。

「桜の名残を消し去ること……奪ってしまった命のために、私にできる唯一のこと……それを成し遂げることができた時、私は私に幸せになる資格を与えてあげられる……そう考えています」

　睦むつ美みは、唇を嚙かみしめて顔をあげ、燐りんを見た。

　空のように海のように蒼あおい瞳ひとみが、睦美を映し、穏おだやかに微笑ほほえむ。

　睦美は改めて思った。

　この女性は、やはり、強い。




　鷹たか秋あきは、昨夜は結局帰ってこなかった。連絡もなかった。

　鷹秋が帰ってくるまで、せめてあと一日だけでも燐を引き留めておきたかったが、睦美はそうはしなかった。

　燐は自らの全すべてを賭として、桜さくらの名残を消し去ろうとしている。

　そんな彼女を、こちらの勝手な都合で引き留めることなどできるはずもない。

「本当に、よいのですか？」

「はい。あたしだって『院いん』の一員ですし、ここはあたしの地元です。人任せにして自分はなにもしないなんて、そんな無責任なことはできません。──あ、すっごく似合ってますよ、それ。サイズどうです？」

「ええ、ぴったりです。ありがとうございました」

　小さく笑った燐が身につけているのは、黒のタンクトップと白のジーンズ。どちらも睦美の物だ。

──ぴったりっていっても、やっぱり胸はちょっときつそうね。

　タンクトップで強調された胸は、すれ違う男性諸氏の目を奪うこと必至だ。

「それじゃあ、そろそろ行きましょうか！」

　携帯電話をポケットに突っこんで、睦美は元気よく言った。

「『桜の妖よう魔ま』をやっつけに！」

　睦美が、燐が手負いにした『桜の妖魔』の退治を手伝うと決めたのは、昨夜のことだった。

　手伝うといっても、睦美の戦せん闘とう能力は鷹秋や真ま矢やとは比較のしようがないほどに低いので、闘たたかいの役には立てないが、『桜の妖魔』を捜すことはできる。

　そのことを、睦美は今朝けさになって燐に話した。

「あのお化けイタチの匂においはしっかり覚えていますから、頼りにしてください！」

　しかし、燐はいい顔をしなかった。

「お気持ちは嬉うれしいのですが、あなたを闘いの場に連れて行くことは、お兄さんが──」

　睦美はきっぱりと言った。

「お兄ちゃんに、あたしの行動を制限する権利はありません」

　そして、にっこりと笑ってみせた。

「それに、手伝うっていっても敵を見つけるまでです。いざ敵と遭遇したら、闘いは燐さんに任せて、あたしは後ろでチアガールやってますから」

　燐りんは目を閉じ、たっぷり十秒ほども思案した後、

「……わかりました。協力してください」

　目を開き、首を縦たてに振った。

「ただし『桜さくらの妖よう魔ま』と遭遇したら、すぐに場から退いてください。いいですね？」

　今度は睦むつ美みが首を縦に振り、睦美は燐に同行することとなった。

「今日も暑くなりそうですねー……って、もう充分暑いけど」

　家の外に出てすぐ、睦美は空を仰ぎ、目を細めた。

　昨日と変わらず、空は眩まぶしいほどに青い。

　日焼けはしたくないから、できるだけ短時間で片づけたいところだ。

「まずは、どのあたりから捜します？」

「郊外からにしましょう。街に現れる魔物は、郊外の人ひと気けのない公園や無人の神社をねぐらにしている場合が多いですから」

　答えた燐の手に、魔ま剣けん・絶ぜつの姿はない。

　さすがに刀を持って往来を歩くことは憚はばかられるので、睦美の部屋のクローゼットにしまってある。

　布を巻くなりして目立たなくすれば持ち歩けるが、いざとなったら術で手元に呼べるので、無理に持ち歩く必要はないのだという。

「あのイタチ、まだこの街にいるでしょうか？　燐さんを怖がって出て行っちゃってるってことは……」

「その可能性は低い、と私は考えています。魔物はねぐらを変えることを嫌いますし、それに致命傷でないとはいえ、あの『桜の妖魔』が負った傷は一日で完治するほど浅いものではありません。今いま頃ごろはねぐらで身体からだを休めているはずです」

「なるほど……」

「とはいえ、『桜の妖魔』の能力は個体によって大きく異なるので、もう既に完治してしまっていることもありえますが……」

「どっちにしろ、もたもたしてはいられないってことですよね」

「ええ」

『桜の妖魔』の回復力が、どの程度のものなのかはわからないが、傷が癒いえれば何らかの行動に出るだろう。

　燐との再戦を避けてこの街から出て行くか、あるいは逆に燐を憎んで、あちらから仕掛けてくるか。

　前者は言わずもがな厄介だし、後者の場合も仕掛けられる場所が悪ければ、一般人を巻きこんでしまう。

「さっさと見つけて、さっさとやっつけちゃいましょう！」

　ぐっと拳こぶしを握った睦むつ美みに、燐りんは微笑ほほえんで頷うなずいた。




　太陽が西の空を過ぎて、その姿を消しても、『桜さくらの妖よう魔ま』は見つからなかった。

　郊外の公園や神社・寺、雑木林など、ねぐらになりえそうな場所は片っ端から当たってみたのだが、いずれもはずれだった。

「こんなに苦戦することになるなんて、思いませんでしたねー」

　空になったレモンティーの缶かんをくずかごに捨てて、睦美は大きく伸びをした。

　団地の裏のさびれた公園。

　その隅に建つ四阿あずまやに、睦美と燐の姿はあった。

　睦美は柱に背もたれ、燐はボロボロの木製のベンチに腰掛けている。

「一日中歩き回って収しゆう穫かくなし、ですもんね」

　郊外を一巡りした後、住宅地や繁はん華か街がいも捜したのだが、やはり睦美の鼻に『桜の妖魔』の匂においが引っかかることはなかった。

「やっぱり、もうこの街にはいないんでしょうか？」

　言いつつ、睦美は何の気なしに視線を巡らせた。

　睦美たち以外には誰だれもいない。ついさっきまで中学生らしい男の子の三人組がロケット花火を打ちあげて騒さわいでいたのだが、彼らが帰ったことで公園内には静寂がおりていた。

「その可能性もありますが……匂いを消しているとも考えられます」

　睦美は険しい顔で、「うーん」と唸うなった。

　もし、本当に『桜の妖魔』が匂いを消しているのなら、睦美が役に立てることはない。

──でも、ここまできて中途半端で投げ出すなんて、できないわ。

『桜の妖魔』が匂いを消しているのか、あるいは既にこの街にはいないのか。睦美たちが見逃している場所があるとも考えられるが──とにかく、街をもう一巡りしてみるしかない。

　睦美は下っ腹に力を入れて、組んだ両手をぐーっと上に伸ばした。

　それは、気合を入れ直すために取った動作だったのだが、「ふわ～っ」、大あくびが出てしまった。

　炎天下を、しかも嗅きゆう覚かくを全開にして何時間も歩き通したために、睦美は頭も身体からだも溶けそうになっていた。

──ダメダメっ！

　慌てて両りよう頰ほおをバシバシと叩たたいたのだが、頭はすっきりせず、それどころかまたあくびが出た。

　涙の滲にじんだ目を燐に向ける。

　燐は目を閉じて、小さくうつむいている。彼女も疲れているのだ。

──もう少し休んでいたいけど、なんか休めば休むほどに眠くなっていきそう。

　再び頰ほおをバシバシやって、睦むつ美みはポケットから携帯電話を取り出した。

　午前中のうちに、燐りんに協力することになった旨をメールで送っておいたのだが、鷹たか秋あきからの応答は未いまだになかった。

──バカ兄貴。

　無駄だとわかっていつつも電話をかけようと、メモリーの一ページ目をめくった瞬しゆん間かんだった。

「睦美さん！」

　燐の悲鳴じみた叫びが、暑気と静寂を切り裂いたのは。

「え──きゃあっ！」

　携帯電話から視線をあげる間もなく、睦美は衝しよう撃げきに襲おそわれ、吹っ飛ばされた。

　右肩から地面に叩たたきつけられる。

　そこがちょうど砂場であったために、倒れた痛みはなかったが、口に砂が入った。

──な、なに……？　なにが起きたの……？

　いっぱいに顔をしかめて、睦美は身体からだを起こした。

　怪け我がはないが、肌も髪も汗で湿っていたために砂まみれになっている。

　睦美は、口内の砂を唾つばと一緒に三回吐いて振り向き、見た。

　公園の中央──ジャングルジムの手前で対たい峙じする、燐と、虎とらよりも大きな鼬いたちの姿を。




　不覚だった。

　燐は唇を嚙かみしめ、術で呼んだ魔ま剣けん・絶ぜつの柄つかに手をかけた。

『桜さくらの妖よう魔ま』──鎌かま鼬いたちは、匂においや殺気の一切を絶って、燐と睦美をずっとつけていたのだ。

　そして、二人が気を抜くのを待っていた。

　鎌鼬は、団地の屋上から驚きよう異い的な跳ちよう躍やく力で公園の中央に着地し、赤い眼めをスッと細めた。

　見えざる刃やいばは、着地と同時に放たれていた。

　燐は睦美を突き飛ばし、自らも回かい避ひ行動を取ろうとしたのだが、睦美を突き飛ばすのが精一杯だった。

　左腕に二本、もらってしまった。

　鎌鼬の目もく論ろみは成功したといえる。

　燐は太刀たちを抜くと、鞘さやを足元に落とした。邪じや魔まになるので放り投げたかったのだが、左腕があがらなくなっていた。

　太刀と呪じゆ符ふを同時に振るう得意の戦法を、いきなり封じられてしまったが、燐に恐怖はなかった。

　焦しよう燥そうはあるが、深呼吸で中和する。

　そして、太刀を右手一本で構え、鎌鼬をより深く見据える。

　低く構えている鎌かま鼬いたちは、右半身の体毛が生え揃そろっておらず斑まだらになっているものの、傷そのものは完治していた。

「燐りんさん！」

　後方で睦むつ美みの叫びがあがった。

　刹せつ那な、燐と鎌鼬の間に殺気が奔はしった。

　燐は表情を動かすことなく太刀たちを振るい、見えざる刃やいばを一本残らず叩たたき落とした。

──同じ攻こう撃げきに、そう何度もやられはしない。

　鎌鼬の見えざる刃は避さけることの難しい攻撃だが、先日の闘たたかいで幾分かは慣れた。

　自分と鎌鼬の間の空間に意識を集中させていれば、対処できる。

──今度は、こちらの番。

　燐は素早く太刀を逆手に持ち替えると、鎌鼬めがけて投げつけた。

　鎌鼬が、体毛を逆立てて金切り声をあげる。

　見えざる刃によって、太刀は鎌鼬の鼻先で弾はじかれた。

　しかし、その時には既に、燐は次の行動に移っていた。

　空いた右手に五枚の呪じゆ符ふを呼び、ばらまく。

　呪符は強い光を放って、その存在を紙から人へと変えた。

　白い髪に褐かつ色しよくの肌、蒼あおい瞳ひとみの女──すなわち燐に。

　鎌鼬の赤い眼めが見開かれる。

　具現分身──その名のとおり自らの分身を創つくり出す高等妖よう術じゆつ。

　六人の燐が同時に地を蹴けった。多方向から攻めるべく、各おの々おの呪符を呼びつつ散る。

　左に二人。右に二人。一人は跳ちよう躍やくし、残る一人は正面から鎌鼬に迫る。

　見開いたままの鎌鼬の眼が、縦じゆう横おうに激しく動く。

　本体を見極めようとしているのだろうが、具現分身は衣装や傷までも忠実にコピーする。瞬しゆん間かん的に見極めることは不可能だ。

　鎌鼬が再び金切り声をあげた。

　正面から仕掛けようとしていた燐が、顔面と胸に見えざる刃を撃うちこまれて消滅する。

　三度金切り声をあげて、鎌鼬が振り仰ぐ。

　上方の燐が、やはり見えざる刃を受けて消滅した。

　それが、鎌鼬の迎撃の限界だった。

　一度に無数の刃を放つことができる鎌鼬だが、刃を飛ばせるのは正面のみで、多方向を同時に攻撃することはできない。

　それが、先日の闘いで見切った、鎌鼬の弱点だった。

　鎌鼬が上方の燐を攻撃している間に肉にく薄はくしていた左右からの燐たちが、一斉に呪符を放つ。

　一人三枚──合計十二枚の呪符は、蒼い炎と化して鎌鼬を吞のみこんだ。

　分身の運動能力は本体に準じるが、魔ま力りよくは分身の数が多いほどに落ちる。本体の魔力もだ。

　四人の燐りんの炎に、鎌かま鼬いたちを一いつ瞬しゆんで灰にするほどの威力はなかったが、それでも絶叫をあげさせるには充分足りた。

　右方にいた本体の燐は、分身を消すと、魔ま剣けん・絶ぜつを拾いあげて、狂ったように悶もだえている鎌鼬の下した顎あごから脳天を一息に貫いた。

　蒼あおい炎が、音もなく爆はぜた。




「すごい……」

　他ほかに言葉が出なかった。

　顔の砂を払うことも忘れて、睦むつ美みは蒼い炎を背景に戻ってくる燐を見つめた。

「怪け我がは、ないようですね」

　睦美の許もとまでやってきた燐は、太刀たちを砂に深く刺して立てると、空いた右手で睦美の頰ほおについた砂を払い、

「申し訳ありませんでした」

　浅く目を伏せた。

「えっ？」

「『桜さくらの妖よう魔ま』は、今日一日ずっと私たちをつけていたようです。それに気づかずに奇き襲しゆうを許してしまいました」

「そっ、そんなっ！　あたしの方こそ頼りにしてくださいなんて偉そうに言っておきながら、何の役にも立てなくて……」

　燐と鎌鼬が闘たたかっている間、睦美は一歩も動けなかった。

　鎌鼬を見つけることはおろか、逃げることすらできなかったのだから、情けない。

「あっ！　腕の怪我、あたしに治させてください！」

　少しでも役に立ちたいという思いから出た言葉だったが、睦美は言ったことを後悔した。

　燐は治ち癒ゆの術が使えるのだ。余程の怪我でない限りは睦美のヒーリングは必要ない。

　だが、燐は微笑ほほえんで、

「それでは、お願いします。睦美さんの治癒はよく効きますから」

「はいっ！」

　睦美は嬉き々きとして燐の血まみれの左手を取ろうとして、それを見た。

　鎌鼬の骸むくろを焼いている蒼い炎の向こう──ジャングルジムの上で牙きばを剝むいている、鎌鼬の姿を。

　ありえない光景に、睦美は時間が止まったかのように固まった。

「睦美さん？」

　燐が小首を傾かしげる。

　彼女が気を抜いていなければ、あるいは睦むつ美みが驚おどろきの声の一つでもあげていれば、その奇き襲しゆうが成功することはなかったかもしれない。

　ドツッ、という鈍く短い音が睦美の耳じ朶だを打ち、燐りんがのけ反ぞった。

　一拍置いて、その身体からだが睦美に倒れかかってくる。

　抱き止めた睦美は、背中を覗のぞきこんで絶句した。

　タンクトップに、細長い穴が無数に開いていた。

　恐る恐るその穴に触れると、指先が生温かな液体に濡ぬれた。

「燐さん！」

　睦美の叫びに、燐の声は返らなかった。




　恐怖、怒り、焦り──湧わきあがってきた様々な感情が、睦美を涙ぐませた。

　双子のようなものなのか、あるいは夫婦なのかわからないが──とにかく、鎌かま鼬いたちは二匹いたのだ。

　意識のない燐をきつく抱きしめ、睦美は叫んだ。

「出てくるなら、もっと早く出てきなさいよ！」

　初めから二匹一緒に現れていれば、燐にも対処のしようがあっただろう。

　鎌鼬が、蒼あおい炎を飛び越えて睦美たちの目の前に降り立った。

　呻うめいて、睦美は後ずさった。

　鎌鼬は牙きばを剝むき、体毛を逆立てて、激しく唸うなっている。

　すがめられた赤い眼めに満ちているのは、焼けつくような殺意。

　暑気の中にありながらも、睦美は全身をわななかせた。

　歯の根が合わない。腋わきの下を冷たい汗が伝う。

　足腰から力が抜けそうになってもいたが、睦美は崩れないよう努めて、鎌鼬を睨にらみつけた。

　鎌鼬が一歩前に出る。

　次の瞬しゆん間かん、右みぎ頰ほおに鋭するどい痛みが走り、睦美は表情を歪ゆがめた。

　頰から流れた血が、Ｔシャツの胸元に落ちて染みを作った。

　見えざる刃やいば。

　あえて直ちよく撃げきさせなかったのは、睦美を恐怖で干上がらせるためか。

　睦美は歯を食いしばった。

　闘たたかったところで、睦美の力では勝ち目はない。

　変身すれば、睦美一人なら逃げきれるかもしれない。

　だが、燐を見捨てることなどできない。断じて。

「闘ってやるわ」

　下っ腹に力を入れると、恐怖がほんの少しだけやわらいだ。

「かかってきなさいよ。仲間が殺されるのを黙だまって見てた根性ナシなんて、怖くないんだから」

　敵に背中を向けては死なない。

　目が潰つぶれるまで睨にらみつけて、歯が全部砕けるまで鼻っ柱に喰くらいついてやる。

　燐りんを静かに横たえつつ、睦むつ美みは深く息を吸った。

　じっとしているだけでも汗が滲にじむほどに暑かった空気が、睦美のまわりだけ急速に冷えこんでいく。

　やがて、虚こ空くうにピンポン玉ほどの大きさの氷が無数に浮かびあがった。

「はっ！」

　それは睦美の裂れつ帛ぱくの声とともに、飛礫つぶてとして一斉に鎌かま鼬いたちめがけて奔はしった。

　鎌鼬は避けようとしない。豪雨さながらに降りかかる氷の飛礫を、首をもたげて全弾浴び──心地よさそうに眼を細めた。

「ふざけるんじゃないわよ！」

　ダメージを与えられるとは思っていなかったが、その態度はさすがに頭にきた。

　睦美はすぐさま氷の飛礫を新たに生み出し、浴びせかけたが、鎌鼬の眼を苦痛に歪ゆがめてやることは、やはりできなかった。

「このおっ！」

　三度、氷の飛礫を生む。

　無駄な努力以外のなにものでもなかったが、攻こう撃げきの技は他ほかにないのだから仕方がない。

　鎌鼬がもたげていた首を下ろした。

　次の瞬しゆん間かん、睦美の左右の腕と腿ももを衝しよう撃げきが貫いた。

　今まさに降り注がせてやろうとしていた氷の飛礫が、周囲にぱらぱらと落ちて気化する。

「あ……」

　睦美は弱々しい声を洩もらして、意志とは無関係に後ずさった。

　四肢を襲おそった衝しよう撃げきが、じわじわと痛みに変わっていく。

「あ……っ」

　両足からふっと力が抜け、睦美はその場にへたりこんだ。

　腕の傷から流れた血が指先から滴り落ち、腿の傷からあふれた血がジーンズを重くする。

「あ……うっ……」

　抑えこんでいた恐怖が、何倍にも膨ふくれあがって堰せきを切った。

「うぐっ……」

　涙があふれた。

「お兄ちゃん……」

　痛いよ。

　怖いよ。

　殺されちゃうよ。

「お兄ちゃん……っ」

　鎌かま鼬いたちが口の端を耳の間近まで吊つりあげる。

「助けて……」

　燐りんさんを。

　あたしを。

「お兄ちゃん……！」

　ぎゅっと目をつむる。

「お兄ちゃん……っ！」

　獣けものの咆ほう哮こうが響ひびき渡った。

　殺された。そう思った。

　しかし、見えざる刃やいばが突き刺さる衝しよう撃げきは、いつまで経たっても身体からだのどこにも訪れなかった。

「……？」

　睦むつ美みは恐る恐る目を開け、刹せつ那な、いっぱいに見開いた。

　狼おおかみが立っていた。

　呆あきれるほどに巨大な槍やりを担いだ、灰色の狼が。
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「獣じゆう鳴めい斬ざん・温う羅らバージョン……まだ命中精度にも威力の調節にも難ありだな。狙ねらいは頭だけだったってのに、下半身丸ごと吹っ飛ばしちまった」

　巨大槍の柄つかの先で地面をトントンと叩たたきながら、灰色の狼が振り返った。

「よう」

　そして、ニッと牙きばを見せる。

「なーにやってんだ、おまえは。いい年して砂遊びか？」

　睦美は、まず唇を嚙かみ、次にきつく拳こぶしを握りしめ、それから大粒の涙をボロボロとこぼして、最後にこの夏一番の大声を張りあげた。

「遅いわよ！　このバカ兄貴！」




　鎌鼬の骸むくろを焼き尽くした蒼あおい炎が、火の粉こに変わって真夏の夜空へと昇っていく。

「帰ってくるなら、どうして電話の一本もよこさなかったのよ？」

　両腕をさすりながら、睦美は火の粉を見送っている鷹たか秋あきの背中に声をかけた。

　四肢の怪け我がは燐に治ち癒ゆの術を施してもらったが、まだだるさが残っている。

「新婚さんじゃあるまいし、いちいち帰るコールなんかかけてられるか。面めん倒どうくせえ」

　振り向いた鷹秋が、ため息交じりに答える。

「面倒くせえ、じゃないわよ！　あたしがどんな気持ちで連絡待ってたと思ってるの!?」

　燐りんが見ているのにも構わず、睦むつ美みは鷹たか秋あき鼻先に指を突きつけて怒鳴った。

「間に合ったんだから、いいじゃねーか」

「ちっともよくないわよ！」

「こっちだって、骨折で走れねえ真ま矢やうっちゃって、全力で走ってきたんだぜ？　それもこのクソ重い槍やり担いでよ。途中で布がはぐれて通行人に悲鳴あげられるわ、パトカーには追っかけられるわ……ちっとはこっちの苦労も認めろよ」

「あたしの方が何倍も苦労したわよ！」

「あの……」

「昨日だって、お兄ちゃんのためにあたしがどれだけ頑張ったか！」

「なんだよ、そりゃ？」

「睦美さん」

「それになによ、その髭ひげは!?　髭は毎日剃そりなさいって何度言わせれば気がすむの!?　もしかして、ワイルドでカッコイイなんて勘違いしてる!?」

「剃刀かみそりが折れちまったんだよ」

「睦美さん、あの……」

「うるさいわね！」

　鷹秋に突きつけていた指を燐に向けた睦美は、「……」、深呼吸一回分の間の後、

「ごっ、ごめんなさいっ！」

　面食らっている燐りんに、ペコペコと何度も頭を下げた。

「バーカ」

　冷ややかに、鷹たか秋あき。

「うーっ」

「お気になさらずに」

　微笑ほほえむ燐。

　彼女の腕と背中の怪け我がは、睦むつ美みのヒーリングによって完治している。

「ごめんなさい……」

　徹てつ夜やで説教してやるわ、バカ兄貴！

　うなだれながらも、横目で鷹秋を睨にらんでいると、

「もう、行くのか？」

　鷹秋が燐に声をかけた。

「ええ」

　睦美はハッと顔をあげた。

「睦美さんには、本当にお世話になりました」

　燐の両手が睦美の右手を取り、しっかりと握りしめた。

「あ……」

「昨日は楽しかったです」

　睦美の手を握ったまま、燐は微笑みを鷹秋に向ける。

「あなたには、また助けられてしまいましたね」

「お互い様だ。あんたがいなかったら、地元に『桜さくらの妖よう魔ま』が棲すみついてたことに、いつまでも気づけなかっただろうからな」

　睦美の手から、燐の手が離れる。

「それでは」

「ああ、達者でな」

「お二人も」

　睦美は、「え？」という顔をした。

　燐は睦美たちに背中を向けると、四阿あずまやの柱に立て掛けてあった太刀たちを取って、歩き出した。

──そんな、ちょっと待ってよ。

　鷹秋のＴシャツの裾すそをつかむ。

「どうした？」

「いいの？」

「なにがだ？」

　互いに眉まゆをひそめる。

「なにって……燐りんさんと会うの、久しぶりなんでしょ？」

「逢おう錬れんの時以来だな」

「いいの？」

「だから、なにがだよ？」

　睦むつ美みは口をへの字に曲げて、裾すそをぐいっと引っ張った。

「こっ、こら──」

「ずっと会いたかった女性ひとに会えたんでしょ？　それなのにいいの？　ろくすっぽ話もしないで」

　鷹たか秋あきは、少し困った顔で睦美の手を払った。

「いいんだよ。手助けはできた」

　睦美は声を荒げた。

「カッコつけてるんじゃないわよ！」

　燐の姿は、もう公園の内にも外にもない。

　公園を出てすぐ、彼女は空間転移で去っていた。

　鷹秋がその気になったところで、もはや彼女をつかまえることはできないのだが、睦美は言わずにはいられなかった。

「次はいつ会えるかわからない女性なんだよ!?」

　歯は痒がゆかった。

　この兄には、幸せになろうという気持ちがないのだろうか？

「お兄ちゃん、燐さんのこと好きなんでしょ!?」

　鷹秋の『少し困った顔』が、『すごく困った顔』に変わった。

「好きなんでしょう!?」

　ボリボリと首の後ろを搔かいて、鷹秋は深いため息をついた。

「違う、って言ったって、どうせ否定されるんだろ？」

「違うっていうの!?」

「……違わねえよ」

　睦美から顔を背けて、鷹秋はまた首の後ろを搔いた。

「だったら、どうしてあんなにあっさりと帰しちゃったの!?　引き留めなさいよ！　一秒でも長く一緒にいなさいよ！　一言でも多く話しなさいよ！　そうでなくっちゃ、燐さんのこと理解できないし、お兄ちゃんのことも理解してもらえないよ!?」

　鷹秋は答えない。

「なんとか言いなさいよ！」

　どうしようもなく腹が立った。

　鷹たか秋あきの片思いには望みがあるのだ。

　燐りんは鷹秋に好感を抱いてくれている。

　彼女に会える機会は少ない。会えたその時その時に、アプローチしていかなければならないというのに。

「あいつは──」

　睦むつ美みから顔を背けたまま、鷹秋が口を開いた。

「あいつは今、闘たたかってる最中だ」

「え……？」

　あいつとは、燐のことか。

「あいつにとってこの闘いは、これからの人生を胸を張って生きていくための、大事な闘いだ」

「あ……」

　睦美の脳裏に、昨夜の燐の言葉が甦よみがえった。

（桜さくらの名残を消し去ること……奪ってしまった命のために、私にできる唯一のこと……それを成し遂げることができた時、私は私に幸せになる権利を与えてあげられる……そう考えています）

「大事で、厳きびしい闘いだ。それに決着がつくまでは、他ほかのことにうつつをぬかしてる余裕なんてねえよ」

　鷹秋の手が、睦美の髪をぐしゃぐしゃに搔かき乱した。

　髪に絡んでいた砂がぱらぱらと落ちた。

　睦美は小さくうつむいて、問いかけた。

　だったら、お兄ちゃんはどうするの？

　燐さんのこと、諦あきらめちゃうの？

「諦めねえよ」

　心の声での問いであったにもかかわらず、答えが返った。

　睦美は顔をあげた。

「でも──」

「待つさ。あいつの闘いが終わるまで、な」

「でも──」

『桜の妖よう魔ま』が、あと何体残っているのか、知る者は誰だれもいない。

　残り一体かもしれない。ならばいい。

　だが、残り十体だったら？　考えたくないことだが、数十体残っている可能性もありえるのだ。

「何年かかるか、わからないよ？」

「ああ」

「それに、何年も待って燐りんさんの闘たたかいが終わったって、燐さんがお兄ちゃんのこと好きになってくれなかったら、待ち損だよ？　それでも待つの？」

「ああ。自分にできることをやりながら、な」

　恥ずかしさがこみあげてきて、睦むつ美みはまたうつむいた。

　兄は、なにもわかっていないと、なにも考えていないのだと思っていた。

「ごめん……なさい……」

　消え入るような声で言うと、額ひたいを小突かれた。

「ほれ、ぼちぼち帰るぞ」

「う、うん」

「腹減ってかなわねえ。帰ったら、すぐになんか作ってくれ」

　布を巻いてもなお、とんでもなく目立つ温う羅らを担ぎ直して、鷹たか秋あきは歩き出す。

　睦美は動かずに、遠ざかっていく見慣れた背中を見つめた。

　そして、願った。

　あの背中に、燐が安らぎを見つけてくれる日が訪れることを。

　乱れきった髪を大ざっぱに整えて、睦美は小走りに兄を追った。
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　ゆっくりと息を吐きながら、四肢から無駄な力を抜いてゆく。

　そして今度は、吐いた時よりもさらにゆっくりと息を吸いながら、獣じゆう気きを練ってゆく。

　深夜に雨がぱらついたせいだろう。空気はひんやりしている。

──こんな涼しい朝は久しぶりだな。

　思いつつ、功刀くぬぎ直なお純ずみは白み始めた空を仰いだ。

　雨雲は跡形もなく去り、空と地上を遮るものはなにもない。

　今日の陽ひ射ざしも昨日までと同様、強いものになるだろう。

──湿度が高い分、昨日よりも蒸し暑くなるかもしれないな。

　夏は好きだが、七月の後半から続いている四十度近い暑さには、さすがに辟へき易えきする。

　嘆息していると、

「構え」

　静しず華かが落ち着いた、しかしよく通る声で言って、片手を振りあげた。

　直純は空から顔を下ろし、構えを取った。

　肉体を獣気で強化しての組み手。

　能力の使用は禁止。

　相手を気絶させるか、「まいった」と言わせた方の勝ち。

「始め！」

　静華の声が響ひびき、掲げられていた腕が振り下ろされる。

　直純は地を蹴けった。

　相手は動かない。

　構えらしい構えも取ることなく、迫る直純を静かに見つめている。

　いつものパターンだ。彼女が先手を取って仕掛けてくることは滅めつ多たにない。

　肉にく薄はくした直純は、相手が少女であることにも構わず、顔面を狙ねらって拳けん打だを繰くり出した。

　スピードの乗った会心の一いち撃げき。

　しかし、当たらない。少女が体たいをずらしつつ動かした片手によって、軽く払われてしまう。

　鋭するどくも滑らかなその動きには、少しの無駄もない。

　やはり、こんな直線的な攻撃では、少女を捉とらえることはできない。

　すかさず、直純は身を撚ひねりつつ、逆の腕で今度は手しゆ刀とうを放った。

　当たるとは思っていない。この手刀はコンビネーションの一撃目。いわば避けられることが前提の攻撃だ。

　少女が攻めてくるのであれば回し蹴げりで迎え撃うち、体を沈めて避けるのであればこのまま蹴りあげる。

　だが、少女は直純の予測とは異なる動きで手刀をかわした。

　攻めてくるでも体を沈めるでもなく、真上に跳んだのだ。
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「──！」

　まさか、この間合いで真上に逃げるとは。

　身のこなしもさることながら、度胸も並ではない。

　少女は踵かかとの下に生み出した獣じゆう気きの塊を蹴けって、宙空で回転した。

　背中の中程まである髪を花のように広げつつ、着地する。

　そこは直なお純ずみの背後。

　直純は急ぎ振り返ったが、間に合わなかった。

　獣気のこめられた少女の掌てのひらが脇わき腹ばらを打ち、直純は声にならない悲鳴をあげた。

　反はん撃げきしなければ！

　思った直純だが、身体からだが動いてくれなかった。

　もう一撃──今度は鳩尾みぞおちにもらい、直純は吹っ飛んだ。

　少女の肩越しに見えた朝日が網膜を貫く。

　受け身を取れずに背中をしたたかに打ちつけ、直純は気絶した。




　直純が意識を取り戻すまでにかかった時間は一分足らずだったが、上体を起こせるようになるまでには、それからさらに三分ほどの時間を要した。

「動きは、まあ相変わらず直線的だったけど、悪くなかったよ」

　傍らで東の空に顔を向けて立っていた静しず華かが、腕組みして言った。

　早朝の市民公園。

　早朝とはいえ、散歩やジョギングをする人たちが通りそうなものだが、直なお純ずみたち以外に人の姿はない。

　公園の入り口各所に張られた、人払いの術がこめられた呪じゆ符ふが、効力を発揮しているのだ。

「けどね、あんなに闘とう気きをほとばしらせちまってたんじゃあ、簡単に動きを先読みされちまうよ」

　ため息を挟んで静華は言葉を続ける。

「何度も言ってるけど、戦せん闘とうで一番重要なのは、相手の動きを読むことと、自分の動きを読まれないことだ。おまえは急せいて攻めすぎる。その癖くせを直さない限り、何回やったって、あの娘こには一いち撃げきも当てられないよ」

　奥歯を嚙かみしめて、直純はうつむいた。

　そして、震ふるえるほどの力で拳こぶしを握りしめていると、ハンドタオルを濡ぬらしに行っていた少女が小走りに戻ってきた。

「はい、直純くん。これ使って」

　屈託なく笑って、隅にイルカが刺し繡しゆうされているハンドタオルを差し出してくる。

「要いらない。自分のがある」

　少女から顔を背けて、直純は吐き捨てるように言った。

「そう……」

　残念そうな、というより、申し訳なさそうな声。

　静華がこれみよがしにため息をついた。

　顔を背けたまま、直純は既に充分険しかった表情をより険しくした。

　女の子の厚意に対して取る態度ではないとわかってはいたが、兄弟弟子であると同時にライバルでもある少女──由ゆ花かに表情を緩ゆるめることは、直純にはどうしてもできなかった。

　それが組み手に負けた後となっては、尚なお更さらだ。

　さらに言ってしまえば、由花との対戦成績は今回で〇勝一〇〇敗。ついに一本も取れないまま、負け数が三さん桁けたに達してしまった。

　直純の生来の仏ぶつ頂ちよう面づらは、今や険しさの極みに至ろうとしていた。

　そんな顔を正面から見られたくなかった直純は、横目で少女を見た。

　由花はハンドタオルを両手で持ったまま、静華と同じように東の空を見やり、朝日に目を細めている。

　癖くせのない黒髪が陽ひ射ざしに透けて、淡い光を纏まとっているように見える。

　静華の濡れ羽ば色の髪も相当に綺き麗れいだが、由花の髪も負けてはいないと、直純は思う。

　見つめていると、不意に由花がこちらに向き直り、目が合った。

　微笑ほほえんで、由ゆ花かは再びハンドタオルを差し出してくる。

　そっぽを向いたまま、直なお純ずみはハンドタオルを受け取った。

　由花が嬉うれしそうに頷うなずく。

　顔の下半分をハンドタオルで隠すように覆おおって、直純は嘆息した。

　礼の一つも素直に言えない自分がもどかしく、情けなかった。




　功刀くぬぎ直純が戦士になることを心に決めたのは、七年前──十二歳の冬のことだった。

　その年の十二月二十四日、一匹の巨大妖よう魔まの攻こう撃げきによって、秩ちち父ぶの『院いん』が消滅した。

　百人以上もの獣じゆう人じんが犠ぎ牲せいとなった。

　その中に直純の兄がいた。

　功刀直なお雪ゆき。

　獣じゆう聖せいの一人に数えられるほどの炎の使い手であった直雪だが、さすがに『院』を跡形もなく消し去ってしまうような攻撃を凌しのぐことはできなかった。

　直雪の死は、直純の人生を大きく左右するに足る出来事だった。

　直純が両親を亡くしたのは、小学校に通うようになって間もない頃ころ。

　以後、直純は直雪によって育てられた。

　当時、十九歳の若さで獣聖の候補に挙がっていた直雪は、直純にとってはヒーローだった。

　努力家で正義感が強く、弱者のために傷つくことを厭いとわなかった兄。

　日々、修行やヨゴレ者との闘たたかいで忙しかったが、それでも時間を作ってよく遊んでくれた。

　一緒に風ふ呂ろに入る度に、直純は兄の背中を流した。

　日に焼け、引きしまった兄の身体からだは、傷だらけだったが、怖いと思ったことは一度もなかった。

　兄の身体に刻まれた傷の一つ一つが、直純の誇りだった。

　兄のような、強く、正しい男になりたい。

　当然のように、直純はそう思うようになった。

　そして、その思いは直雪の死によって、「憧あこがれ」から「確固たる人生の目標」へと変わった。

　直雪の死後、孤児として『院』に引き取られた直純は、変身能力に目覚めると同時に修行を開始した。

　直純の戦士としての成長は目覚ましく、二年が過ぎた頃には、周囲の誰だれからも一人前と認められるようになった。

　兄に並ぶ天才と誉ほめそやす者もいたが、実際のところ、直純の資質は取り立てて優れたものではなかった。

　そんな凡才に過ぎない直純が、短期間のうちに周囲を驚おどろかせるほどに強くなることができたのは、偏ひとえに努力の賜たま物ものであった。

　同期の五倍、十倍、直なお純ずみは修行した。

　それこそ毎日、血を吐くほどに。

　一人前と認められるようになった後も、直純が修行を怠おこたることはなかった。

「俺おれの目標は、あくまでもレッドウルフ最強と呼ばれた兄さんだ。この程度で慢心するわけにはいかない」

　やがて直純の修行ぶりと成長ぶりは、ある一人の人物の目に留まることになる。

　その人物とは、崩ほう壊かい状態にあった『院いん』を立て直し、『長おさ』の座についた男──五ご堂どう恭きよう市いちその人であった。

「でかくなったな。百八十センチはあるか」

　紫し宸しん殿でん内にある自室に直純を呼びつけた五堂は、顔を合わせるなりニッと歯を見せた。

「直なお雪ゆきが生きていた頃ころに、あいつに連れられているのを二、三度見かけたことがあるが……あまり面影はないな」

「よく言われます。子供の頃は色白で、背もクラスで一番低かったですから」

　いささか緊きん張ちようした面持ちで、直純は返した。

　五堂とこうして面と向かって話すのは、初めてのことだった。

　かつて獣じゆう聖せい十士を束ね、現在では全すべての獣じゆう人じんの頂点に立つ男は、風ふう貌ぼうこそ凡ぼん庸ようであるものの、独特の威圧感を纏まとっていた。

　身長は直純の方が十センチほども高いというのに、遥はるかに大きな存在と相対しているかのような感覚がある。

「年はいくつになった」

「十七です。再さ来らい月げつで十八になります」

「そうか。ってえことは、まだちょっとは伸びるか。直なお雪ゆきもたっぱのある奴やつだったが、もう一年もすりゃあ、とりあえず背だけは越えるかもしれねえな」

「……用件をお願いします。世間話は好きでも得意でもありません」

　表情を険しくして、直純は言った。

　無礼な態度であることはわかっていたが、世間話などで時間を無駄にしたくはなかった。

　五堂に呼ばれたために、午前中にこなしておくはずの修行がまだ残っているのだ。

　肩を竦すくめた五堂は、

「では、本題だ」

　不ぶ精しよう髭ひげに手をやって、言った。

「おまえ、東京へ行け」

「……東京？」

「東京へ行って、炎を磨いてこい」

　ヨゴレ者なり魔ま物ものなりの討伐を命じられるものとばかり思っていた直純は、五堂の言葉に面食らった。

「炎を磨いてこいとは、どういう意味ですか？」

　表情をさらに険しくして、五ご堂どうを凝ぎよう視しする。

「そのまんまの意味さ。東京に獣じゆう聖せい並の赤狼がいる。現役を退いて久しいが、しばらく前から養女を鍛きたえてるって話を聞いてな。それで、ついでにおまえさんを鍛えてくれるよう頼んだ。了解はもらってあるから、行ってしごかれてこい」

　まだ話が見えない。

　押し黙だまっていると、五堂は、「苦情が多くてな」と苦笑した。

「苦情？」

「おまえの同期の連中がな、もうおまえとは修行したくない、って訴えてきてるんだよ」

「……？」

「自覚なし、か」

　五堂の笑い声が室内に響ひびいた。

「曰いわく、おまえさんの修行は激しすぎて、ついていけないんだそうだ」

　直なお純ずみは目を丸くした。

「ついていけないって……」

「同期に恵まれなかったな。俺おれが若造だった頃ころには、おまえさんみたいな修行バカは珍しくなかったんだが……これも時代だな」

　これでもかと言わんばかりのしかめっ面つらになって、直純は拳こぶしを握りしめた。

「厄介払い、ですか」

「半分はな。おまえさんがいると他ほかの連中の士気が落ちちまうっていうのは、事実だ」

「もう半分は？」

「そう睨にらむな。あとの半分は、おまえさんの願いを叶かなえてやりたいっていう、『長おさ』としての親心なんだからよ」

「俺の願いって……」

　五堂は表情を引きしめ、言った。

「直なお雪ゆきを越えたいんだろう？」

「──！」

「おまえが今以上に強くなるためには、ベテランへの師事が要る。俺が鍛えてやれればいいんだが、どうもこのところ細々した仕事が多くてな」

　仰ぎよう々ぎようしいため息を挟んで、五堂は言葉を続けた。

「それに、赤狼は赤狼に鍛えてもらうのが一番だろう」

　直純は五堂から視線を外し、思案した。

　このまま本山で同期の連中を相手に修行していても大きな実りはないだろうということは、最近ずっと考えていたことだ。

　自分以上の炎の使い手に教えを請こいたいという願望も以前からあった。

　本山には直なお純ずみ以上の炎の使い手が一人もいないのだ。

「……一体、誰だれなんです？　その獣じゆう聖せい並のレッドウルフというのは」

「都つ築づき静しず華かだ」

　五ご堂どうの答えに、直純は思わず、「あっ」と驚おどろきの声をあげた。

　都築静華。

　旧姓、月つき森もり静華。

　それは、かつて直なお雪ゆきと獣聖の座を争った女の名前だった。

　半年にも満たない短い期間であったが、彼女と直雪が組んでいたこともあった。

　直純自身は面識はないが、彼女のことは直雪から何度となく聞かされた。

「たいした女だよ、月森静華は。炎の威力だけでいえば、俺おれよりも上だろうな。それにな、あいつの炎は色が綺き麗れいなんだ。あんな鮮あざやかな緋ひ色いろは他ほかに見たことがない」

　月森静華について語る時、直雪はいつも嬉うれしそうな顔をしていた。

　そして、彼女に関する話題のほとんどが、褒ほめ言葉によって占められていた。

「都築静華……」

「弟子を一人取ってやってくれ、って頼んだ時、最初はにべもなく断られたんだがな、その弟子が直雪の弟だって話をしたら、引き受けてくれたよ」

　直純は視線を落とし、下腹の前で握りしめた拳こぶしを見つめた。

「どうする？　悪い話じゃないと思うが？」

　数秒の間の後、直純は無言で頷うなずいた。




　五堂にアパートを用意してもらって東京にやってきた直純は、そこで都築静華と、彼女の養女である由ゆ花かに出会った。

「五堂さんの言ってたとおりだ。直さんによく似てるよ。もっとも直さんは、そんな仏ぶつ頂ちよう面づらはしてなかったけどね」

　初対面時、静華は直純の顔を見るなり、そう言った。

「……これは地顔です」

　直純が、いささかムッとなって言葉を返すと、静華は微笑した。

　都築静華は、年ねん齢れいや出産経験を微み塵じんも感じさせない、モデルばりのプロポーションの持ち主だった。切れ長の目と艶つややかな黒髪も印象的だ。

　だが、静華の容姿など、直純にとってはどうでもいいことだった。

　直純が求めているのは優れた師匠であって、美人教師ではない。

　直雪や五堂が認めているのだから、静華の実力は確かなものなのだろうが、実際に実力を目まの当たりにするまでは、尊敬の念を抱くことはできない。

　そんな思いが、直なお純ずみの仏ぶつ頂ちよう面づらをさらに深めさせた。

「功刀くぬぎ直純です。よろしくお願いします」

　会釈しつつ、愛想のかけらもない挨あい拶さつの言葉を口にすると、静しず華かは微笑をたたえたまま頷うなずいて、後ろに控えていた少女を直純の前に促した。

「えっと、都つ築づき由ゆ花かです。去年からお母さんに稽けい古こをつけてもらっています。一応、直純くんの姉弟子ってことになるのかな」

　あたしの方が一つ年下だから姉弟子っていうのは少し変な感じもするけど。

　そう付け加えて、由花と名乗った静華の養女は朗らかに笑った。

　都築由花は、くっきりした眉まゆと大きな瞳ひとみ、それに生き生きとした笑顔が目を引く少女だった。

　間近でこの笑顔を見せつけられたら、大抵の者はつられて笑顔になってしまうのではないだろうか。

　そんなふうに思っていると、

「はい」

　由花が右手を差し出してきた。

「初めまして、と、一緒に頑張ろうね、の握手」

「ああ……」

　仏頂面のまま、直純は握手に応じた。

　二回りも小さな由花の手は、思いの外にやわらかくて、直純は思わず手に力をこめてしまった。

　初対面時の握手できつく手を握りしめるなど、ケンカを売っている以外のなにものでもない行為だが、由花は痛がりも嫌がりもせずに、「大っきな手だね」、笑ってくれた。

　急激に顔が熱くなってゆくのを感じ、直純は顔を背けた。

　直純の仏頂面を間近にしても笑顔を崩さなかった異性は、由花が初めてだった。




　修行が始まって最初に驚おどろかされたのが、静華の実力だった。

「あなたが兄と同等の使い手だという話は聞いています。けれど、俺おれは自分の目で見たものしか信じられない性質です。あなたの実力をまず見せてください」

　修行一日目の早朝、静華と由花が修行場にしているという公園に着くや否や、直純は静華を見据えて、そう言った。

「生き真ま面じ目めな無礼者だ、って五ご堂どうさんは言ってたけど、そのとおりみたいだね」

　静華は微苦笑し、

「いいよ。あたしの実力が知りたいっていうんなら、かかってきな。それが一番手っ取り早いだろ？」

　バキバキと指を鳴らした。

「……いきます」

　静しず華かは五ご堂どうが認めるほどの使い手だ。

　手加減はいらないだろうと、直なお純ずみは全力で挑みかかり──十秒でのされた。

　それも、炎ではなく体術で。

　体術では誰だれにも負けないという自信を持っていた直純は、草むらに突っ伏したまま目をぱちくりさせた。

「しばらくは動けないだろうから、今朝けさはこれで終わりだ。夜にもう一回やってやる。次は変身してかかってきな」

　そして、その日の夜、直純は静華に言われたとおり変身して再度挑み──やはり十秒でのされた。

　直純が放った十個の火球は、全すべて静華が眼前に生み出した炎の壁かべに吸収され、直後、炎の壁を消して一いつ瞬しゆんのうちに肉にく薄はくしてきた静華の突きをもらって、直純はダウンした。

──これが、都つ築づき静華の力……。

　大の字に倒れたまま、直純は興こう奮ふんに拳こぶしを震ふるわせた。

　静華の実力が直なお雪ゆきに匹敵するという話は、真実だった。

　そして炎の色も、直雪が昔に言っていたとおりに美しかった。

　醒さめるような緋ひ色いろ。

──俺おれは今日から、こんなにも強い人に稽けい古こをつけてもらえるのか！

　直純は感激し、五ご堂どうに心の底から感かん謝しやした。

　驚おどろきを通り越し、感動すら覚えてしまうほどの静華の強さ。

　しかし、直純を驚かせたのは静華だけではなかった。

　由ゆ花かにもまた、静華同様に驚かされた。

　否、由花に与えられた驚きの大きさは、静華の比ではなかった。

　由花が修行を始めたのは、一年ほど前から。修行歴は直純の方が二年も長い。

　にもかかわらず、由花の実力は直純以上だったのだ。

　静華に打ち負かされた翌日、直純は静華に言われて由花と手合わせし、まさかの敗北を喫した。

　それも、早朝に行った体術の勝負、そして夜に行った能力を使った勝負、両方にだ。

　直純の拳けん打だや蹴しゆう撃げきは全て軽くいなされ、炎は雷光に打ち消された。

──バカな！　いくら師が優れているからといっても、たった一年でここまで強くなれるわけがない！

　納得のいかなかった直純は、翌日も由花に挑んだが、結果は昨日と同じだった。

　由花の実力は本物だった。

「あの娘こは特別だよ」

　打ちひしがれていた直なお純ずみの傍らに立って、静しず華かは言った。

「あの娘みたいなのを天才っていうんだろうね。獣じゆう気き量りようは並外れてるし、それ以上に覚えの早さが半端じゃない。獣気の扱いも体術も、あたしが教えたことはみんな、一週間以内に修得しちまう。あの娘に勝てなかったからって、落ちこむ必要はないよ」

　静華のその言葉は、直純に歯を食いしばらせた。

　天才。

『院いん』で共に修行していた同期の中にも、そう呼ばれている者はいた。

　だが、直純が、その天才に負けたことは一度もなかった。

　天才の五倍、あるいは十倍修行すれば、必ず勝つことができた。

　それなのに、由ゆ花かには勝てなかった。

　直純が、都つ築づき由花という少女に最初に抱いた感情は、気恥ずかしさと、ささやかな好意だった。

　しかし、組み手に連敗し、これまで積みあげてきた自信を崩されたことで、直純は怒りにも似た感情を由花に抱いた。

　そして、その感情は、間もなくライバル心へと変化していった。

──天性の才能？　そんなもので本当の強さが得られるものか！　強さを決めるのは流した汗と血の量だ！

　直純は死に物狂いで修行に励んだ。

　静華に直接指し導どうしてもらえるのは、早朝と深夜、それも週三日だけだったので、それ以外の時間は一人で修行した。

　由花に付き合ってもらった方が一人で修行するよりも効率的ではあったが、直純はそうはしなかった。

　それどころか静華に稽けい古こをつけてもらう時以外は、極力、由花とは顔を合わせないようにした。

　何度か由花の方から、

「直純くん、品しな川がわの水族館がリニューアルオープンしたの知ってる？　せっかく東京に来てるんだから、一緒に行ってみようよ？」

「あのね、今週の土曜日、秋あき斗とと美み冬ふゆの誕たん生じよう日びなんだ。それで深み雪ゆきさんたちも呼んで家で簡単なパーティーを開くことになってるの。土曜日って直純くんのアルバイト休みだよね？　その日はお母さんの稽古も休みになるから、直純くんにも出席してもらいたいんだけど……」

　などと誘われたが、全すべて断った。

　断る度に哀かなしそうな顔をされるのは胸が痛かったが、それでも直純は徹てつ底ていして由花を避けた。

　静華に一度、

「あの娘こを避けるのは構わないけどね、誘いを断るなら断るで、もう少し愛想のある断り方をしてやんな」

　そう注意されたことがあったが、直なお純ずみが由ゆ花かに対する態度を改めることはなかった。

　そして、直純が東京にやってきてから半年──友人の一人も作ることなく、『院いん』にいた頃ころと同様、ただひたすらに修行に明け暮れた直純であったが、その甲か斐い空むなしく百連敗してしまった。

──俺おれがどんなに努力をしても、あいつには……本物の天才には敵かなわないのか……？

　由花との実力差は、この半年で少しも縮ちぢまっていない。

　それどころか、ますます広がっているような気さえする。

　百連敗という最悪の偉業を達成したその日、直純はアルバイトに行くこともせずに、これ以上はないというほどのしかめっ面つらで自室の天井を睨にらみ続けた。




　二日後の早朝、百連敗の重い気分を引きずりながらも、いつものように修行場である公園にやってきた直純は、

「あっ。おはよう、直純くん」

　挨あい拶さつに応じることなく由花に背中を向けて、伸脚を開始した。

「直純くん……」

　由ゆ花かの哀かなしげな呟つぶやきと、静しず華かのため息が聞こえたが、直純は振り向きもせずに黙もく々もくと準備運動を続けた。

　しばらくして、静華が口を開いた。

「今朝けさは修行の前に話がある」

　直純は振り返って、静華を見た。

「昨日の夜、五ご堂どうさんから、おまえと由花に魔ま物もの退治の依頼があった」

「魔物退治……？」

「『桜さくらの妖よう魔ま』だ。こっちで一匹発見されたらしい」

　直純は息を吞のんだ。

『桜の妖魔』──。

　それは、『院』が五年前から総力をあげて闘たたかっている敵の呼び名だ。

　その正体は、かつての『長おさ』であった龍りゆう人じん・桜が造り出した合ごう成せい獣じゆうだという。

　直純自身は一度も闘ったことも目にしたこともないが、『桜の妖魔』がいかに手て強ごわい存在であるかは何度も耳にしている。

「……詳しく聞かせてください」

　直純は拳こぶしを握りしめ、先を促した。




　その『桜さくらの妖よう魔ま』が発見されたのは、ちょうど一週間前のことだった。

　報告を受けた五ご堂どうは、腕の立つ戦士数名に討伐命令を出したが、彼らは返り討ちに遭ってしまった。

　唯一、重傷を負いながらも逃げ延びた者の話によれば、その『桜の妖魔』は四肢は虎とらでありながらも頭は猿さるという姿をしており、術の扱いに長たけているという。

「虎の四肢に猿の頭……これで尻尾しつぽが蛇へびだったら、鵺ぬえですね」

「ああ。『院いん』の方では、そう呼んでるらしいよ」

「それで、その鵺の居場所はわかってるんですか？」

　直なお純ずみが問うと、静しず華かは、

「この依頼、引き受けるつもりかい？」

　逆に訊きいてきた。

「五堂さんは、今回のこれは、あくまでも依頼であって命令じゃないって言ってた。この意味はわかるな？」

　その問いに答えたのは、直純ではなく由ゆ花かだった。

「つまり、無理に引き受けることはないってことだよね」

　静華は頷うなずいた。

「『桜の妖魔』は、あたしも一度闘たたかったことがあるけど、並の魔物じゃない。実戦経験の少ないおまえたちには、まだ荷が重い」

「俺おれは引き受けます」

　静華に向けている目に力をこめて、直純がきっぱりと言うと、静華の切れ長の目がいつになく鋭するどくなった。

「この半年で自分がどれだけ強くなったのかを試すいい機会ですし、なにより俺は『院』の一員です。俺には『桜の妖魔』と闘う義務があります」

　それに、と心中で付け加えて、直純は横目で由花を見た。

　由花は、ひどく不安げな面持ちで小さくうつむいている。

　どうやら彼女は、『桜の妖魔』討伐を引き受けることに乗り気ではないらしい。

　そんな彼女の姿が、直純にささやかな優越感を抱かせた。

　直純には、『桜の妖魔』と闘うことに対する恐怖はない。

　戦士としての力量とは、なにも戦せん闘とう能力だけを指すものではない。

　敵がどれほどに強かろうと臆おくさずに向かってゆける精神の強さもまた、力量なのだ。

　戦闘能力で勝っているのは由花だが、精神面では自分が勝っているという思いが、直純の自信を復活させた。

「ま、おまえの命はおまえのものだからね、使い道は好きに決めな。『桜の妖魔』と闘やりたいって言うんなら、あたしは止めないよ」

　直なお純ずみに言った後、静しず華かは視線を由ゆ花かにスライドさせた。

「おまえはどうする？」

　問われた由花は、うつむき加減だった顔をあげて答えた。

「あたしも闘たたかう。実戦はほとんどしたことがないから、ちょっと怖いけど……でも、直純くんが一緒だから大丈夫だよ！」

　直純の顔を下から覗のぞきこむようにして、「ね？」と笑いかけてくる。

　直純は半歩下がって、顔を背けた。

　そして、この少女はどうしてこうなのだろう、と考える。

　この半年、直純はずっと由花を避け続けてきた。

　交わした言葉の数など、たかが知れている。

　にもかかわらず、由花はいつも直純がまるで気心の知れた幼なじみかなにかであるかのように、屈託なく接してくる。

　おかげで無視したり誘いを断ったりする度に、ちりちりと胸が痛む。

　いっそ由花も自分を避けてくれるようになってくれれば、とも思うのだが、由花が一切話しかけてこなくなることを想像すると、それは少し、いや、かなりつまらないことのような気がする。

「まあ、由花にしろ直純にしろ、こういう時のために修行してきたわけだからね。止めはしないよ。自分たちがこれまでの修行でどれだけ強くなったのか、確かめてきな」

　静華がジーンズのポケットからタバコを取り出しつつ、言った。

「けどね、もし『桜さくらの妖よう魔ま』と闘ってみて、これは無理だと感じたら、迷わず逃げるんだよ」

　タバコをくわえ、人差し指の先に灯ともらせた炎で火をつける。

「はい」

　静華の言葉に、由花は素直に頷うなずいたが、直純は返事をしなかった。

「直純。実戦経験は由花よりもおまえの方が多い。由花のこと頼んだよ」

　その言葉にも直純は答えなかった。




　遠くの雲が、しきりに光っていた。

　あれは、日没の時間に直純の住む町に激しい雷雨をもたらした雲だろうか。

　目的地への道を歩きながら、直純は緊きん張ちようを解ほぐすために、そんな意味のないことをあえて考えていた。

　直純の住む町から駅四つ離れたところにある、小さな工場街。

　目的地は、その外れにある無人の神社。

『桜の妖魔』──鵺ぬえは、そこをねぐらにしているという。

　腕の立つ獣じゆう人じんを何人も葬っているという強敵と闘うことへの緊張は、やはり少なからずあるが、直なお純ずみの歩みにためらいはなかった。

　日中のうちに下調べのために由ゆ花かと訪れ、一帯の地理は頭に入っているので、道に迷うようなことはない。

　日中の下調べで鵺ぬえの匂においと神社の場所を確認するのと同時に、神社周辺にどれだけの住宅があるのかを調べた直純と由花は、鵺を襲しゆう撃げきする時間を深夜と決めた。

　鵺がねぐらにしている神社は人通りのほとんどない場所にあり、周辺には住宅もなかったが、それでも夜の早い時間では戦せん闘とうが人目に触れてしまう恐れがある。

　襲撃を深夜と決めたのは、そのためだ。

　予定としては、十一時にいつも修行場にしている公園で由花と待ち合わせ、それから鵺のねぐらへ向かうことになっていた。

　しかし、鵺のねぐらに至る道を歩く直純の隣となりには、由花の姿はなかった。

　現在の時刻は十一時ちょうど。

　直純が由花との打ち合わせどおりに行動していれば、公園で由花と落ち合っているはずの時間だ。

　そう──。

　直純は、由花との取り決めを無視し、一人で鵺のねぐらへと向かっていた。

　直純には由花と一緒に闘たたかうつもりなど端はなからなかったのだ。

──敵が強いと聞いただけで臆おくしてしまうような半人前とは、一緒には闘えない。足手まといになるだけだ。

　それに、と直純は思う。

　今回のこれは、好機だ。

　直純が一人で『桜さくらの妖よう魔ま』を倒したとなれば、これまで直純が一方的に味わわされ続けてきた敗北感を由花に与えてやることができる。

　その時、由花は一体、どんな顔をするのだろう。

　直純は想像しようとして、やめた。

──鵺のねぐらは、もうすぐそこだ。

　くだらないことを考えて、緊きん張ちようを弛ゆるめすぎるのもよくない。

　一度深呼吸して気を改め、直純は歩く速度をわずかに速めた。

　そして、数分後──。

　直純は鵺がねぐらにしている無人の神社に到着した。

　果たしてそこに、鵺はいた。

　直純の気け配はいを察知し、待ち構えていたのだろう。

　拝殿の手前で歯を剝むき、濃のう厚こうな殺意を匂わせている。

　鵺の姿は、直純の想像とは異なっていた。

　猿さるの頭に虎とらの四肢と聞いていたから、伝説そのままの四足獣じゆうだと思っていたのだが、目に映る鵺ぬえは二本足で立っている。

　四肢は確かに虎なのだが、肩から生えているのは脚ではなく、屈強な腕であった。拳こぶしの大きさは直なお純ずみの頭ほどもある。

　術に長たけるという話だったので、ならば肉弾戦には弱いだろうと予測していたのだが、あの腕と拳を見る限り、肉弾戦に弱いということはなさそうだ。

「面おも白しろい」

　笑みをこぼし、直純はＴシャツを脱ぎ捨てた。

　そして、咆ほう哮こうをあげて、上半身を狼おおかみへと変へん貌ぼうさせた。

　赤い体毛に夜風が絡む。

　湿度が高い日の変身は体毛がベタつくので好きではないが、生身で闘たたかえる相手ではない。

　腰を落として、直純は道すがらに練っておいた獣じゆう気きを全身に巡らせた。

「来い。狩ってやる」

　獣気が全身に浸透してゆくにつれ、血が熱くなってゆく感覚がある。

　実戦でしか感じることのできないこの感覚は、ある種の麻薬だ。癖くせになる。

──戦士の力量を決めるのは才能なんかじゃないってことを、この闘いで証明してやる！

　直純は地を蹴けった。

　先手必勝。

　敵の能力がわからないうちは迂う闊かつに動くなと静しず華かには教えられていたが、敵の出方を窺うかがうような戦法は性に合わない。

　一気に間合いを詰めた直純は、歯を剝むいているだけで動く気け配はいのない鵺の眼前で、高く跳ちよう躍やくした。

　空中で軽やかに一回転して、直下の鵺に向けて両腕を突き出す。

　と、直純の周囲に数十個もの火球が生まれた。

「消し飛べ！」

　直純が叫ぶと、火球群は矢の如ごとき速さで夜気を疾走し、鵺を捉とらえて次々に炸さく裂れつした。

　炎が柱のように噴ふきあがり、爆ばく風ふうが朽ちかかっていた拝殿を半はん壊かいさせた。

　手て応ごたえは、あった。

　仕留めるまでには至っていないものの、それでもかなりのダメージを与えることはできたはずだ。

　境内の中央に着地した直純は、大きく息を吐いた後、

──とどめだ！

　拳を握りしめて地を蹴った。

　燃え盛る炎のただ中に飛びこみ、火だるまで前まえ屈かがみになっている鵺の顔面に、渾こん身しんの拳打を叩たたきこむ。

　鉄の塊を殴ったような衝しよう撃げきが、拳こぶしから腕を通って脳天に響ひびく。

　並の人じん狼ろうであったなら、拳が砕けていたことだろう。

　しかし、直なお純ずみの腕力は並ではなかった。

　同期の人狼たちを恐れさせた直純の鉄てつ拳けんは、鵺ぬえの巨体をのけ反ぞらせた。さらに──。

「おおおおおっ！」

　直純が吠ほえるのと同時に、鵺の顔面に食いこんでいた直純の拳から炎が噴ふき出し、爆はぜた。

　鵺のあげた短い悲鳴が、爆ばく発はつ音に混じってかすかに聞こえた。

　直純は拳を引き戻すなり、鵺の脇わき腹ばらに回し蹴げりを食いこませた。

　拳の時と同様、足から噴き出した炎が爆発を引き起こす。

　火か竜りゆう閃せん。

　殴るか蹴るかしたものを爆発させる、直純が東京での修行で編み出した技。

　自慢の腕力と炎を融ゆう合ごうさせたこの技の破は壊かい力は、直純の技の中では最強を誇る。

　直純は勝利を確信したが、鵺は倒れることなく全身から魔ま力りよくを放出してきた。

「──っ！」

　鵺の魔力は、鵺を包んでいた炎と周囲で逆巻いていた炎とを一いつ瞬しゆんにして消し去り、さらに直純を吹き飛ばした。

　鳥居の手前まで飛ばされた直純は、地面に腰をしたたかに打ちつけながらも、すぐに立ちあがった。

　痛みに表情を歪ゆがめつつ、鵺を見る。

　数十個もの火球を浴び、なおかつ火竜閃の連撃を喰くらったにもかかわらず、鵺は平然と立っていた。

　火竜閃の入った顔面と左の脇腹は、皮ひ膚ふが焦げてめくれているものの、他ほかの部分には小さな火傷やけど一つ見当たらない。

──バカな……！

　かつて感じたことのない戦せん慄りつが、直純の背筋を駆けぬけた。

　攻撃力だけでいえば直純は由ゆ花かに勝る。静しず華かと比較しても大きくは劣らない。

　そんな直純の攻撃が、全くといっていいほど効かなかったのだ。

──俺おれは、『桜さくらの妖よう魔ま』を侮っていたのか……!?

　歯は嚙がみしていると、鵺が動いた。

　隆々とした腕を広げて突進してくる。

──攻撃が効かないといっても、全く効かないわけじゃない。奴やつが倒れるまで火竜閃を喰らわせ続けてやる！

　四肢に力を漲みなぎらせて、直純は鵺を迎え撃うった。

　頭上から唸うなりをあげて突き下ろされた鵺ぬえの拳こぶしをかい潜くぐって、拳を繰くり出す。

　懐ふところに入りこんでしまえば、巨体の敵は怖くない。

　拳が命中した鵺の下腹で爆ばく発はつが起こり、鵺の口から微かすかな呻うめきが洩もれた。

　やはり火か竜りゆう閃せんならば、小さいながらも確実にダメージを与えられる。

　見えた勝機が、直なお純ずみの闘とう志しを燃えあがらせた。

　雄お叫たけびをあげて、直純は火竜閃の嵐あらしを鵺に見舞った。

　鵺の腹で、胸で、腰で、脚で、そして頭部で、炎が炸さく裂れつする。

　反はん撃げきの隙すきなど与えない。拳が入った次の瞬しゆん間かんには蹴けりを、そして蹴りが入った次の瞬間には、また拳を叩たたきこむ。

　火竜閃が決まる度に、爆発音が真夏の夜気を震ふるわせる。

　それは鵺が倒れるまで続いた。

「はあ……はあっ……はあ……っ」

　火竜閃の連発で獣じゆう気きを使いきった直純は、激しく肩を上下させながら、鵺に視線を向けた。

　仰あお向むけで大の字になっている鵺は、焼けただれた全身から白煙を昇らせている。

　腐肉を焼いたような匂においが、胸をむかつかせる。呼吸が乱れていなければ、息を止めているところだ。

「なんとか勝ったな……」

　呟つぶやいて空を仰ごうとした、その瞬間だった。

　鵺ぬえの巨体が音もなく消失したのは。

「──!?」

　刹せつ那な、背中に灼やけるような殺気を感じた直純は、バッと振り返り、見た。

　直純の頭よりも大きな拳こぶしを振りかぶり、笑むように眼めを細めている鵺の姿を。

　直純は反射的に飛び退のいたが、完全には逃げきれなかった。

　鵺の拳を胸にもらい、ゴム毬まりのように弾はじき飛ばされた直純は、半はん壊かいしていた拝殿に頭から突っこんだ。

　並の人じん狼ろうなら即死していたであろう一撃。

　直純が昏こん倒とうもせずに立ちあがることができたのは、日々の修行によって鍛きたえあげられた肉体のおかげであった。

「……っ」

　おぼつかない足取りで、直純は境内に戻った。

　感覚が麻ま痺ひしているのか、痛みは感じない。

　そのくせ、細かな木片が体毛に絡みついているのが気持ち悪くてたまらない。

　払い落とそうとしたが、駄目だった。

　腕を動かそうとした瞬間、足から力が抜けて、直純は片かた膝ひざをついた。

　そこに追つい撃げきがきた。

　それがどんな攻撃であったのか、直なお純ずみにははっきりと見て取ることができなかった。

　鵺ぬえが腕を振り下ろすのと同時に視界を光が覆おおい、次の瞬しゆん間かんには直純の身体からだは宙を舞っていた。

　見開かれた目に月明かりが染みる。

「直純くん！」

　悲鳴じみた声が聞こえた──気がした。

　その声が現実のものであるのか、はたまた幻聴であるのかを確かめる間もなく、直純の意識は融ゆう解かいした。




「おまえが死ぬのは勝手だけどね」

　畳の上に置いた灰皿に灰を落としつつ、静しず華かは言った。

「あんまり、あの娘こに心配かけさせるんじゃないよ」

　淡々とした口調。そこには怒りも呆あきれも含まれてはいない。

　恐らく静華は、こうなることを予想していたのではないかと、直純は思う。

　卓袱ちやぶ台だいと電話、それにクローゼットと小さな本棚が一つあるだけの、殺風景極まる六畳間。

　直純の自室だ。

　オーディオ機器はおろかテレビすらないという、この部屋の真ん中に敷しかれた布団の上に、直純は生気のかけらもない表情で座っていた。

　二階の角部屋に当たるこの部屋は、風通しは悪いくせに日当たりだけは妙にいい。

　冷房が効いていなければ、蟬せみの声を伴って容赦なく入りこんでいる西日によって、室内はサウナ状態になっていたことだろう。

　カーテンは掛かっているが、色が白いうえに薄うす手でなので、ほとんど意味はなかった。

　健康によくないからと、どんなに暑くても使わないできた冷房が、今はありがたかった。

　丸三日近い眠りから覚めたばかりの身には、冷房よりもサウナの方がこたえる。

「一応、訊きいておくよ」

　静華の口から言葉と一緒に吐き出された煙が、直純の鼻孔をかすめる。

　傍らでタバコを吸うのはやめてほしかったが、文句を言える立場ではなかったし、なにより億おつ劫くうだったので、直純は黙だまっていた。

「どうして、一人で『桜さくらの妖よう魔ま』に挑んだりしたんだい？」

　直純は、その問いに答えることなく、膝ひざの上にかかっていたタオルケットを両手で握りしめた。

　ため息をついて、静華はタバコを灰皿に運び、もみ消した。

「自分がいかにバカだったのかを改めて言葉にするのは、プライドが許さないかい？」

　静華から百八十度顔を背けて、直純は奥歯を嚙かんだ。

「おまえは強いよ」

　言いつつ、静しず華かは立ちあがった。

「けどね、それだけだ」

　直なお純ずみは振り向いて静華を見あげ、眩まぶしさに目を細くした。

　西日に遮られて静華の顔はまともに見られなかったが、しかし、直純を見下ろす彼女の切れ長の目が冷たい色を帯びていることだけは、わかった。

「直なおさんは強いだけの男じゃなかった。そのことを一番知ってるのは、あたしでも五ご堂どうさんでもなく、おまえだと思ってたけど……どうやら、そうじゃなかったみたいだ」

　軽く髪を搔かきあげて、玄関に向かって歩き出した静華は、

「さっき、おまえが目を覚ました、ってメール打っといたから、直じきに由ゆ花かがここにくるはずだ」

　ドアノブに手をかけたところで振り向きもせずに言って、出て行った。

　直純はうつむいて歯を食いしばり、タオルケットを握りしめた手をわななかせた。




　鵺ぬえに敗北した直純を救ったのは、由花だった。

　彼女が駆けつけるのが、あと三秒でも遅ければ、直純は鵺にとどめを刺されていた。

　自分よりも一回りも二回りも大きな直純を担いで鵺から逃れた由花は、直純を直純のアパートまで運び、静華と南なん原ばら睦むつ美みを呼んだ。

　直純の傷は致命傷だったが、睦美のヒーリングによって辛かろうじて一命を取り留めた。

　由花は、睦美が帰った後も直純が目覚める数時間前まで、一睡もせずに直純の側そばについていたという。

「何度も帰れって言ったんだけどね、直純くんがこんなになっちゃったのは、あたしのせいだから、って言って、聞かなかったよ」

　静華は、そう言っていた。

　静華に無理やり帰されていなければ、由花まで倒れることになっていたかもしれない。

　町並みの向こうに沈んでゆく太陽を睨にらみながら、直純は考えていた。

　なにが悪くて、こうなってしまったのだろう、と。

　鵺を倒すことができなかった──実力が足りなかったことが悪いのか。

　由花を出し抜くような真似まねをして一人で鵺に挑んだことが、そもそもの間違いなのか。

　由花のせい──ではない。

　だが、静華によれば、由花は自分を責めているという。

　なぜ、彼女が責任を感じているのだろう。

　疑問に思ったが、考えたところで由花の心中などわかるはずもなく、直純は頭を振って立ちあがった。

　そして、軽く手足を動かす。

　怪け我がは完治している。ヒーリングを施されたとはいえ、並の人じん狼ろうであれば動けるようになるまでには、もう二、三日はかかっただろうが、直なお純ずみの回復力は並外れていた。

「とりあえず、なにか食うか……」

　首の後ろをさすりつつ台所に向かい、冷蔵庫を開けた直純は、

「……」

　口をへの字に曲げた。

　味み噌そと玉子と牛乳しか入っていなかった。

　しかも牛乳は、賞味期限が一昨日おとといで切れている。

「買いに行くか……」

　呟つぶやいた、ちょうどその時だった。

「直純くん！」

　叫び声とともに玄関が勢いよく開いた。

　今、一番会いたくない人物の来訪。

　冷蔵庫のドアに手をかけたまま、直純は由ゆ花かから視線を逸そらし、内心で舌打ちした。

　由花がここに来ることは、わかりきっていたことだった。

　会いたくないのであれば、身体からだはもう普通に動くのだから、さっさと外に出ていればよかったのだ。

　なのに、なぜ、自分は家にいたのだろう。

　眉み間けんに皺しわを刻んでいると、

「もう、身体は大丈夫なの……？」

　由花が遠えん慮りよがちに訊きいてきた。

「ああ」

　ぶっきらぼうに答えて、直純は冷蔵庫のドアを閉めた。

　礼を言うべきなのだろう。

　由花は命の恩人なのだから。

　しかし、礼の言葉を口にすることは、やはり直純にはできなかった。

　礼を言うどころか、こんな惨みじめな思いをするのであれば、いっそ鵺ぬえに殺された方がマシだった、などというバカげた考えが胸の内に湧わいてきて、「くそっ」、由花に聞こえないよう、直純は小声で吐き捨てた。

　と、由花が声をかけてきた。

「直純くん、お腹なか空すいてるの？」

　その声に振り向くと、由花は左手に提げていた物の詰まったビニール袋を、「じゃーん！」、見せつけるように持ちあげて、

「お腹なか空すいてるだろうと思って、途中でスーパーに寄ってきたの」

　にこっと笑った。

「すぐに作るね」

　由ゆ花かは靴を脱いであがると、目を丸くしている直なお純ずみの前を通って、キッチンに立った。

「直純くんのお家うちに調味料がどれだけあるのかわからなかったし、それに直純くん、三日ぶりの食事だから、重いものは胃が受けつけないだろうと思って、素そう麵めん買ってきたんだけど……直純くん、素麵嫌いじゃないよね？」

　ビニール袋から生しよう姜がやらネギやらを取り出しながら、由花が訊きいてくる。

「あっ、ああ……」

　怯ひるみ気味に答えると、

「よかった。それじゃあ、一応、やわらかめに茹ゆでておくね」

　由花は笑顔を振り向かせた。

「あ。ヨーグルトとプリンも買っておいたから、冷蔵庫に入れておくね。それとも、すぐに食べる？」

「いや……」

「それじゃあ、出来あがるまで待っててね」

　ジーンズのポケットからゴムを取り出し、それで髪を束ねあげると、由花は、「お鍋なべはどこかなー」、調理に取りかかった。

「あっ。ちゃんと包丁もまな板もあるね。よかった」

　家でも頻ひん繁ぱんに料理をするのか、由花の手際はなかなかのものだった。

　湯を沸かしている間に、薬味となるネギを刻む。

　直純は、鼻歌を歌いながらリズミカルに包丁を動かす由花の後ろ姿を、「なにも、そこで待ってなくたっていいのに」と由花に苦笑されるまでの間、ボーッと見つめ続けた。




　日はすっかり沈み、空には星が瞬またたくようになったが、気温はほとんど下がっていないようだった。

　じっとしているだけでも汗が滲にじんでくる。

　ついさっきまで冷房をつけていたせいか、はたまた内心の苛いら立だちのせいか、いつも以上に暑さが煩わずらわしく感じる。

　直純は嘆息して、網戸の向こうの空に目を向けた。

　薄うす雲ぐもを従えた鎮ちん静せいの月が、夜の色をわずかに薄めている。

「今度は──」

　呟つぶやいて、直純は拳こぶしを握りしめた。

　今度こそは、鵺ぬえを討つ。

　直なお純ずみの心を今この時も抉えぐり続けている、怒りや敗北感、自己嫌悪を払ふつ拭しよくするためには、鵺ぬえをこの手で仕留めなければならない。

　それも一分一秒でも早くだ。

　こんな惨みじめな気持ちを何日もずるずると引きずることなどできない。

　怪け我がは完治しているし、獣じゆう気きも回復している。無む謀ぼうな闘たたかいではない。

　鵺の強さが予想以上だったのは確かだが、三日前の闘いでの直純の敗因は、油断してとどめを刺しそびれたことにある。

　前の闘いと同じように火か竜りゆう閃せんの乱打で追いつめ、そのまま一気にとどめを刺せば、必ず勝てる。

「見ていてくれ、兄さん」

　本棚の上に置いてある兄の位い牌はいに向かって言うと、直純は卓袱ちやぶ台だいの上から財布を取って、ジーンズのポケットに突っこんだ。

　その際、芳かんばしくない匂においが鼻をついた。

「……俺おれの匂いか」

　二の腕を鼻の前に運んで匂いを嗅かぎ、直純は顔をしかめた。

　かなり汗あせ臭くさかった。血の匂いもこびりついている。

　三日も風ふ呂ろに入っていないのだから、当然だろう。

　シャワーを浴びていきたいところだが、そんな時間はない。

　近所のコンビニまでアイスクリームを買いに行っている由ゆ花かが帰ってきてしまう。

　由花と二人で闘えば、鵺もそう怖い相手ではないだろう。

　だが、それでは直純の心は晴れない。

　鵺に一人で挑むそのために、直純は、「アイスクリームが食べたい」と噓うそを言って、由花を外出させたのだ。

　罪悪感はあるが、今更だ。

　由花のことを頭から追い出すために軽く頭を振って、直純は家を出た。




　鵺が三日の間にねぐらを移しているという可能性もあったが、余程その場所が気に入っているのか、あるいは刺客を返り討ちにすることに喜びを覚えているのか、鵺は変わらずその場所にいた。

　三日前と同じように、境内の真ん中で、むせ返るような濃こい殺意を漂わせている。

──たいした回復力だな。

　既に上半身を狼おおかみへと変じている直純は、忌いま忌いましげに口の端を歪ゆがめた。

　前の闘いで直純が与えた傷は、跡形もなく癒いえている。

「まあいい」

　ぽつりと呟つぶやいた後、直なお純ずみは声を響ひびかせた。

「決着をつけにきたぞ！」

　鵺ぬえの眼めが糸のように細まり、剝むき出しにされた歯から唾だ液えきが滴り落ちた。

「いくぞ！」

　闘とう気きを全身からほとばしらせて、直純は地を蹴けった。

　鵺が、まるで構える必要もないと言わんばかりに腕を広げる。

　その態度が直純の頭に一気に血を昇らせた。

「なめるな！」

　吠ほえた直純は、そのまま一直線に鵺の懐ふところに飛びこみ、拳けん打だを放った。

　しかし、その渾こん身しんの一いち撃げきは空むなしく夜気を裂くだけに終わった。

　拳こぶしが鳩尾みぞおちの数センチ手前まで迫ったところで、鵺の姿が忽こつ然ぜんと消えてしまったのだ。

「──！」

　忘れていた。

　鵺が空間転移を使えることを。

　直純は自らの迂う闊かつさ──否、愚かさを呪のろった。

　静しず華かに再三に言われてきた言葉が脳裏を走る。

「おまえは急せいて攻めすぎる」

　闘たたかいにおいて最も重要なことは、相手の動きを読むことと、自分の動きを読まれないこと。

　そのどちらもが疎おろそかになっていた。

　闘気を抑えて動きを読まれないようにしながら、フェイントを交えて攻めてゆくべきだったのだ。

──ちくしょおっ！

　直純は心の中で叫んだ。

　しかし、いくら悔やもうとも後の祭り。

　実戦にやり直しなどない。

　視界の隅で光が弾はじけ、轟ごう音おんが容赦なく鼓膜を殴りつける。

　それは、鵺が直純の背後から放った術の一撃。

　背中にまともに喰くらった直純は、三日前と同じように宙高く舞いあげられ──地面に叩たたきつけられた。

　受け身は取れなかった。




「う……」

　かすれた呻うめき声が聞こえた。

　恐らくそれは、自分のものなのだろう。

「あ……う……」

　一体、今、自分はどうなっているのだろう？

　うつ伏せに倒れているのか、それとも仰あお向むけになっているのか。

　目の前が真っ暗になっているうえに全身の感覚が麻ま痺ひしているために、なにもわからない。

　傷の深さはどの程度だろうか。

　浅い、ということはないだろう。手足の一、二本はもげているかもしれない。

「う……ぐ……」

　立って闘たたかわねばという気持ちと、早くとどめを刺してくれという気持ちが、心を半分ずつ占めていた。

　立ちあがる努力をするか、このまま倒れているか──直なお純ずみは迷った。

　選ぶべきがどちらなのかは考えるまでもなく明白だったが、正しい方を選ぶ気力が直純にはなかった。

　決められぬまま時間だけが過ぎてゆく。

　やがて、麻痺していた全身の感覚が戻ってきた。

　空に向けられている背中が酷ひどく熱い。かなり深い傷を負っているようだ。

　背中を傷つけられるなど、戦士としてこれほど情けないことはない。

　四肢は無事だった。腕も足も左右ともに確かな感覚がある。骨が折れているということもない。

　背中の痛みに耐えさえすれば、立ちあがることはできそうだった。

　重い瞼まぶたを開くと、苔こけの生えた土が見えた。

　視力に問題はない。どうやら深手を負ったのは背中だけで、それ以外の箇所のダメージは大きくはないようだった。

「くっ……」

　両手を地面に押し当てて、直純は腕に力をこめた。

　とどめを刺される前に立たなければならない。

　そこで直純の脳裏に、ふっと疑問符が浮かんだ。

　なぜ、鵺ぬえはとどめを刺しにこないのだろう？

　直純が死んだと思いこんでいるのか。

　あるいは直純が立ちあがるのを待っているのか。

　この目で確かめるために顔をあげようとして、直純は聞いた。

　爆ばく発はつ音に似た獣けものの咆ほう哮こうと、「きゃあっ！」という甲高い悲鳴を。

　直純はバッと顔をあげ、仰天した。

　視線の先──鳥居の手前に、少女が横たわっていた。

　二十メートル近く離れているうえに、少女の顔は髪に隠されていて見えなかったが、それでも直なお純ずみには少女が由ゆ花かであることが一いつ瞬しゆんでわかった。

　由花の傍らには、鵺ぬえが聳そびえるように立っている。

　直純は歯を食いしばって、駆け出した。

　鵺が動いた。三日前の闘たたかいで直純の肋ろつ骨こつを砕いた、あの人の頭ほどもある拳こぶしを、空にかざすように振りかぶる。

　直純は全力で走った。足が地面を踏みつける度に背中が一際に疼うずいたが、現状においては瑣さ末まつなことだった。

　あっと言う間に鵺に肉にく薄はくした直純は、跳ちよう躍やくし、いっぱいに身を撚ひねって蹴けりを放った。

　スピードと遠心力の充分に乗った、その渾こん身しんの火か竜りゆう閃せんは、ものの見事に鵺の側頭部を捉とらえた。

　刹せつ那な、鵺の頭と直純の足の間に紅ぐ蓮れんの花が咲いた。

　鵺の巨体が大きく傾く。

　足が地に着くや否や、直純はがら空きになっている鵺の脇わき腹ばらめがけて拳を突き出した。

　しかし、その一いち撃げきは不発に終わった。鵺が体勢を崩しながらも振るった拳が、直純の胸を打ち据えたのだ。

「がっ！」

　直純は目を剝むき、よろめいた。

　間髪入れずに追撃がきた。

　鵺の掌てのひらから放出された魔ま力りよくを浴びて、直純は吹っ飛ばされた。傷ついた背中を地面に強打する。

　あまりの痛みに息が止まったが、それでも直純はすぐさま動いた。

　上体を起こし、鵺を見る。

　鵺は広げた右の掌を空に掲げていた。

　掌の上には、直純を丸ごと飲みこめるほどに大きな火球が浮かんでいる。

　直純は牙きばを剝むいて唸うなった。

　レッドウルフが灼やき殺されるなど、笑い話にもならない。

　立ちあがろうとしたが、しかし右足が動かなかった。

　直純は己の右足を見やり、「くそっ！」、吐き捨てた。

　足の付け根から膝ひざ下したにかけて、ジーンズが血を吸って黒く変色していた。

　前の魔力による攻撃で腿ももをやられてしまったのだ。

　左足は普通に動くというのに、右足は全く動いてくれない。

　これでは、かわしきれない。

──ここまでか……。

　諦あきらめてうつむこうとした、その瞬しゆん間かんだった。

　空が強く光ったのは。

「──!?」

　直なお純ずみは顔を空に向け、見た。

　棚たな引びく薄うす雲ぐもの彼方かなたから、一筋の稲いな妻ずまが奔はしってくるのを。

　それは鵺ぬえが掲げていた火球を貫き、鵺の脳天に突き刺さって、火球ともども爆はぜた。

　閃せん光こうと炎が夜の帳とばりを切り刻む。

　爆ばく風ふうに弾はじかれ、十メートル近くもごろごろと地面を転がされた直純は、両手と動く左足に力をこめて立ちあがり、首に付着した土の塊を払った。

　と、不意に誰だれかに左腕をつかまれた。

　ぎょっとなって首を動かすと、そこには由ゆ花かがいた。

　正面に厳きびしい表情を向けている。

──無事だったのか……。

　先程は遠巻きだったので、彼女の状態を詳しく見て取ることはできなかったが、こうしてしっかりと立って攻こう撃げきもできているところを見ると、それほどのダメージは受けていないらしい。

　直純は安あん堵どの息をついた。

　と、緩ゆるみかかった直純の気持ちを締しめ直すように、由花が言った。

「まだ、終わってないよ」

　直純はハッとなって正面に向き直った。

　直純の火か竜りゆう閃せんに由花の雷撃、さらには自らが生み出した火球の爆発をもまともに浴びながらも、鵺ぬえは悠然と立っていた。

　火竜閃の入った左側頭部が焼けてはいるものの、他ほかにダメージの跡は見られない。

　直純は内心で舌打ちした。

　由花の雷撃ですら効かないのだから、鵺の頑強さは脅威的としか言いようがない。

「直純くんの攻撃じゃないと、あいつをやっつけるのは無理みたいだね」

　由花が、直純の腕をつかむ手に力をこめて言った。

「あたしがあいつの注意を引きつけて隙すきを作るから、直純くんは火竜閃で攻撃して。あいつに勝つにはそれしかないよ」

　由花が提案した戦法は、二人が鵺と闘たたかうにあたっては最も有効なものであったが、直純は首を縦たてには振らなかった。

　代わりに、こう言った。

「奴やつとは俺おれ一人で闘う。おまえは退さがっていろ」

　すると、つかまれていた腕が手前に思いっきり引っ張られ、直純はつんのめった。

「どうしてなの!?」

　由ゆ花かの悲鳴じみた声が、体勢の直りきっていない直なお純ずみを叩たたいた。

「二人で闘たたかえばいいじゃない！」

「これは、俺おれの闘いだ」

「違うよっ！」

「なんと言われようと、奴やつは俺一人で倒す」

　由花を見もせずに言って、直純は由花の手を振り解ほどこうと腕を動かした。

　しかし、由花の手は離れなかった。

「そんなに──」

　不意に由花の声のトーンが落ちた。

　鵺ぬえへの警けい戒かいを怠おこたることなく由花を見やった直純は、彼女の次の言葉に絶句した。

「そんなに、あたしを見返すことが大事なの？」

　直純の目を見つめる由花の目は、厳きびしかった。

　いたずらのすぎた子供を叱しかりつける母親のような眼まな差ざし。

　目を合わせていることができず、直純は由花から顔を背けた。

　由花もまた、気づいていたのだ。

　由花を出し抜くような真似まねまでして、直純が鵺に一人で挑んだ理由に。

　気づいて当然だろう。気づかない方がどうかしている。
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　顔を背けたまま、直なお純ずみが拳こぶしを震ふるわせていると、

「あたしね……直純くんのこと、すっごく尊敬してたんだよ？」

　由ゆ花かが思いがけないことを言った。

　直純はきょとんとなって、由花を見た。

「お兄さんみたいになりたいっていう、はっきりした目標があって、その目標のために頑張ることを惜しまないで……」

「……」

「あたしには直純くんみたいな目標なんてなくて、修行だってあんまり好きじゃなくて……七年前みたいなことが起きても、みんなを守れるように、ってなんとなく思って修行を始めたけど、修行はどうしても好きになれなくて……」

「……」

「でも、直純くんと一緒に修行するようになって、直純くんの頑張ってる姿を見てるうちに、ああ、あたしも頑張らなくちゃ、って思えるようになって……」

「……」

「直純くんのおかげなんだよ？　あたしが修行を投げ出さないでいられるのは」

　直純は言葉を失い、ただじっと由花の大きな瞳ひとみを見つめた。

　信じられなかった。

　無様な百連敗を喫した自分が、由花に尊敬されていたなどと。

　だが、信じられない反面、合が点てんのいくところもあった。

　散々に冷たい態度を取られながらも、由花が屈託なく直純に接していたのには、尊敬という理由があったのだ。

「あたし、残念だよ」

　由花の言葉が続く。

「直純くんは、つまらない意地とか見み栄えのために闘たたかうことの意味を忘れちゃうような、安っぽい人だったんだね」

　直純の腕から由花の手が離れた。

　由花は鵺ぬえに視線を向けると、

「あたしは、直純くんのお兄さんがどんな人だったのか、よく知らないけど……でも、お兄さんも今の直純くんを見たら、きっとがっかりすると思うよ」

　そう言って、駆け出した。

　髪をなびかせ、鵺に向かってゆく。

　鵺は、まるでこちらが攻めてくるのを待っていたかのように、嬉き々きとした声をあげて跳ちよう躍やくし、頭上から由花に襲おそいかかった。

　走る軌道を変えて鵺をかわした由花は、そのまま立ち止まることなく鵺の背後に回りこんで、反はん撃げきの雷光を放った。

　直ちよく撃げきを受けた鵺ぬえは、「ギャッ！」と悲鳴をあげたが──それだけだった。

　ダメージを微み塵じんも感じさせない動きで振り返り、由ゆ花かめがけて腕を振るう。

　その指先から奔はしった銀光が、由花の背後にあった楡にれの幹を切断した。

　体を沈めていなければ、由花の首は宙を舞う羽目になっていただろう。

　振り向いて倒れた楡を見た由花は、わずかに表情を強こわばらせはしたが、臆おくすることなく次の動きに移った。

　再び鵺が、今度は連続で放ってきた銀光を走りながら避け、至近距離から鵺に雷光を浴びせかける。

　しかし、やはり由花の攻撃ではダメージにはならない。一いつ瞬しゆん動きを止めるのが精一杯だ。

　それでも由花は、諦あきらめることなく雷光をほとばしらせた。

　直なお純ずみは、そんな由花と鵺の闘たたかいを見つめながら、由花に言われた言葉を反はん芻すうしていた。

（直純くんは、つまらない意地とか見み栄えのために闘うことの意味を忘れちゃうような、安っぽい人だったんだね）

　闘うことの意味。

　兄のような男になりたい。

　兄を越える男になりたい。

　直純が戦士になったのは、そのためだ。

　では、兄・直なお雪ゆきは、なぜ戦士となって闘う道を選んだのだろう。

　考えるまでもなく、直純は答えを知っていた。

　ヨゴレ者や魔ま物ものから人々を守る──そのために、直雪は戦士になったのだ。

　直雪のようになるということは、人々を守るために闘うことと同義だ。

　直純は自問した。

　俺おれは人々のために闘っていただろうか？

　答えは──否だ。

　由花を見返す。そのために直純は闘っていた。

　努力が才能に勝ることを証明したかった──そう言えば、多少は聞こえがよくなるかもしれない。

　だが、結局は同じことだ。

　人々を守るという意識は、頭の片隅にさえなかった。

　一番忘れてはならないことを、忘れていた。

　直純は失笑した。

──俺は、どうしようもないバカだな。

　由花に勝とうが負けようが、そんなことはどうでもいいことだというのに。

『桜さくらの妖よう魔ま』を一人で倒したからといって、兄に近づけるわけではないというのに。

──すまない。

　瞼まぶたを閉じて、直なお純ずみは心の中で詫わびた。

　兄と、そして由ゆ花かに。

　二つの拳こぶしを硬く握りしめ、瞼を開く。

　懸けん命めいに闘たたかう少女の姿が見えた。

「すまない」

　もう一度、今度は声に出して詫わびて、直純は深く息を吸った。

　息を吸いながら獣じゆう気きを練り、練った獣気を息を吐きながら全身に巡らせていく。

　背中の痛みは獣気でやわらげてもなお酷ひどいが、耐える。

　問題は右足が動かないことだが、その分は由花にフォローしてもらえばいい。

　負傷した直純一人では、勝ち目がない。

　攻こう撃げき力りよくの足りない由花一人でもまた、勝つことはできない。

　だが、二人ならば──勝てる。

　咆ほう哮こうをあげて、直純は左足一本で跳ちよう躍やくした。




　境内の真ん中に立つその紅ぐ蓮れんの柱を、直純と由花は並んで見つめていた。

　それは、鵺ぬえの骸むくろを焼くために直純が起こした炎。

　由花の雷撃すらものともしなかった頑強な鵺も、骸になってしまえばよく燃えた。

　今し方までは吐き気をもよおすような臭においが漂ってきていたが、その臭いもほとんどしなくなったから、肉はすっかり燃えたのだろう。

　骨まで焼き尽くすまでにかかる時間は、あと十分ほどか。

　鵺との闘いは、二人がかりとはいえ苦戦だった。

　しかし、由花が雷撃で鵺の動きを封じ、その隙すきに直純が火か竜りゆう閃せんを撃うちこむという攻撃を繰くり返すことによって、なんとか倒すことができた。

　無論、前回の闘いの教訓から、相手が倒れるのと同時にとどめの一撃を加えることも忘れなかった。

　鵺の頑強さは、やはり尋常ではなく、決着までに直純は五十発以上もの火竜閃を放つ羽目になった。

　おかげで獣気は空っぽになり、傷の痛みをやわらげることができなくなってしまった。

　立っているのも辛つらいが、へたりこむようなみっともない真似まねはできない。

　重たい息を吐いて、直純は首の汗を手の甲で拭ぬぐった。

　先程から何度もそうしているのだが、暑さと痛みが汗をとめどなく吹き出させてくる。いくら拭ってもきりがない。

　タオルか、せめてハンカチが欲しいところだが、直なお純ずみはどちらも持っていなかった。

　いっそ、Ｔシャツを脱いでタオル代わりにしてしまおうか。

　靄もやのかかった頭で、そんなことを考えていると、

「暑いねー」

　由ゆ花かが、手をひらひらと団扇うちわのように動かして言った。

「熱帯夜だからな」

「しかも、その熱帯夜に火に当たってるんだもんね、あたしたち。暑いのは当たり前だよね」

「ああ」

「服とか髪が肌に張りついて、気持ち悪いよね」

「そうだな」

「直純くん、あたしより汗すごいけど、ハンカチとか持ってないの？」

「持ってない」

　手の動きを止めて、由花はくすくすと笑い出した。

「……？」

　直純が眉まゆ根ねを寄せると、

「直純くんって、ぶっきらぼうだよねー」

　言いながら、由花はジーンズのポケットから綺き麗れいに折り畳まれたハンドタオルを取り出し、それで直純の首筋と顔の汗を丁寧に拭ぬぐってくれた。

　顔が熱くなってゆくのを覚えた直純は、礼も言わずにそっぽを向いた。

「直純くんって、小さい頃ころから、そんなぶっきらぼうな喋しやべり方してたの？」

「そんなこ──」

　そんなことはない、と答えようとして、直純は言葉を途中で止めた。そして、考える。

　いつ頃からだろう。自分がこんな愛想のかけらもない人間になったのは。

　やはり、兄が死んでからだろうか。

　いや、「おまえは、いつもムッとした顔をしてるよなあ」と、兄に苦笑された覚えがあるから、自分は兄が死ぬ以前から現在のような感じだったのだろう。

──可愛かわいげのない子供だったんだな、俺おれは……。

　しかめっ面つらになっていると、

「ごめんね、直純くん」

　突然、由花が謝しや罪ざいの言葉を口にした。

「あたし、さっき直純くんのこと、安っぽい人なんて言っちゃった……」

　振り向くと、由花はハンドタオルを両手で握りしめ、うつむいていた。

「謝あやまる必要はない」

　直純はきっぱりと言った。

　由ゆ花かのおかげで、直なお純ずみは闘たたかうことの意味を思い出すことができたのだ。

　由花が謝あやまらなければならない道理はどこにもない。

「許してくれるの？」

　直純の顔を覗のぞきこむように、由花は首を傾ける。

「許すも許さないもない。そもそも俺おれは怒っていない」

　由花の哀れっぽい目が胸に突き刺さり、直純は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で答えた。

　すると、

「よかったあ！」

　由花の表情にパッと花が咲いた。

「あたしね、いつまでも根に持たれたらどうしようって、ちょっと本気で心配してたんだー」

　ポンと掌てのひらを合わせ、嬉うれしそうに笑う。

「……」

　直純は複雑な気持ちになった。

　由花が安あん堵どしてくれたのはよかったが、根に持つような狭量な男だと思われていたのは少し哀かなしい。

　だが、それも仕方のないことだろう。

──実際、狭量だったからな、俺は。

　内心でため息をついていると、

「でもね──」

　ふっと由花の顔から笑みが消えた。

「直純くんがあたしのこと怒ってなくても、あたしは直純くんのこと怒ってるよ」

　非難の眼まな差ざし。

「三日前も今日も、直純くん、噓うそついて一人で行っちゃうんだもん。あたし、すっごく心配したんだからね」

　非難の言葉。

　直純は一いつ瞬しゆん目を逸そらした後、

「すまなかった」

　小さく頭を下げた。

　我ながらぶっきらぼうな詫わび方だとは思うが、謝罪の気持ちは本物だった。

「本当に悪いと思ってる？」

「思ってる」

「謝ったくらいじゃ許されないことしたっていう自覚はある？」

「ある」

「だったら、罰ゲーム」

「罰ゲーム？」

　おうむ返しに問うと、由ゆ花かは、「うん」と頷うなずき、いたずらっぽく笑った。




　八月最後のその日もまた、うんざりするような暑さだった。

　三十七、八度はあるだろうか。

　暑さには強い直なお純ずみだったが、昨晩、一睡もできなかったことが効いており、午後に入った時点ですっかりグロッキー状態になっていた。

　雲一つない青空から降り注ぐ陽ひ射ざしが、痛い。

　ため息をついていると、

「直純くん、見て見て！」

　隣となりに座っている由花にＴシャツの袖そでを引っ張られた。

「……見てる」

　ぼそっと答えて、直純は陽光を反射して輝かがやく水みず飛沫しぶきに目を細めた。

　二人の視線の先では、二匹のバンドウイルカが、調教師の笛の音に合わせてジャンプを繰くり返している。

　空中で交差したり、揃そろって回転したり、鼻先でボールをパスし合ったりと、動きのバリエーションは豊富だ。

　イルカが躍おどるその度に、観客から拍手と歓かん声せいがあがる。

　この炎天下にあっても、夏休み最後の一日を謳おう歌かしようという人々で水族館は賑にぎわっていた。

　さして広くもないイルカスタジアムは、座席数の三倍近い数の観客であふれ返っている。

「イルカって、すごいよねー」

　直純の袖をつかんだまま、由花がうっとりした様子で言った。

「可愛かわいいし、賢かしこいし、それにあの綺き麗れいな紡ぼう錘すい形けいの身体からだ……機能美と造形美を両方とも極めちゃってるよね」

「そう……だな」

　直純は曖あい昧まいに頷いた。

　機能美、造形美うんぬんについてはよくわからないが、水圧の存在を微み塵じんも感じさせない力強い泳ぎには感嘆させられる。

「一日中観みてても飽きないよねー」

　その言葉には、直純は頷かなかった。

　イルカは嫌いではないが、さすがに午前中から三度も同じショーを観せられては、飽きる。

　汗で生え際がすっかり湿ってしまった前髪を右手で撫なでつけつつ、直純はジーンズのポケットに突っこんでおいたパンフレットを左手で取り出し、見た。

　それによれば、イルカショーはあと一度、夕方五時から行われることになっている。

　恐らく──いや、間違いなく、そのショーも由ゆ花かは観みると言い出すだろう。

　そして、直なお純ずみに、それを拒否する権利はない。

　夏休み中に、由花と一緒に水族館にイルカを観に行く。

　それが、由花が直純に科した罰ゲームの内容であった。

「直純くんって、東京に来てから、修行とアルバイト以外のことって、なにもしてないでしょ？　たまにはイルカを観て息抜きしないとダメだよ」

　由花曰いわく、イルカには人間を心身ともに癒いやす効果があるらしい。

　イルカは東京でなくても観られるので、どうせ行くなら一度も行ったことのない千葉のテーマパークがよかったのだが、なにぶん罰ゲームなので、直純が行き先を決めることはできなかった。

──暑さと寝不足で、いい加減頭がボーッとしてきたな。

　あくびを嚙かみ殺しながら、直純はパンフレットをポケットに戻した。

　昨晩、一睡もできなかった原因は、情けない話だが──緊きん張ちようだ。

　女の子と二人で水族館へ行く──世間的に見れば、やはりこれはデートということになるのだろう。

　直純の十八年間の人生において、デートなるものをすることは、今日が初めてであった。

（明日のは、あくまでも罰ゲームだ。断じてデートなんかじゃない）

　緊張を解ほぐすために、昨晩は床の中で必死に自分にそう言い聞かせたのだが──どうやら、それが逆効果だったらしい。

　もっとも、その緊張も今ではすっかり暑さに溶かされてしまっていたが。

──緊張なんてしても、一つもいいことはないな……。

　当たり前のことを今更ながらに思っていると、一際大きな拍手が起こった。

　イルカショーが終了したのだ。

　二匹のイルカは拍手に応こたえるように大ジャンプを披ひ露ろうし、水すい槽そうの奥へと潜もぐっていった。

　観客たちが、ぞろぞろとスタジアムから出ていく。

　直純と由花もスタジアムを出、順路に戻った。

「やっぱり、イルカはすごいよねー！」

　スタジアムを出るなり、由花は頰ほおを紅こう潮ちようさせて言った。

　この台詞せりふを聞くのは今日で何度目だろう。

「あたし、イルカと結婚したいかも」

　この台詞は初めて聞くものだったが、返事に困る台詞だったので、とりあえず直純は、「そうか」とだけ返した。

「式はハワイで挙げるから、ご近所お誘い合わせのうえ、奮ふるって参加してね」

「……そうさせてもらう」

　交通費と宿泊費は、やはり自腹になるのだろうか。

　ふと、そんな疑問が浮かんだ直なお純ずみは、眉み間けんに指を添えてぶるぶると頭を振った。

　寝不足と暑さによるダメージは、思いの外に深刻らしい。

「それじゃあ、次はウミウシ館に行こうよ！」

「次は、って……そこは、さっき行ったぞ？」

　眉間から指を離し、直純は眉まゆをひそめた。

　ウミウシ館。そこには文字どおり世界中のウミウシが展示されている。

　イルカショー、アシカショーと並んで、この水族館の目玉らしいのだが、その割には前に行った時には、まばらにしか人がいなかった。

「いいのいいの。直純くんは知らないかもしれないけど、ウミウシには見る者の心身を癒いやす不思議な力があるんだから」

　絶対に噓うそだ。

　思った直純だが、あえてなにも言わなかった。

　由ゆ花かは言い出したら聞かない頑固者だ。直純がいくら他ほかの場所に行きたいと言ったところで、叶かないはしない。

「わかった。ウミウシ館でいい」

「それじゃあ、めくるめくウミウシの世界に向けて、しゅっぱーつ！」

　なにがそんなに楽しいのか、由ゆ花かは高らかに拳こぶしを突きあげて歩き出した。

　首の後ろを搔かきつつ、直なお純ずみは思った。

　やはり、これはデートなどではなく罰ゲームだ、と。

　ため息が暑気に溶けた。
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あとがき







　勝ち負けにこだわるタイプではなかったのですが、最近は負けることがなによりも悔しい。

　でも、これはプロ意識が芽め生ばえてきた、というのとは違うような気がする。

　がんばろう、うん。




　そんなわけで、『月と貴女あなたに花束を ｒｅｍａｉｎｓ』です。

　本書は、二〇〇二年三月に完結した『月と貴女に花束を』（全六巻）の番外編兼続編となります。

　本編を未読の方は、そちらも合わせて手に取っていただけると嬉うれしいです。




　さて。

　あとがきで作品についてあれこれと語るのは好ましいことではないのですが、他ほかに書くこともないので、一話ごとに解説まがいのことをしていきたいと思います。




【銀の咆哮】──記念すべき（？）月花短編第一作。

　この作品は、『本編で死亡したキャラクターは書かない』という『ｒｅｍａｉｎｓ』のコンセプトから外はずれる作品であるため、本書に収録するか否か悩んだのですが、「お蔵入りにするのは勿もつ体たいない」という貧乏性な担当の意見により、収録されることとなりました。

　時間的には、本編一巻以前のお話になります。




【蒼の邂逅】──本編の後日談に当たる、『ｒｅｍａｉｎｓ』の第一話。後日談といっても、このお話は本編六巻の四章とエピローグの間の出来事になります。

　終盤で鷹たか秋あきが手にする槍やりは、志村のバイブル、藤ふじ田た和かず日ひ郎ろ先生の『うしおととら』に登場する『獣けものの槍』をイメージしたものだったのですが、イラストレーターさんに妙にカッコよく描かれてしまい、嬉しかったり哀かなしかったり。




【雪の眠り】──『蒼の邂逅』から数ヶ月後のお話。

　当初は、縁ゆかりと妖よう魔まの少女（しかも妊婦）の話にするつもりだったのですが、短編に収まりそうになかったので、そのプロットはセルフボツとなりました。

　分量以前に、ヒロインが妊婦という設定が問題？




【いつか、あの背中に】──『雪の眠り』から、さらに数ヶ月後のお話。

　しっかり者でありながら大おお雑ざつ把ぱな部分も目立つ睦むつ美みは、書いていて楽しい女の子です。彼女を主人公にしたラブストーリー（というか、ラブコメ）も書いてみたいと密ひそかに思う、今日この頃ごろ。




【百連敗とイルカの夏】──本編六巻エピローグ後のお話。『いつか、あの背中に』から、一気に四年ばかり時間が飛んでいます。

　この作品のおかげで、十七歳に成長した由ゆ花かをイラストで拝むことができました。

　由花といえば、今回の表紙は由花がメインとなっていますが、これは志し村むらの要望によるものです。

　担当は表紙を由花で飾ることに乗り気ではなかったのですが、「由花にしてください。由花にするべきです。深み雪ゆきなんて今更です。偉い人にはそれがわからんのです」と、しつこく訴え、表紙を由花に飾らせることに成功しました。

　由花で正解だったっしょ？




　とまあ、こんな感じでしょうか。




　この『ｒｅｍａｉｎｓ』は、短編集のくせして生意気にも二巻の発売が予定されていますので、次回はそちらでお会いしましょう。




　最後になりましたが、本編に引き続いてイラストを担当してくださった椎しい名な優ゆう氏に御礼申しあげます。画集第二弾の発売おめでとうございます。




　それでは──。




　二〇〇二年　十月


志し村むら一かず矢や　　
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞に於いて、『月と貴女に花束を』で選考委員特別賞を受賞。ちなみにその時の賞金は５万円。せめて10万円くれよ、と未だに思っているらしい。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫『月と貴女に花束を』の他、「ドラゴンマガジン」（富士見書房刊）では、『エンジェル・ハウリング』でビジュアルを担当。現在「電撃ｈｐ」誌上にて、イラストストーリーを連載中！
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